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は じ め に

本県は、平成２５年度から２９年度までに作成された「第二次鳥取県がん対策推進計画」の全体目標と
して「がんによる７５歳未満の死亡率２０％減少」を掲げ、早期発見のため各がん検診の受診率を５０％ま
で引き上げることを目標としています。
本県におけるがん死亡率が高い要因としては、肝臓、胃、肺がんの罹患率、死亡率が共に高く、特に
男性の死亡率が高いことから、肝臓がんでは肝炎ウイルス陽性率がＢ型、Ｃ型ともに高いこと、肺が
んについては喫煙が大きく影響していると思われます。また、乳がんの死亡率は上昇傾向にあります。
県では、死亡率減少対策として、肝炎ウイルス検査受診機会の拡大、肝炎医療費助成、禁煙治療費
助成事業等に取り組んでいますが、直ぐには成果に繋がっておらず、がん死亡率が２年連続のワース
ト３位と、いささか不名誉な結果が出ております。
がん検診受診率については、無料クーポン券補助事業、休日検診補助事業等が拡充され、受診者数
は年々増加傾向にあり、平成２６年度の胃、子宮、肺、乳、大腸がん検診総受診者は延べ約２１万人で、
平成２２年度の総受診者延べ約１８万４千人に対し、５年間で約２万６千人増加しており、一定の効果が
でています。しかしながら、各がん検診の受診率は２５％～３０％で推移しており、依然として受診率の
目標値５０％達成には難しい状況にあります。
ただし、国が示すプロセス指標と本県の各がん検診実績との比較を行ったところ、受診率の目標値

５０％達成はどの検診でも難しい状況の中、本県では全国平均に比べ約１０ポイント上回る良い実績であ
ります。
要精検率は胃がん、子宮がん、乳がん検診においては、それぞれの指標をクリアしていますが、肺
がん検診は国の要精検率許容値３．０％以下に対し、本県は４．３％と高く、大腸がん検診においても国の
要精検率許容値７．０％以下に対し、本県は９．３％と高くなっています。しかしながら、肺がん、大腸が
んともに、陽性反応的中度、がん発見率が高いことを踏まえると、検診の精度に問題はないと思われ
ます。
精検受診率は、国の目標値９０％以上には乳がん検診のみが達しています。その他の検診においても、
許容値７０％以上はクリアしています。陽性反応適中度、がん発見率はどの検診においても高い（良好
な）数値を継続しており、本県はおおむね精度の高い検診がおこなわれていると思われます。
平成２７年度、国の検診指針が見直され、平成２９年度から一部のがん検診の実施方法が変わります。
またこの見直しにあたり、対策型検診に胃がん内視鏡検診が推奨されることになりましたが、これは
鳥取県における永年にわたる胃がん内視鏡検診の実績が評価された結果であり、誇りに思うところで
あります。
平成２８、２９年度にかけて、「第三次鳥取県がん対策推進計画」の内容が検討されます。鳥取県健康
対策協議会においても、引き続き、鳥取県のがん検診の精度管理、指導を行いながら、既存のデータ
解析だけでは掴みきれない点については、新たな視点を加えながら、総合的ながん対策の検討を行っ
て参りたいと存じますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
例年どおり平成２７年度の「鳥取県がん検診実績報告書」を発行いたします。がん検診の更なる充実
に向けてご活用いただければ幸甚です。

平成２８年３月
鳥取県健康対策協議会

会 長 魚 谷 純
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Ⅱ．平成２６年度各がん検診事業実績



指 標 の 解 説

１．対象者数：職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数
※１ 対象者数については、平成２０年度から全市町村共通で以下の算式により推計対象者数を算出
することとしている。
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４０歳以上（子宮がん検診は２０歳以上）・男女ごとに、以下の計算式で算出した人数を「推
計対象者数」とする。
各係数は直近の国勢調査において報告された人数を用いる。

推 計
対象者数 ＝ 市区町村

人 口 －（ 就業者数 － 農林水産業
従 業 者 数 ）

（「市町村がん検診事業の充実強化について」平成２１年３月厚生労働省総務

胃、肺、大腸がん検診：４０歳以上
乳がん検診：平成１７年度より対象者は４０歳以上。（同一人の隔年検診）
子宮がん検診：平成１７年度より対象者は２０歳以上。
肝炎ウイルス検査：以下に該当する者を対象者とする。

（１） 節目検診：健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、４０歳の者
（２） 節目外検診：上記以外の健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、①基本健康診
査で肝機能（GPT値）により要指導と診断された者。②平成１４年～平成１８年度までの本事業か
らに基づく肝炎ウイルス検査の対象者であって、受診の機会を逸した者。

２．受診者数：検診を受診した人数
３．受診率：がん検診の対象者のうち、実際の受診者の割合
４．要精検者数：一次検診の結果、精密検査が必要と診断された人数
５．要精検率：がん検診受診者のうち、精密検査が必要とされた者の割合
６．精検受診者数：精密検査が必要と診断された者のうち、精密検査を受診した人数
７．精検受診率：精密検査が必要な者のうち、精密検査を受けた者の割合
８．がん、がん疑いの人数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された人数
子宮がん検診の場合、異形成と子宮内膜増殖症はがん疑いとして集計します。

９．がん発見率：がん検診受診者のうち、がんとされた者の割合
１０．陽性反応適中度：要精密検査者のうち、がんとされた者の割合
１１．確定癌数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された者について、鳥取県健康対策協議会に
おいて確定調査を行った結果、「癌」であった者の人数

１２．確定癌率：がん検診受診者のうち、確定調査の結果、癌であった者の割合

３



〈検診方法別結果〉

区 分
市町村数

受診者数（率） がん がん発見率（％）
実 施 未実施

Ｘ 線 検 診 １９ ０
１３，８０１
（２８．０％）

２５ ０．１８１

内視鏡検診 １６ ３
３５，４０４
（７２．０％）

１５３ ０．４３２

計
４９，２０５
（１００％）

１７８ ０．３６２

１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
平成２６年度の対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として厚生労働省が示す算式
により算定した推計値）は１９０，５５６人のうち、受診者数はＸ線検査１３，８０１人、内視鏡検査は３５，４０４人
で合計４９，２０５人、受診率は２５．８％で前年度より１，３３８人、０．７ポイント増加した。
受診者数全体のうち、内視鏡検査の実施割合は７２．０％で、年々増加している。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法が４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数８２，８００人、受診者数２６，９７２人、受診率３２．６％で、
全国平均（平成２５年度）受診率９．６％に比較し高い。
検査の結果、胃がんであった者は１７８人で、（Ｘ線検査２５人、内視鏡検査１５３人）、がん発見率は

０．３６％であった。平成２４年度全国平均がん発見率０．１６％に比べ高い。例年と同様な傾向である。
Ｘ線検査でのがん発見率は０．１８％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．４３％である。
陽性反応適中度（がん／要精検査者）はＸ線検査２．１％である。また、内視鏡検査の陽性反応適中度
はがんを組織診実施者数で割った率で求めたところ９．６％であった。
確定調査の結果、確定癌は１８１例、発見癌率は０．３７％であった。

（１） Ｘ線検査は１９市町村で実施され、受診者数は１３，８０１人で、受診率は７．２％である。一次検診の要
精検者は１，１８１人で、要精検率は８．６％で、前年度より０．１ポイント増加した。精検受診者数９８５人、
精検受診率は８３．４％で前年度より１．８ポイント増加した。車検診の要精検率８．０％。施設検診は
１１．０％で、依然として中部が１８．８％と高いが、前年度より４．５ポイント低下した。
精検結果は、胃がんであった者は２５人で、胃がん発見率は０．１８％であった。
国はプロセス指標として、要精検率許容値１１．０％以下、精密検査受診率目標値９０％以上、がん
発見率許容値０．１１％以上、陽性反応適中度許容値１．０％以上を指標としているが、鳥取県は精検受
診率以外は指標をクリアしており、精度の高い検診がおこなわれている。ただし、施設検診にお
けるＸ線検査では要精検率が高く、また、よりきれいな写真を撮る技術指導が必要である。

（２） 内視鏡検査は、１６市町村で実施され、受診者数は３５，４０４人で、検査結果は胃がんであった者は
１５３人、発見率は０．４３％であった。
内視鏡検査の組織診実施者数は１，５９７人で、組織診実施率４．５％、東部５．２％、中部４．３％、西部

３．８％で地域格差がある。また、陽性反応適中度（がん／組織診実施者数）は９．６％で、東部７．９％、
中部１０．４％、西部１１．５％であった。

４



〈検診機関別結果〉
（１） Ｘ線検診
・一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

１１，３７３
（８２．４％） ９１３ ８．０ ８．３ ８．６ ６．９

施 設 検 診
（病院・診療所）

２，４２８
（１７．６％） ２６８ １１．０ １１．９ １８．８ ９．３

計 １３，８０１
（１００％） １，１８１ ８．６ ９．２ ８．８ ７．５

・精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診
率 （％）

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診 ７６７ ８４．０ １９ ０．１６７ ０．２０１ ０．１９４ ０．０９１

施 設 検 診 ２１８ ８１．３ ６ ０．２４７ ０．２０８ ２．０８３ ０．２１３

計 ９８５ ８３．４ ２５ ０．１８１ ０．２０３ ０．２１９ ０．１１８

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数
組 織 診
実 施 者

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

病 院 ９，７６６ ４９９ ３０ ０．３０７ ０．２７４ ０．３６１ ０．３５３

診 療 所 ２５，６３８ １，０９８ １２３ ０．４８０ ０．５０７ ０．４８８ ０．４５７

計 ３５，４０４ １，５９７ １５３ ０．４３２ ０．４１７ ０．４４９ ０．４４１

〈圏域別結果〉
（１） Ｘ線検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率（％） 精検受診者数 精検受診率（％） がん がん発見率（％）

東 部 ５，９２１ ５４５ ９．２ ４５２ ８２．９ １２ ０．２０３

中 部 ３，６５８ ３２１ ８．８ ２７９ ８６．９ ８ ０．２１９

西 部 ４，２２２ ３１５ ７．５ ２５４ ８０．６ ５ ０．１１８

計 １３，８０１ １，１８１ ８．６ ９８５ ８３．４ ２５ ０．１８１

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数 組織診実施者 実施率（％） がん がん発見率（％） 陽性反応適中度（％）

東 部 １５，１０６ ７９３ ５．２ ６３ ０．４１７ ７．９

中 部 ５，３４７ ２３０ ４．３ ２４ ０．４４９ １０．４

西 部 １４，９５１ ５７４ ３．８ ６６ ０．４４１ １１．５

計 ３５，４０４ １，５９７ ４．５ １５３ ０．４３２ ９．６

５



２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
平成２６年度に発見された胃がん及び胃がん疑い２２９例について確定調査を行った結果、確定胃がん
は１８１例（一次検査がＸ線検査：車検診２１例、施設検診６例、一次検査が内視鏡検査：１５４例）であっ
た。発見癌率は０．３６８％であった。がん疑いのうち、最終診断では腺腫、瘢痕性胃潰瘍、食道癌等で
あった。
調査結果は以下のとおりである。

（１） 早期癌は１４４例、進行癌は３７例であった。早期癌率は７９．６％で、東部８１．９％、中部７７．１％、西部
７８．４％であった。

（２） 切除例は１７０例で、そのうち内視鏡切除が６７例で全体の約４割を占めている。非切除例が１１例で、
手術拒否２例、手術不能７例、転院等２名であった。

（３） 性・年齢別では、男性１１９例、女性６２例であった。７０歳代が多い。
（４） 早期癌では「Ⅱc」が６４．６％で大半を占めている。進行癌の肉眼分類は例年通りの傾向であった。
（５） 切除例の大きさは２㎝以内が４８．８％であった。内視鏡検査では２㎝以内が５１．４％で、小さいも
のが見つかっている。５㎝以上のものは１５例ある。

（６） 肉眼での進行度は、Ｘ線検査ではstageⅠAが１７例で６５．４％、内視鏡検査ではstageⅠAが１１４例
で７８．０８％であった。例年通りの傾向である。

（７） 前年度受診歴を有する進行癌は、東部５件、中部３例、西部６件の計１４件で、前年度７例に比
べ倍増した。各地区で症例検討を行って頂き、問題点等について検討していただく。

６
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受診率・要精検率・精検受診率の推移

H21 H22
受診率（X線＋内視鏡） 要精検率（X線） 精検受診率（X線）

81.6
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8.6

25.8

81.6
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胃がん発見率・確定がん率の推移

H21
胃がん発見率（X線＋内視鏡） 確定がん発見率（X線＋内視鏡）

0.37

0.32

0.35
0.36

0.37

0.360.33

0.33

0.33

0.36

0.33

0.34

H26H25H24H23H22

（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
２１ 年 度 ２２ 年 度 ２３ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １８８，１８６ １８８，１８６ １９０，５５６
受 診 者 数（人） Ｂ １７，３５２ ２５，４４９ ４２，８０１ １６，０８２ ２７，２１４ ４３，２９６ １５，０８０ ２９，４３５ ４４，５１５
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ９．２ １３．５ ２２．７ ８．５ １４．５ ２３．０ ８．０ １５．６ ２３．４

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １６，０５２ １４，８２３ １３，８３３
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，３００ １，２５９ １，２４７
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ７．５ ７．８ ８．３

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ １，０６１ １，０４９ １，０２２
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８１．６ ８３．３ ８２．０

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ ２９（６）１１４（３５） １４３（４１） ２３（２）１１９（３５） １４２（３７） ２４（５）１３５（５０） １５９（５５）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１７ ０．４５ ０．３３ ０．１４ ０．４４ ０．３３ ０．１６ ０．４６ ０．３６

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ２．２ １．８ １．９

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ２８ １１３ １４１ ２２ １１６ １３８ ２４ １３３ １５７
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１６ ０．４４ ０．３３ ０．１４ ０．４３ ０．３２ ０．１６ ０．４５ ０．３５

区 分
２４ 年 度 ２５ 年 度 ２６ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６
受 診 者 数（人） Ｂ １５，２５１ ３１，７１１ ４６，９６２ １４，３０３ ３３，５６４ ４７，８６７ １３，８０１ ３５，４０４ ４９，２０５
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８．０ １６．６ ２４．６ ７．５ １７．６ ２５．１ ７．２ １８．６ ２５．８

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １３，８５５ １３，０８３ １２，６２０
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，３９６ １，２２０ １，１８１
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ９．２ ８．５ ８．６

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ １，１６６ ９９６ ９８５
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８３．５ ８１．６ ８３．４

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ ３３（０）１２４（７８） １５７（７８） ２７（５）１４４（５５） １７１（６０） ２５（３）１５３（４８） １７８（５１）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２２ ０．３９ ０．３３ ０．１９ ０．４３ ０．３６ ０．１８ ０．４３ ０．３６

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ２．４ ２．２ ２．１

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ３０ １２８ １５８ ２９ １４６ １７５ ２７ １５４ １８１
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２０ ０．４０ ０．３４ ０．２０ ０．４３ ０．３７ ０．２０ ０．４３ ０．３７

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数
ｆ

精密検査
受診率（％）
ｇ＝ｆ／ｄ

精密検査結果
胃がん発見率（％）
ｉ＝ｈ／ｂ

陽性反応適中度（％）
ｊ＝ｈ／ｄ

異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
ｈ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
４０～４４歳 １１ １０ ６４．７ ８３．３ ７２．４ ２ ２ ９ ８ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
４５～４９歳 １０ １５ ７６．９ ８３．３ ８０．６ １ ４ ９ １１ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
５０～５４歳 １６ ２１ ７６．２ ８０．８ ７８．７ ４ ５ １２ １６ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
５５～５９歳 ２７ ３４ ７７．１ ８１．０ ７９．２ ８ ７ １８ ２７ ０ ０ １ ０ ０．２６８ ０．０００ ０．０７９ ２．９ ０．０ １．３
６０～６４歳 ８５ ９３ ６８．５ ８６．１ ７６．７ ８ １４ ７５ ７９ ０ ０ ２ ０ ０．２２８ ０．０００ ０．０８８ １．６ ０．０ ０．９
６５～６９歳 １１８ １０８ ７９．２ ９４．７ ８５．９ １１ １６ ９９ ９０ １ ０ ７ ２ ０．５６６ ０．１３１ ０．３２５ ４．７ １．８ ３．４
７０～７４歳 ９６ ８４ ７９．３ ９３．３ ８５．３ １４ ２０ ７７ ６３ ０ ０ ５ １ ０．５３３ ０．０８３ ０．２８０ ４．１ １．１ ２．８
７５～７９歳 ７６ ６８ ８７．４ ９１．９ ８９．４ ９ １３ ６５ ５２ ０ ０ ２ ３ ０．２８１ ０．３２８ ０．３０８ ２．３ ４．１ ３．１
８０歳以上 ５４ ５９ ８７．１ ８６．８ ８６．９ ８ ９ ４３ ４９ ２ ０ １ １ ０．１７３ ０．１５６ ０．１６４ １．６ １．５ １．５
計 ４９３ ４９２ ７８．４ ８９．１ ８３．４ ６５ ９０ ４０７ ３９５ ３ ０ １８ ７ ０．３２５ ０．０８５ ０．１８１ ２．９ １．３ ２．１
合 計 ９８５ ８３．４ １５５ ８０２ ３ ２５ ０．１８１ ２．１

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診
受診者数
a′

一次検診結果
要精検率（％）
c′＝b′／a′

要精検者数
b′

異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 計
保 健 事 業 団 ４，４０６ ６，６２６ ４８５ ４０６ ３，９２１ ６，２２０ １１．０ ６．１ ８．１
中国労働衛生協会 １５０ １９１ １６ ６ １３４ １８５ １０．７ ３．１ ６．５
病 院 ４１４ ６６１ ７４ ８０ ３４０ ５８１ １７．９ １２．１ １４．３
診 療 所 ５６０ ７９３ ５４ ６０ ５０６ ７３３ ９．６ ７．６ ８．４

計 ５，５３０ ８，２７１ ６２９ ５５２ ４，９０１ ７，７１９ １１．４ ６．７ ８．６
合 計 １３，８０１ １，１８１ １２，６２０ ８．６

（２） 平成２６年度胃がんＸ線検査結果
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

対象者数（人）

ａ

一次検診
受診者数

ｂ

受診率（％）

ｃ＝ｂ／ａ

一次検診結果 要精検率（％）

ｅ＝ｄ／ｂ
要精検者数
ｄ 異常認めず

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計
４０～４４歳 ２，１５８ ４，０４８ ３０３ ６１７ １４．０ １５．２ １４．８ １７ １２ ２８６ ６０５ ５．６ １．９ ３．２
４５～４９歳 ２，３２６ ３，８５３ ２３９ ５１０ １０．３ １３．２ １２．１ １３ １８ ２２６ ４９２ ５．４ ３．５ ４．１
５０～５４歳 ３，０５８ ４，９７４ ２７４ ５７８ ９．０ １１．６ １０．６ ２１ ２６ ２５３ ５５２ ７．７ ４．５ ５．５
５５～５９歳 ４，９０８ ８，１８９ ３７３ ８９２ ７．６ １０．９ ９．７ ３５ ４２ ３３８ ８５０ ９．４ ４．７ ６．１
６０～６４歳 ９，８５４ １３，７９７ ８７７ １，３８３ ８．９ １０．０ ９．６ １２４ １０８ ７５３ １，２７５ １４．１ ７．８ １０．３
６５～６９歳 １１，０６１ １４，５７４ １，２３６ １，５３２ １１．２ １０．５ １０．８ １４９ １１４ １，０８７ １，４１８ １２．１ ７．４ ９．５
７０～７４歳 １１，５８８ １６，０４９ ９３８ １，２０６ ８．１ ７．５ ７．８ １２１ ９０ ８１７ １，１１６ １２．９ ７．５ ９．８
７５～７９歳 １１，７９７ １７，６７２ ７１２ ９１４ ６．０ ５．２ ５．５ ８７ ７４ ６２５ ８４０ １２．２ ８．１ ９．９
８０歳以上 １５，５５８ ３５，０９２ ５７８ ６３９ ３．７ １．８ ２．４ ６２ ６８ ５１６ ５７１ １０．７ １０．６ １０．７

計 ７２，３０８ １１８，２４８ ５，５３０ ８，２７１ ７．６ ７．０ ７．２ ６２９ ５５２ ４，９０１ ７，７１９ １１．４ ６．７ ８．６
合 計 １９０，５５６ １３，８０１ ７．２ １，１８１ １２，６２０ ８．６
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検診機関別要精検率の推移
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17.5 13.9

8.2
10.1

7.6

9.9

4.4

14.2

9.1
9.8

8.5

16.1

5.2

8.3

7.9
6.5

H25 H26H24H23H22

14.3

6.5
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8.1

精密検査結果（X線） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.3％

胃がん
2.5％異常認めず

15.7％

その他の疾病
81.4％

その他の胃良性疾患
65.1％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

14.1％

胃腺腫（異型上皮）
2.4％
胃ポリープ
16.1％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

1.9％胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.5％

・検診機関別要精検率の推移
一次検診機関 ２２ 年 度 ２３ 年 度 ２４ 年 度 ２５ 年 度 ２６ 年 度

保 健 事 業 団 ６．５ ７．６ ８．５ ７．９ ８．１
中国労働衛生協会 ８．２ ４．４ ９．１ ５．２ ６．５
車 検 診 小 計 ６．５ ７．６ ８．６ ７．８ ８．０
病 院 １７．５ １３．９ １４．２ １６．１ １４．３
診 療 所 １０．１ ９．９ ９．８ ８．３ ８．４
施 設 検 診 小 計 １２．３ １１．１ １１．５ １１．５ １１．０
合 計 ７．８ ８．３ ９．２ ８．５ ８．６

ｂ．精密検査結果

一次検
診機関

精密検査
受診者数
d′

精密検査受診率
（％）
e′＝d′／b′

精密検査結果
胃がん発見率（％）

g′＝f′／a′
陽性反応適中度（％）
h′＝f′／b′

異 常
認 め ず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
f′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
保健事業団 ３８０ ３６７ ７８．４ ９０．４ ８３．８ ５５ ６７ ３０８ ２９５ ３ ０ １４ ５ ０．３１８ ０．０７５ ０．１７２ ２．９ １．２ ２．１
中国労働
衛生協会 １５ ５ ９３．８ ８３．３ ９０．９ ４ １ １１ ４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

車 検 診
小 計 ３９５ ３７２ ７８．８ ９０．３ ８４．０ ５９ ６８ ３１９ ２９９ ３ ０ １４ ５ ０．３０７ ０．０７３ ０．１６７ ２．８ １．２ ２．１

病 院 ５７ ６６ ７７．０ ８２．５ ７９．９ ４ １５ ５２ ５１ ０ ０ １ ０ ０．２４２ ０．０００ ０．０９３ １．４ ０．０ ０．６
診 療 所 ４１ ５４ ７５．９ ９０．０ ８３．３ ２ ７ ３６ ４５ ０ ０ ３ ２ ０．５３６ ０．２５２ ０．３７０ ５．６ ３．３ ４．４
施設検診
小 計 ９８ １２０ ７６．６ ８５．７ ８１．３ ６ ２２ ８８ ９６ ０ ０ ４ ２ ０．４１１ ０．１３８ ０．２４７ ３．１ １．４ ２．２

計 ４９３ ４９２ ７８．４ ８９．１ ８３．４ ６５ ９０ ４０７ ３９５ ３ ０ １８ ７ ０．３２５ ０．０８５ ０．１８１ ２．９ １．３ ２．１
合 計 ９８５ ８３．４ １５５ ８０２ ３ ２５ ０．１８１ ２．１

９
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検
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％
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設
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率
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％
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数
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異
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他

の
疾
病
が
ん
疑
い

が
ん

有
所
見
者
が
ん
発
見
率

（
％
）
陽
性
反
応

適
中
度

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５７
，４
３３

２，
３０
１

１，
２５
８

３，
５５
９

６．
２

１８
３

１４
９

３３
２

９．
３

２７
６

８３
．１

２９
２３
９

０
８

２４
７

０．
２２
５

２．
４

米
子
市

４２
，４
４２

６６
２

７６
３

１，
４２
５

３．
４

３９
７５

１１
４

８．
０

９９
８６
．８

１４
８２

０
３

８５
０．
２１
１

２．
６

倉
吉
市

１７
，７
００

１，
０２
３

２８
１，
０５
１

５．
９

８７
７

９４
８．
９

８４
８９
．４

１９
６１

０
４

６５
０．
３８
１

４．
３

境
港
市

１１
，３
０７

１４
４

１４
８

２９
２

２．
６

８
９

１７
５．
８

１７
１０
０．
０

２
１５

０
０

１５
０．
００
０

０．
０

岩
美
町

４，
８４
４

６０
７

０
６０
７

１２
．５

６３
０

６３
１０
．４

５０
７９
．４

０
４８

０
２

５０
０．
３２
９

３．
２

八
頭
町

６，
５３
４

１，
１６
８

４７
１，
２１
５

１８
．６

９５
６

１０
１

８．
３

８５
８４
．２

１３
７１

０
１

７２
０．
０８
２

１．
０

若
桜
町

１，
７７
６

２３
５

８
２４
３

１３
．７

１７
０

１７
７．
０

１４
８２
．４

１
１３

０
０

１３
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

３，
２６
３

１７
０

１２
７

２９
７

９．
１

１５
１７

３２
１０
．８

２７
８４
．４

１
２４

１
１

２６
０．
３３
７

３．
１

湯
梨
浜
町

５，
９６
４

６３
８

５
６４
３

１０
．８

５０
１

５１
７．
９

４４
８６
．３

９
３４

０
１

３５
０．
１５
６

２．
０

三
朝
町

２，
７６
７

３９
４

０
３９
４

１４
．２

３０
０

３０
７．
６

３０
１０
０．
０

９
２１

０
０

２１
０．
００
０

０．
０

北
栄
町

５，
７２
９

６８
１

６
６８
７

１２
．０

５９
１

６０
８．
７

４９
８１
．７

１３
３５

１
０

３６
０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

７，
２２
１

８７
４

９
８８
３

１２
．２

８６
０

８６
９．
７

７２
８３
．７

１８
５０

１
３

５４
０．
３４
０

３．
５

南
部
町

４，
２２
１

２９
８

２１
３１
９

７．
６

２６
２

２８
８．
８

１３
４６
．４

２
１１

０
０

１１
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

４，
５３
３

６２
３

０
６２
３

１３
．７

４５
０

４５
７．
２

３１
６８
．９

４
２７

０
０

２７
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

９９
５

１６
３

８
１７
１

１７
．２

１０
１

１１
６．
４

１０
９０
．９

２
６

０
２

８
１．
１７
０

１８
．２

大
山
町

７，
５０
３

５４
４

０
５４
４

７．
３

４１
０

４１
７．
５

３７
９０
．２

１０
２７

０
０

２７
０．
００
０

０．
０

日
南
町

２，
９６
６

３６
３

０
３６
３

１２
．２

２４
０

２４
６．
６

２２
９１
．７

４
１８

０
０

１８
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
７８
３

２５
２

０
２５
２

１４
．１

１５
０

１５
６．
０

７
４６
．７

０
７

０
０

７
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
５７
５

２３
３

０
２３
３

１４
．８

２０
０

２０
８．
６

１８
９０
．０

５
１３

０
０

１３
０．
００
０

０．
０

合
計
１９
０，
５５
６
１１
，３
７３

２，
４２
８

１３
，８
０１

７．
２

９１
３

２６
８

１，
１８
１

８．
６

９８
５

８３
．４

１５
５

８０
２

３
２５

８３
０

０．
１８
１

２．
１

東
部

７３
，８
５０

４，
４８
１

１，
４４
０

５，
９２
１

８．
０

３７
３

１７
２

５４
５

９．
２

４５
２

８２
．９

４４
３９
５

１
１２

４０
８

０．
２０
３

２．
２

中
部

３９
，３
８１

３，
６１
０

４８
３，
６５
８

９．
３

３１
２

９
３２
１

８．
８

２７
９

８６
．９

６８
２０
１

２
８

２１
１

０．
２１
９

２．
５

西
部

７７
，３
２５

３，
２８
２

９４
０

４，
２２
２

５．
５

２２
８

８７
３１
５

７．
５

２５
４

８０
．６

４３
２０
６

０
５

２１
１

０．
１１
８

１．
６

１０



検査結果（内視鏡） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.1％胃がん

0.4％
異常認めず
24.9％

その他の疾病
74.5％

非上皮性悪性腫瘍
0.02％

その他の胃良性疾患
66.3％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

7.4％

胃腺腫（異型上皮）
0.9％
胃ポリープ
21.8％

胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.03％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

3.5％

（３） 平成２６年度胃がん内視鏡検診
１）年齢階級別

年 齢

一次検診
受診者数
ａ

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ４９１ ８１６ ２３４ ３６９ ２５７ ４４６ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．１２３ ０．０７７

４５～４９歳 ４０１ ８１８ １４３ ３０１ ２５８ ５１５ ０ ０ ０ ２ ０．０００ ０．２４４ ０．１６４

５０～５４歳 ４５９ １，０６７ １３８ ３５３ ３２０ ７１３ １ ０ ０ １ ０．０００ ０．０９４ ０．０６６

５５～５９歳 ７３３ １，５５９ ２２２ ４６３ ５０５ １，０９３ １ １ ５ ２ ０．６８２ ０．１２８ ０．３０５

６０～６４歳 １，８５５ ２，８９３ ４３８ ８４５ １，３９８ ２，０４３ ８ ３ １１ ２ ０．５９３ ０．０６９ ０．２７４

６５～６９歳 ２，９９５ ４，０７１ ６４０ １，０７３ ２，３３２ ２，９８６ ３ ４ ２０ ８ ０．６６８ ０．１９７ ０．３９６

７０～７４歳 ３，００６ ４，０３３ ５４０ ９６９ ２，４２９ ３，０４７ ６ ８ ３１ ９ １．０３１ ０．２２３ ０．５６８

７５～７９歳 ２，１０６ ３，０４６ ３９２ ６９６ １，６９５ ２，３３５ ３ ２ １６ １３ ０．７６０ ０．４２７ ０．５６３

８０歳以上 ２，０４５ ３，０１０ ３８４ ６３３ １，６４０ ２，３５８ ３ ５ １８ １４ ０．８８０ ０．４６５ ０．６３３

計 １４，０９１ ２１，３１３ ３，１３１ ５，７０２ １０，８３４ １５，５３６ ２５ ２３ １０１ ５２ ０．７１７ ０．２４４ ０．４３２

合 計 ３５，４０４ ８，８３３ ２６，３７０ ４８ １５３ ０．４３２

２）検診機関別

一次検
診機関

一次検診
受診者数
a′

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

c′＝b′／a′
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃がん

b′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

病 院 ４，０７７ ５，６８９ ８３９ １，２４７ ３，２０９ ４，４２４ ９ ８ ２０ １０ ０．４９１ ０．１７６ ０．３０７

診療所 １０，０１４ １５，６２４ ２，２９２ ４，４５５ ７，６２５ １１，１１２ １６ １５ ８１ ４２ ０．８０９ ０．２６９ ０．４８０

計 １４，０９１ ２１，３１３ ３，１３１ ５，７０２ １０，８３４ １５，５３６ ２５ ２３ １０１ ５２ ０．７１７ ０．２４４ ０．４３２

合計 ３５，４０４ ８，８３３ ２６，３７０ ４８ １５３ ０．４３２

１１



３）平成２６年度胃がん内視鏡検診受診状況

市町村名
受診者数

組織診
実施者数

組織診
実施率
（％）

検 査 結 果 別 人 員

異 常
認めず

その他
の疾病

がん疑い がん 有所見者
がん発見
（％）

陽性反応
適中度
（％）

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ＝Ｅ＋Ｆ＋Ｇ Ｉ＝Ｇ／Ａ Ｊ＝Ｇ／Ｂ

鳥 取 市 １３，０５０ ６７４ ５．２ ２，２７６ １０，７０１ １６ ５７ １０，７７４ ０．４３７ ８．５

米 子 市 １０，６６１ ３０２ ２．８ ２，２６２ ８，３４２ ８ ４９ ８，３９９ ０．４６０ １６．２

倉 吉 市 １，９０５ １１１ ５．８ １，２５３ ６４２ ３ ７ ６５２ ０．３６７ ６．３

境 港 市 ２，４００ １３６ ５．７ ４１９ １，９７２ １ ８ １，９８１ ０．３３３ ５．９

岩 美 町 ３４４ ３１ ９．０ １５ ３２７ ０ ２ ３２９ ０．５８１ ６．５

八 頭 町 ８９３ ５６ ６．３ １３６ ７５２ １ ４ ７５７ ０．４４８ ７．１

若 桜 町 ２５８ １１ ４．３ ２８ ２２９ １ ０ ２３０ ０．０００ ０．０

智 頭 町 ５６１ ２１ ３．７ ４ ５５６ １ ０ ５５７ ０．０００ ０．０

湯梨浜町 ９４４ ６７ ７．１ ６２３ ３１３ ３ ５ ３２１ ０．５３０ ７．５

三 朝 町 ２２８ ３ １．３ １５５ ７１ ０ ２ ７３ ０．８７７ ６６．７

北 栄 町 ９４１ ４９ ５．２ ５９５ ３４０ ５ １ ３４６ ０．１０６ ２．０

琴 浦 町 １，３２９ ０ ０．０ ６４７ ６６７ ６ ９ ６８２ ０．６７７ ０．０

南 部 町 １，２６９ １１６ ９．１ ２７８ ９８２ ３ ６ ９９１ ０．４７３ ５．２

伯 耆 町 ３４０ ６ １．８ ２５ ３１４ ０ １ ３１５ ０．２９４ １６．７

日吉津村 ３３ ４ １２．１ ２ ３１ ０ ０ ３１ ０．０００ ０．０

大 山 町 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

日 南 町 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

日 野 町 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

江 府 町 ２４８ １０ ４．０ １１５ １３１ ０ ２ １３３ ０．８０６ ２０．０

合 計 ３５，４０４ １，５９７ ４．５ ８，８３３ ２６，３７０ ４８ １５３ ２６，５７１ ０．４３２ ９．６

東 部 １５，１０６ ７９３ ５．２ ２，４５９ １２，５６５ １９ ６３ １２，６４７ ０．４１７ ７．９

中 部 ５，３４７ ２３０ ４．３ ３，２７３ ２，０３３ １７ ２４ ２，０７４ ０．４４９ １０．４

西 部 １４，９５１ ５７４ ３．８ ３，１０１ １１，７７２ １２ ６６ １１，８５０ ０．４４１ １１．５

１２



（４） 平成２６年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名 対象者数

受 診 者 数 Ｘ線精密検査結果＋内視鏡検査結果

Ｘ 線
受診者

内視鏡
受診者

計
受診率
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病

が ん
疑 い

が ん
有 所
見 者

がん発見率
（％）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ＝Ｂ＋Ｃ Ｅ＝Ｄ／Ａ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ Ｋ＝Ｉ／Ｄ

鳥 取 市 ５７，４３３ ３，５５９ １３，０５０ １６，６０９ ２８．９ ２，３０５ １０，９４０ １６ ６５ １１，０２１ ０．３９１

米 子 市 ４２，４４２ １，４２５ １０，６６１ １２，０８６ ２８．５ ２，２７６ ８，４２４ ８ ５２ ８，４８４ ０．４３０

倉 吉 市 １７，７００ １，０５１ １，９０５ ２，９５６ １６．７ １，２７２ ７０３ ３ １１ ７１７ ０．３７２

境 港 市 １１，３０７ ２９２ ２，４００ ２，６９２ ２３．８ ４２１ １，９８７ １ ８ １，９９６ ０．２９７

岩 美 町 ４，８４４ ６０７ ３４４ ９５１ １９．６ １５ ３７５ ０ ４ ３７９ ０．４２１

八 頭 町 ６，５３４ １，２１５ ８９３ ２，１０８ ３２．３ １４９ ８２３ １ ５ ８２９ ０．２３７

若 桜 町 １，７７６ ２４３ ２５８ ５０１ ２８．２ ２９ ２４２ １ ０ ２４３ ０．０００

智 頭 町 ３，２６３ ２９７ ５６１ ８５８ ２６．３ ５ ５８０ ２ １ ５８３ ０．１１７

湯梨浜町 ５，９６４ ６４３ ９４４ １，５８７ ２６．６ ６３２ ３４７ ３ ６ ３５６ ０．３７８

三 朝 町 ２，７６７ ３９４ ２２８ ６２２ ２２．５ １６４ ９２ ０ ２ ９４ ０．３２２

北 栄 町 ５，７２９ ６８７ ９４１ １，６２８ ２８．４ ６０８ ３７５ ６ １ ３８２ ０．０６１

琴 浦 町 ７，２２１ ８８３ １，３２９ ２，２１２ ３０．６ ６６５ ７１７ ７ １２ ７３６ ０．５４２

南 部 町 ４，２２１ ３１９ １，２６９ １，５８８ ３７．６ ２８０ ９９３ ３ ６ １，００２ ０．３７８

伯 耆 町 ４，５３３ ６２３ ３４０ ９６３ ２１．２ ２９ ３４１ ０ １ ３４２ ０．１０４

日吉津村 ９９５ １７１ ３３ ２０４ ２０．５ ４ ３７ ０ ２ ３９ ０．９８０

大 山 町 ７，５０３ ５４４ ０ ５４４ ７．３ １０ ２７ ０ ０ ２７ ０．０００

日 南 町 ２，９６６ ３６３ ０ ３６３ １２．２ ４ １８ ０ ０ １８ ０．０００

日 野 町 １，７８３ ２５２ ０ ２５２ １４．１ ０ ７ ０ ０ ７ ０．０００

江 府 町 １，５７５ ２３３ ２４８ ４８１ ３０．５ １２０ １４４ ０ ２ １４６ ０．４１６

合 計 １９０，５５６ １３，８０１ ３５，４０４ ４９，２０５ ２５．８ ８，９８８ ２７，１７２ ５１ １７８ ２７，４０１ ０．３６２

東 部 ７３，８５０ ５，９２１ １５，１０６ ２１，０２７ ２８．５ ２，５０３ １２，９６０ ２０ ７５ １３，０５５ ０．３５７

中 部 ３９，３８１ ３，６５８ ５，３４７ ９，００５ ２２．９ ３，３４１ ２，２３４ １９ ３２ ２，２８５ ０．３５５

西 部 ７７，３２５ ４，２２２ １４，９５１ １９，１７３ ２４．８ ３，１４４ １１，９７８ １２ ７１ １２，０６１ ０．３７０

１３



表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計
男 ０ ７ ４１ ５２ １９ １１９
女 ２ ３ １４ ２８ １５ ６２

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

Ⅰ １ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ １ ５ ３．５％
Ⅱa １ ０ １１ １ １ ２ ０ ０ ５ ２１ １４．６％
Ⅱc ５ １ ２８ ２ ０ １７ １ ０ ３９ ９３ ６４．６％

Ⅱc＋Ⅲ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０％
Ⅱa＋Ⅱc １ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ６ １１ ７．６％
そ の 他 １ ０ ５ １ ０ １ １ ０ ４ １３ ９．０％
不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０．７％

計 ９ １ ４９ ４ １ ２２ ２ ０ ５６ １４４

（５） 平成２６年度胃がん検診発見患者確定調査結果について
表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 数
癌 発 見 率 ％

１０ ３ ５９ ８ １ ２６ ３ ２ ６９ １８１０．２２３ ０．２０８ ０．３９１ ０．２２２ ２．０８３ ０．４８６ ０．０９１ ０．２１３ ０．４６２
７２ ３５ ７４
０．３４２ ０．３８９ ０．３８６ ０．３６８

早 期 癌 数
早 期 癌 率 ％

９ １ ４９ ４ １ ２２ ２ ０ ５６ １４４５９ ２７ ５８
８１．９ ７７．１ ７８．４ ７９．６

進 行 癌 数 １ ２ １０ ４ ０ ４ １ ２ １３ ３７
切 除 例 ６ ２ ２７ ７ １ １６ ２ ２ ４０ １０３
内視鏡切除例 ４ ０ ２８ １ ０ ８ １ ０ ２５ ６７
非 切 除 例 ０ １ ４ ０ ０ ２ ０ ０ ４ １１

手術不能：７ 手術拒否：２（８８才 ９４才） 転院等：２

表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ３ ４ １０．８％
２ ０ １ ４ ２ ０ ２ ０ １ ３ １３ ３５．１％
３ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ １ ４ １０．８％
４ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ４ １０．８％
５ ０ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ５ ８ ２１．６％

不 明 ０ １ ２ ０ ０ １ ０ ０ ０ ４ １０．８％
計 １ ２ １０ ４ ０ ４ １ ２ １３ ３７

１４



表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

t１a ９ ０ ３５ ３ １ １６ １ ０ ３６ １０１
t１b ０ １ １３ １ ０ ６ １ ０ １９ ４１

t２ ０ ０ ４ ３ ０ ２ ０ １ ５ １５

t３ １ ０ ２ １ ０ ０ ０ １ ２ ７

t４a ０ １ ２ ０ ０ ０ １ ０ ３ ７
t４b ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １０ ２ ５６ ８ １ ２４ ３ ２ ６５ １７１

不 明 ０ １ ３ ０ ０ ２ ０ ０ ４ １０

表６ 切除例の大きさ

㎜ ～ １０ １１ ～ ２０ 小計（％） ２１ ～ ５０ ５１ ～ 計 不 明

車 １ ６ ７ ３３．３％ １０ ４ ２１ ０

施 １ １ ２ ４０．０％ ２ １ ５ １

内 ３４ ３７ ７１ ５１．４％ ５７ １０ １３８ １６

計 ３６ ４４ ８０ ４８．８％ ６９ １５ １６４ １７

表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ０ ０ ２５

Ｍ １１ ２ ４８

Ｌ ４ ０ ５１

全 体 ０ ０ ０

計 １５ ２ １２４

不 明 ０ ０ ３

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ３ １ ５２

大 弯 １ ０ １９

前 壁 ２ ０ ２２

後 壁 ８ １ ２８

全 周 ０ ０ １

計 １４ ２ １２２

不 明 １ ０ ５

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ０ ０ ９

Ｍ ５ １ １３

Ｌ １ ２ ４

全 体 ０ ０ ０

計 ６ ３ ２６

不 明 ０ １ １

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ５ ０ ９

大 弯 ０ ０ ４

前 壁 ０ ０ ５

後 壁 １ ２ ４

全 周 ０ １ １

計 ６ ３ ２３

不 明 ０ １ ４

１５



表８ 発見胃癌の進行度

stage
東 部 中 部 西 部 計 計

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

Ｘ 線 内

ⅠA ９ １ ４３ ４ １ １９ ２ ０ ５２ １５ ２ １１４ １７ ６５．４％ １１４ ７８．０８％

ⅠB ０ ０ ７ ２ ０ ３ ０ ２ ６ ２ ２ １６ ４ １５．４％ １６ １０．９６％

ⅡA ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ３ ０ ０．０％ ３ ２．０５％

ⅡB １ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ０ ３ ３ １１．５％ ３ ２．０５％

ⅢA ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ １ １ ２ ２ ７．７％ ２ １．３７％

ⅢB ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０．０％ ２ １．３７％

ⅢC ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０．０％ １ ０．６８％

Ⅳ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ３ ０ ０ ５ ０ ０．０％ ５ ３．４２％

計 １０ ２ ５４ ８ １ ２４ ３ ２ ６８ ２１ ５ １４６ ２６ １００．０％ １４６ １００．０％

不明 ０ １ ５ ０ ０ ２ ０ ０ １ ０ １ ８ １ ８

表９ 前年度受診歴を有する進行胃癌症例

地区 検 診 年
齢
性
別 型 大きさ stabe 深達度 組織型 部位 備 考

前年受診歴

検診方法 結 果

東 部

車検診・Ｘ線 ６８ 男 ４ １１．５０ ⅡB T３（ss） por２ Ｍ 小弯 車検診・Ｘ線
要精検、慢性胃
炎（びらん（＋）

内視鏡 ６０ 男 ２ １．１０ ⅠB T３（ss） por２ Ｍ 小弯 施設・Ｘ線 異常なし

内視鏡 ７９ 女 ４ １１．５０ ⅡB T４a（se） sig Ｕ 小弯 内視鏡
再検査・胃潰瘍
活動性

内視鏡 ６４ 男 ３ ２．７０ ⅠB T２（mp） por２ Ｍ 小弯 内視鏡
精検不要・胃潰
瘍瘢痕性

内視鏡 ５８ 女 ２ ５．００ ⅠB T２（mp）
por２＋sig
＞tub２

Ｕ 後壁 内視鏡
再検査・がん疑
い

中 部

車検診・Ｘ線 ７８ 女 ５ ３．５０ ⅠB T２（mp） por２ Ｍ 小弯 車検診・Ｘ線 異常なし

車検診・Ｘ線 ７３ 男 ２ ３．００ ⅡB T３（ss） por１ Ｍ 小弯 車検診・Ｘ線 異常なし

施設・Ｘ線 ７４ 女 ３ 不詳 Ⅳ 不詳 sig Ｕ 大弯 非切除P１ 車検診・Ｘ線 異常なし

西 部

車検診・Ｘ線 ７７ 男 １ ２．８０ ⅢA T４a（se） muc Ｌ 後壁 車検診・Ｘ線 異常なし

内視鏡 ７０ 男 ５ ２．００ ⅠB T４a（se） por２ Ｕ 後壁 内視鏡 残胃・精検不要

内視鏡 ７６ 女 １ ３．８０ ⅠB T２（mp） por１ Ｕ 前壁 内視鏡
要精検・異常な
し

内視鏡 ７０ 男 ５ 不詳 Ⅳ 不詳 不詳 Ｍ 大弯 非切除N３ 内視鏡 精検不要

内視鏡 ６７ 男 ２ ３．２０ ⅡA T２（mp） 特殊型 Ｕ 小弯

carcinoma
with
lymphoid
stroma

内視鏡 精検不要

内視鏡 ７７ 女 １ １．４０ ⅠB T２（mp） muc Ｕ 前壁 内視鏡 精検不要
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〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（％） 要精検者数
要精検率（％）

計 東 部 中 部 西 部
車 検 診
（保健事業団）

１０，８０２
（３４．６%） ５８ ０．５４ ０．６８ ０．４１ ０．３９

施 設 検 診
（病院・診療所）

２０，４４１
（６５．４％） ３０２ １．４８ １．６７ ０．８０ １．５０

計 ３１，２４３
（１００％） ３６０ １．１５ １．２３ ０．５６ １．３５

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精検受診率
（％） が ん

がん発見率（％）
計 東 部 中 部 西 部

車 検 診 ５１ ８７．９ ６ ０．０５６ ０．１１３ ０．０００ ０．０００
施 設 検 診 ２４１ ７９．８ １７ ０．０８３ ０．０７４ ０．０００ ０．１０５

計 ２９２ ８１．１ ２３ ０．０７４ ０．０９１ ０．０００ ０．０９０

２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成２６年度子宮頸部がん検診は対象者数（２０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労
働省が示す算式により算定した推計数）１３５，４８５人のうち、受診者数３１，２４３人、受診率２３．１％で、平
成２０年度以降受診者数、受診率共に増加傾向である。３５歳～５４歳の受診率は５０％以上で目標値をクリ
アしている。過去３年間に検診を受診している経年受診者割合は７３．０％で例年どおりであった。また、
国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法が２０歳から６９歳までとしていることを受けて、
参考までに同様に算定したところ、対象者数６６，６７２人、受診者数２６，２１５人、受診率３９．３％で、全国平
均（平成２５年度）受診率３１．１％に比較し高い。
要精検者数は３６０人（判定不能で再検査未実施となった者４１名を含む）、一次検査の結果判定不能で、
再検査の結果、判定不能だった者が１５人であった。要精検率は１．１５％で、平成２５年度に比べ、要精検
者数１７人、要精検率が０．１２ポイント増加した。
精検受診者数２９２人、精検受診率８１．１％、がん２３人、がん発見率（がん／受診者数）は０．０７％で、平
成２５年度とほぼ同様な結果であった。陽性反応適中度（がん／要精検者数）は６．４％であった。異形成
は１５３人（軽度１０３人、高度５０人）であった。要精検率は過去５年間で高く推移しており、特に２０～４０
歳代が高い。車検診０．５４％に比べ施設検診の方が１．４８％と高い。特に４０歳未満の受診者割合が約４割
を占める診療所の要精検率が１．８１％と高かった。
がん発見率は３０～４４歳代が高く推移している。車検診０．０５６％に比べ施設検診の方が０．０８３％と高い。
陽性反応適中度は車検診１０．３％、診療所６．１％、病院３．６％であった。
国の指標は要精検率許容値１．４％以下、精検受診率目標値９０％以上、がん発見率許容値０．０５％以上、
陽性反応適中度許容値４．０％以上である。鳥取県実績は精検受診率以外は指標をクリアしている。
全県で、細胞診も液状検体法（LBC）が導入され、細胞診検査判定で判定不能例は減少したが、判
定不能で再検査未実施となった者（平成２６年度実績において４１名ある）を要精検者数に含めており、
精検受診率がプロセス指標９０％以上を達成出来ない要因の一つとなっている。今後も細胞採取手技の
改善指導等で判定不能例を減らす努力は継続する必要がある。
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〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率（％） 精検受診者数 精検受診率（％） 異形成 が ん がん発見率（％）

東 部 ５，３１３ ３６ ０．６８ ３３ ９１．７ １４ ６ ０．１１３

中 部 ３，６７１ １５ ０．４１ １２ ８０．０ ６ ０ ０．０００

西 部 １，８１８ ７ ０．３９ ６ ８５．７ ５ ０ ０．０００

計 １０，８０２ ５８ ０．５４ ５１ ８７．９ ２５ ６ ０．０５６

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率（％） 精検受診者数 精検受診率（％） 異形成 が ん がん発見率（％）

東 部 ６，７１７ １１２ １．６７ ７２ ６４．３ ２９ ５ ０．０７４

中 部 ２，２６０ １８ ０．８０ １３ ７２．２ １０ ０ ０．０００

西 部 １１，４６４ １７２ １．５０ １５６ ９０．７ ８９ １２ ０．１０５

計 ２０，４４１ ３０２ １．４８ ２４１ ７９．８ １２８ １７ ０．０８３

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者３１，２４３人中、体部がん検診対象者数は８２３人、一次検診会場での受診者は７０９人
であった。一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者は７８人、受診者の合計は７８７人、受
診率は９５．６％であった。
一次検診の結果、要精検となった者９人、要精検率１．２７％、精密検査受診者数は８人であった。精
検の結果、子宮体部がんが３人発見され、がん発見率は０．４２％であった。陽性反応適中度は３３．３％で
あった。また、保健事業分の受診者から子宮内膜増殖症が３件発見されている。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
１）子宮頸部癌
平成２５年度は子宮頸部癌２１名で、０期１４例、ⅠＢ期以上が７例であった。一方、異形成は１５５例で
あった。なお、ⅠＢ期以上７例の検診歴は、初回１例、前年受診１例、２年前受診２例、３年以上前
受診３例であった。
２）子宮体部癌
子宮体部癌は３例であった。

４．その他
１）平成２６年度妊婦健康診査における子宮頸部がん検診受診状況について
平成２６年度実績は、妊婦健康診査受診者４，６０６人中、子宮頸部がん検診受診者数４，５１４人、受診率

９８．０％で、要精検者数５７人、要精検率１．２６％、市町村が把握できた精検結果は４６人で、そのうちがん
が１人、異形成が１７人。
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（１） 子宮頸部がん検診の受診者数及び受診率の推移
区 分 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

一 次 検 診
対 象 者 数（人） Ａ １３９，２３２ １３９，２３２ １３５，４８５ １３５，４８５ １３５，４８５ １３５，４８５
受 診 者 数（人） Ｂ ２６，９４３ ２８，４５３ ２８，２４７ ２９，３０７ ２９，６４０ ３１，２４３
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ １９．４ ２０．４ ２０．８ ２１．６ ２１．９ ２３．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２６，７４３ ２８，０９８ ２８，０５１ ２８，９１５ ２９，１９３ ３０，８６８
要 精 検 者 数（人） Ｅ ２００ ２９３ １７４ ３６４ ３７７ ３６０
判 定 不 能（人） Ｆ ― ６２ ２２ ２８ ７０ １５
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ０．７４ １．０３ ０．６２ １．２４ １．２７ １．１５指標：許容値１．４％以下

精 密 検 査 精検受診者数（人） Ｈ １７９ １９２ １４０ ２５２ ３０５ ２９２
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ８９．５ ６５．５ ８０．５ ６９．２ ８０．９ ８１．１指標：目標値９０％以上

精密検査結果
子宮がんの者（人） Ｊ １５（１００） ２０（１０５） ２３（７６） ５３（１１２） ２５（１５０） ２３（１５３）
子 宮 が ん 発 見 率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．０６ ０．０７ ０．０８ ０．１８ ０．０８ ０．０７指標：許容値０．０５％以上
陽 性 反 応 適 中 度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ７．５ ６．８ １３．２ １４．６ ６．６ ６．４指標：許容値４．０％以上

確定調査結果 確 定 が ん 数（人） Ｍ １４ １８ ２１ ５２ ２５ １５
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．１８ ０．０８ ０．０５

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
＊４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
＊５ 要精検者数について、平成２２年度報告から一次検診で判定不能の者のうち、再検が未実施の者も含んだ数を計上。

（２） 平成２６年度子宮頸部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数 一次検診

受診者数
受診率
（％）

経年受診者数
再掲

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 判定不能 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
２０～２４歳 ３，８９２ ６３１ １６．２ １５０ ２０ ０ ６１１ ３．１７
２５～２９歳 ３，６４９ １，４３７ ３９．４ ６１４ ４１ ０ １，３９６ ２．８５
３０～３４歳 ４，７２６ ２，３２４ ４９．２ １，１５６ ７６ ０ ２，２４８ ３．２７
３５～３９歳 ４，９７０ ２，８３２ ５７．０ １，７８０ ６０ ３ ２，７６９ ２．１２
４０～４４歳 ４，０４８ ３，１２５ ７７．２ ２，０６２ ７０ １ ３，０５４ ２．２４
４５～４９歳 ３，８５３ ２，５２０ ６５．４ １，７５９ ４１ ２ ２，４７７ １．６３
５０～５４歳 ４，９７４ ２，６２９ ５２．９ １，９７４ １９ １ ２，６０９ ０．７２
５５～５９歳 ８，１８９ ２，９２４ ３５．７ ２，２８３ １２ ３ ２，９０９ ０．４１
６０～６４歳 １３，７９７ ３，８１９ ２７．７ ３，０９２ ７ ３ ３，８０９ ０．１８
６５～６９歳 １４，５７４ ３，９７４ ２７．３ ３，４４７ １０ １ ３，９６３ ０．２５
７０～７４歳 １６，０４９ ２，７７２ １７．３ ２，４６３ １ １ ２，７７０ ０．０４
７５～７９歳 １７，６７２ １，５３６ ８．７ １，３８８ １ ０ １，５３５ ０．０７
８０歳以上 ３５，０９２ ７２０ ２．１ ６２７ ２ ０ ７１８ ０．２８
計 １３５，４８５ ３１，２４３ ２３．１ ２２，７９５ ３６０ １５ ３０，８６８ １．１５
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精密検査結果

子宮がん
7.9％ 異常認めず

28.8％

その他の疾病
11.0％

異形成
52.4％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検
査受診
者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮がん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ＝ｉ＋ｊ ｉ ｊ ｋ＝ｌ＋ｍ ｌ ｍ ｎ＝ｋ／ｂ ｏ＝ｋ／ｄ
２０～２４歳 １５ ７５．０ ６ １ ７ ７ ０ １ ０ １ ０．１５８ ５．０
２５～２９歳 ３７ ９０．２ １２ ４ １９ １６ ３（２） ２ ２ ０ ０．１３９ ４．９
３０～３４歳 ７０ ９２．１ ２２ ８ ３８ ２３ １５（５） ２ ２ ０ ０．０８６ ２．６
３５～３９歳 ５４ ９０．０ １４ ５ ３１ １７ １４（４） ４ ２ ２ ０．１４１ ６．７
４０～４４歳 ５９ ８４．３ １３ ５ ３２ １８ １４（７） ９ ７ ２ ０．２８８ １２．９
４５～４９歳 ３０ ７３．２ ５ ４ １９ １５ ４（１） ２ ２ ０ ０．０７９ ４．９
５０～５４歳 １４ ７３．７ ７ ２ ３ ３ ０ ２ ２ ０ ０．０７６ １０．５
５５～５９歳 ８ ６６．７ ４ ２ １ １ ０ １ １ ０ ０．０３４ ８．３
６０～６４歳 １ １４．３ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
６５～６９歳 ３ ３０．０ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
７０～７４歳 １ １００．０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
８０歳以上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
計 ２９２ ８１．１ ８４ ３２ １５３ １０３ ５０（１９） ２３ １８ ５ ０．０７４ ６．４

※（ ）内は中等度異形成を内数で計上
３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）
要精検者数 判 定 不 能 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′
保健事業団 １０，８０２ ５８ ２ １０，７４２ ０．５４
病 院 ６，８０７ ５５ ４ ６，７４８ ０．８１
診 療 所 １３，６３４ ２４７ ９ １３，３７８ １．８１

計 ３１，２４３ ３６０ １５ ３０，８６８ １．１５

ｂ．精密検査結果

一 次
検 診
機 関

精密検
査受診
者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮がん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

d′ e′＝d′／b′ f′＝g′＋h′ g′ h′ i′＝j′＋k′ j′ k′ l′＝i′／a′ m′＝i′／b′
保健事業団 ５１ ８７．９ １０ １０ ２５ １８ ７ ６ ６ ０ ０．０５６ １０．３
病 院 ２６ ４７．３ ９ ２ １３ ７ ６（１） ２ １ １ ０．０２９ ３．６
診 療 所 ２１５ ８７．０ ６５ ２０ １１５ ７８ ３７（１８） １５ １１ ４ ０．１１０ ６．１
計 ２９２ ８１．１ ８４ ３２ １５３ １０３ ５０（１９） ２３ １８ ５ ０．０７４ ６．４

２０
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子
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部
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ん
検
診
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況

市
町
村
名
対
象
者
数

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
精

検
受
診
者
数
精
検
受
診

率
（
％
）
異
常

認
め
ず

そ
の
他

の
疾
病

異
形
成

が
ん

有
所
見
者
が
ん
発
見

率
（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度（
％
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

４２
，４
８１

３，
０５
８

６，
０３
２

９，
０９
０

２１
．４

２３
１０
０

１２
３

１．
３５

８２
６６
．７

３０
１３

３０
９

５２
０．
０９
９

７．
３

米
子
市

３２
，１
００

０
７，
９９
１

７，
９９
１

２４
．９

０
１３
６

１３
６

１．
７０

１２
６

９２
．６

３４
５

７７
１０

９２
０．
１２
５

７．
４

倉
吉
市

１２
，３
１０

６８
１

１，
３０
４

１，
９８
５

１６
．１

３
９

１２
０．
６０

７
５８
．３

０
２

５
０

７
０．
００
０

０．
０

境
港
市

８，
０４
４

１２
９

１，
６２
７

１，
７５
６

２１
．８

３
２１

２４
１．
３７

２１
８７
．５

９
３

８
１

１２
０．
０５
７

４．
２

岩
美
町

３，
２５
２

６４
７

９７
７４
４

２２
．９

４
２

６
０．
８１

５
８３
．３

１
０

３
１

４
０．
１３
４

１６
．７

八
頭
町

４，
３２
７

１，
１２
３

２１
８

１，
３４
１

３１
．０

８
５

１３
０．
９７

１２
９２
．３

２
２

７
１

１０
０．
０７
５

７．
７

若
桜
町

１，
１３
９

２９
１

４４
３３
５

２９
．４

１
０

１
０．
３０

１
１０
０．
０

０
０

１
０

１
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

２，
０６
４

１９
４

３２
６

５２
０

２５
．２

０
５

５
０．
９６

５
１０
０．
０

１
２

２
０

４
０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

３，
９７
８

７０
８

４１
５

１，
１２
３

２８
．２

２
２

４
０．
３６

４
１０
０．
０

１
２

１
０

３
０．
００
０

０．
０

三
朝
町

１，
７８
８

３３
５

７２
４０
７

２２
．８

２
１

３
０．
７４

３
１０
０．
０

０
０

３
０

３
０．
００
０

０．
０

北
栄
町

３，
７７
３

８３
４

２１
９

１，
０５
３

２７
．９

３
３

６
０．
５７

３
５０
．０

１
１

１
０

２
０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

４，
７８
８

１，
１１
３

２５
０

１，
３６
３

２８
．５

５
３

８
０．
５９

８
１０
０．
０

１
１

６
０

７
０．
００
０

０．
０

南
部
町

２，
８１
６

３１
７

５０
８

８２
５

２９
．３

０
９

９
１．
０９

８
８８
．９

３
１

３
１

５
０．
１２
１

１１
．１

伯
耆
町

３，
００
５

４９
６

２９
６

７９
２

２６
．４

２
３

５
０．
６３

３
６０
．０

１
０

２
０

２
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

７４
７

４５
２５
８

３０
３

４０
．６

０
１

１
０．
３３

１
１０
０．
０

０
０

１
０

１
０．
００
０

０．
０

大
山
町

４，
８８
２

３３
４

４２
３

７５
７

１５
．５

０
１

１
０．
１３

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

日
南
町

１，
８３
７

２７
８

３２
３１
０

１６
．９

１
０

１
０．
３２

１
１０
０．
０

０
０

１
０

１
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
１４
８

２１
９

１０
２２
９

１９
．９

１
０

１
０．
４４

１
１０
０．
０

０
０

１
０

１
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
００
６

０
３１
９

３１
９

３１
．７

０
１

１
０．
３１

１
１０
０．
０

０
０

１
０

１
０．
００
０

０．
０

合
計
１３
５，
４８
５
１０
，８
０２

２０
，４
４１

３１
，２
４３

２３
．１

５８
３０
２

３６
０

１．
１５

２９
２

８１
．１

８４
３２

１５
３

２３
２０
８

０．
０７
４

６．
４

東
部

５３
，２
６３

５，
３１
３

６，
７１
７

１２
，０
３０

２２
．６

３６
１１
２

１４
８

１．
２３

１０
５

７０
．９

３４
１７

４３
１１

７１
０．
０９
１

７．
４

中
部

２６
，６
３７

３，
６７
１

２，
２６
０

５，
９３
１

２２
．３

１５
１８

３３
０．
５６

２５
７５
．８

３
６

１６
０

２２
０．
００
０

０．
０

西
部

５５
，５
８５

１，
８１
８

１１
，４
６４

１３
，２
８２

２３
．９

７
１７
２

１７
９

１．
３５

１６
２

９０
．５

４７
９

９４
１２

１１
５

０．
０９
０

６．
７

２１
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受診率・精検受診率の推移

受診率（保健事業＋医療） 精検受診率（保健事業）

57.1

50.0

87.5
93.3

95.0 94.9

66.7

94.3
88.9

95.695.5
100.0

H25 H26H24H23H22H21
0.00

2.00

1.00

3.00
％
要精検率・子宮体部がん発見率・確定がん率の推移

1.15

0.74

0.44

0.33
0.30
0.30

1.28

0.85
0.30

0.26
0.26

0.85

1.35

0.19
0.19

1.27

0.38
0.38

H25 H26H24H23H22H21
子宮体部がん発見率
（保健事業＋医療）

確定がん率
（保健事業＋医療）

要精検率
（保健事業）

（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
２１ 年 度 ２２ 年 度 ２３ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ７１５ ７１５ ７０７ ７０７ ７３５ ７３５
受 診 者 数（人） Ｂ ６０８ ７１ ６７９ ６０８ ６３ ６７１ ６２６ ７６ ７０２
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８５．０ ９５．０ ８６．０ ９４．９ ８５．２ ９５．５

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ６０１ ６０５ ６１８
要 精 検 者 数（人） Ｅ ７ ２ ８
判 定 不 能（人） Ｆ ０ １ ０
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ １．１５ ０．３３ １．２８

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ ４ １ ７
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ５７．１ ５０．０ ８７．５

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ ３（０） ２（４） ５（４） １（０） １（０） ２（０） ４（２） ２（３） ６（５）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．４９ ２．８２ ０．７４ ０．１６ １．５９ ０．３０ ０．６４ ２．６３ ０．８５
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ４２．９ ５０．０ ５０．０

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｍ ３ １ １ ２ ４ ２ ６
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．４４ ０．３０ ０．８５

区 分
２４ 年 度 ２５ 年 度 ２６ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ８３３ ８３３ ５５９ ５５９ ８２３ ８２３
受 診 者 数（人） Ｂ ６７２ １０５ ７７７ ４４３ ８４ ５２７ ７０９ ７８ ７８７
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８０．７ ９３．３ ７９．２ ９４．３ ８６．１ ９５．６

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ６７０ ４３５ ６９７
要 精 検 者 数（人） Ｅ ２ ６ ９
判 定 不 能（人） Ｆ ０ ２ ３
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ０．３０ １．３５ １．２７

精 密 検 精検受診者数（人） Ｈ ２ ４ ８
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ １００．０ ６６．７ ８８．９

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ １（０） １（２） ２（２） １（２） ０（１） １（３） ３（３） ０（０） ３（３）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．１５ ０．９５ ０．２６ ０．２３ ０．００ ０．１９ ０．４２ ０．００ ０．３８
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ５０．０ １６．７ ３３．３

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｍ １ １ ２ １ ０ １ ３ ０ ３
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．２６ ０．１９ ０．３８

※「保健事業分」＝車検診及び施設検診により検診を受けた者、「医療分」＝車検診において当日体部がん検診を受診
せず、後日医療機関において受診した者

※精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
※がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
※陽性反応適中度は、要精検受診者を分母として算出。
※確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

２２



（４） 平成２６年度子宮体部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
子宮がん検
診受診者数

体部がん検
診対象者数

対象率
（％）

体部がん検
診受診者数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 判定不能 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｄ
２０～２４歳 ６３１ ３ ０．４８ ３ １００．０ ０ ０ ３ ０．００
２５～２９歳 １，４３７ １６ １．１１ １６ １００．０ ０ ０ １６ ０．００
３０～３４歳 ２，３２４ ３６ １．５５ ３１ ８６．１ ０ ０ ３１ ０．００
３５～３９歳 ２，８３２ ７７ ２．７２ ６６ ８５．７ １ ０ ６５ １．５２
４０～４４歳 ３，１２５ １３９ ４．４５ １２６ ９０．６ １ ０ １２５ ０．７９
４５～４９歳 ２，５２０ １６９ ６．７１ １５０ ８８．８ ０ ０ １５０ ０．００
５０～５４歳 ２，６２９ １４３ ５．４４ １１７ ８１．８ １ １ １１５ ０．８５
５５～５９歳 ２，９２４ ８４ ２．８７ ７２ ８５．７ ２ ０ ７０ ２．７８
６０～６４歳 ３，８１９ ５７ １．４９ ４６ ８０．７ １ １ ４４ ２．１７
６５～６９歳 ３，９７４ ５３ １．３３ ４８ ９０．６ ２ １ ４５ ４．１７
７０～７４歳 ２，７７２ ２８ １．０１ １９ ６７．９ ０ ０ １９ ０．００
７５～７９歳 １，５３６ １４ ０．９１ １１ ７８．６ ０ ０ １１ ０．００
８０歳以上 ７２０ ４ ０．５６ ４ １００．０ １ ０ ３ ２５．００
計 ３１，２４３ ８２３ ２．６３ ７０９ ８６．１ ９ ３ ６９７ １．２７

２）精密検診結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮体部
がん発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜

増殖症
子宮体部
がん

ｈ ｉ＝ｈ／ｆ ｊ ｋ＝ｊ／ｄ ｌ＝ｊ／ｆ
２０～２４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
２５～２９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３０～３４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３５～３９歳 １ １００．０ ０ ０ ０ １ １．５２ １００．０
４０～４４歳 １ １００．０ ０ ０ １ ０ ０．００ ０．０
４５～４９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
５０～５４歳 １ １００．０ ０ ０ １ ０ ０．００ ０．０
５５～５９歳 ２ １００．０ ２ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
６０～６４歳 １ １００．０ ０ ０ ０ １ ２．１７ １００．０
６５～６９歳 ２ １００．０ ０ ０ １ １ ２．０８ ５０．０
７０～７４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
８０歳 以 上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

計 ８ ８８．９ ２ ０ ３ ３ ０．４２ ３３．３

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診しなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検査
受診者数

精 密 検 査 結 果 子宮体部がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん 判定不能

２０～２４歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
２５～２９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
３０～３４歳 ４ ４ ０ ０ ０ ０ ０．００
３５～３９歳 １１ １１ ０ ０ ０ ０ ０．００
４０～４４歳 ９ ９ ０ ０ ０ １ ０．００
４５～４９歳 １８ １８ ０ ０ ０ ０ ０．００
５０～５４歳 １８ １８ ０ ０ ０ ２ ０．００
５５～５９歳 ９ ９ ０ ０ ０ １ ０．００
６０～６４歳 ３ ２ １ ０ ０ １ ０．００
６５～６９歳 １ １ ０ ０ ０ ０ ０．００
７０～７４歳 ５ ５ ０ ０ ０ ０ ０．００
７５～７９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
８０歳 以 上 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

計 ７８ ７７ １ ０ ０ ５ ０．００

２３
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市
町
村
名
対
象
者
数

受
診
者
数
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精
検
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数

精
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検
査
結
果
別
人
員

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
精

検
受
診
者
数
精
検
受
診

率
（
％
）
異
常

認
め
ず

そ
の
他

の
疾
病
子
宮
内
膜

増
殖
症

が
ん

有
所
見
者
が
ん
発
見

率
（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度（
％
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

２２
８

０
１５
６

１５
６

６８
．４

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

米
子
市

３１
２

０
２９
９

２９
９

９５
．８

４
４

１．
３４

４
１０
０．
０

１
０

１
２

３
０．
６７

５０
．０

倉
吉
市

１０
６

０
９５

９５
８９
．６

２
２

２．
１１

２
１０
０．
０

０
０

２
０

２
０．
００

０．
０

境
港
市

４８
０

４８
４８

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

岩
美
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

八
頭
町

２
１

１
２

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

若
桜
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

智
頭
町

６
０

２
２

３３
．３

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

湯
梨
浜
町

３５
０

３５
３５

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

三
朝
町

８
０

８
８

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

北
栄
町

１５
０

１５
１５

１０
０．
０

３
３

２０
．０
０

２
６６
．７

１
０

０
１

１
６．
６７

３３
．３

琴
浦
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

南
部
町

２４
０

２４
２４

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

伯
耆
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

日
吉
津
村

１０
０

１０
１０

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

大
山
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

日
南
町

１
１

０
１

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

日
野
町

１
０

１
１

１０
０．
０

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

江
府
町

２７
０

１３
１３

４８
．１

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

合
計

８２
３

２
７０
７

７０
９

８６
．１

９
９

１．
２７

８
８８
．９

２
０

３
３

６
０．
４２

３３
．３

東
部

２３
６

１
１５
９

１６
０

６７
．８

０
０

０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

中
部

１６
４

０
１５
３

１５
３

９３
．３

５
５

３．
２７

４
８０
．０

１
０

２
１

３
０．
６５

２０
．０

西
部

４２
３

１
３９
５

３９
６

９３
．６

４
４

１．
０１

４
１０
０．
０

１
０

１
２

３
０．
５１

５０
．０

２４



（５） 平成２６年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果
表１ 子宮がん検診確定調査結果（頸部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成２５年度 平成２６年度 平成２５年度 平成２６年度

異 形 成 １４ ２５ １３８ １３０

頸 癌 ０ 期 ２ ５ １８ ９

頸 癌 Ⅰ Ａ 期 ０ ０ １ ０

頸癌ⅠＢ期以上 １ １ ３ ６

合 計 １７ ３１ １６０ １４５

表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 平成２５年度 平成２６年度

内 膜 増 殖 症 １ ３

体 癌 Ⅰ Ａ 期 ０ ２

体癌ⅠＢ期以上 １ １

合 計 ２ ６

表３ 発見子宮がん症例（ⅠＢ期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ １ １

２ 年 間 隔 ０ ２ ２

３年以上の間隔 １ ２ ３

初 回 受 診 ０ １ １

表４ 治療機関

上皮内癌 頸癌ⅠＡ期 頸癌ⅠＢ期以上 計

鳥取大学医学部附属病院 ３ ０ ３ ６

鳥取県立中央病院 ５ ０ ２ ７

鳥 取 赤 十 字 病 院 ２ ０ ０ ２

鳥 取 市 立 病 院 １ ０ ０ １

博 愛 病 院 １ ０ ０ １

脇 田 産 婦 人 科 １ ０ ０ １

ミ オ ク リ ニ ッ ク １ ０ ０ １

他 県 医 療 機 関 ０ ０ ２ ２

計 １４ ０ ７ ２１

２５



〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（％） 要精検者数
要精検率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

２７，９９４
（５２．６%） １，０２９ ３．６８ ２．７７ ３．２１ ４．７１

施 設 検 診
（病院・診療所）

２５，２１４
（４７．４%） １，２７４ ５．０５ ４．５９ ５．３２ ６．１９

計 ５３，２０８
（１００%） ２，３０３ ４．３３ ３．９８ ３．７２ ５．２３

３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成２６年度対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式によ
り算定した推計数）１９０，５５６人のうち、受診者数５３，２０８人、受診率２７．９％で前年度に比べ受診者数
２，６３９人、受診率１．４ポイント増加した。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法は４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数８２，８００人、受診者数２７，３２２人、受診率３３．０％で、
全国平均（平成２５年度）１６．１％に比べ高い。
このうち要精検者は２，３０３人、要精検率４．３３％で前年度より０．３１ポイント減少した。精密検査受診
者は２，０２１人、精検受診率８７．８％であった。要精検率は国の指標（許容値）である３．０％以下をいまだ
に大きく上回っているが、精検受診率は引き続き高く、その結果、肺がん５５人、がん疑い７４人の計
１２９人が発見された。
肺がん発見率は０．１０％で、前年度より１０人増加した。これは国の指標（許容値）０．０３％より約３倍
高率である。また、陽性反応適中度は２．４％となり、前年度より０．５ポイント増加し、これも国の指標
（許容値）１．３％を大きく上回っている。鳥取県は肺がん罹患率が高く、高い要精検率の中で多くの
肺がんが発見され、精度も高いと考えられる。施設検診と車検診を比較すると、要精検率は施設検診
５．０％、車検診３．７％と施設検診の方が１．３ポイント高く、特に西部地区の施設検診が６．２％と高率で
あった。要精検率には東・中・西部で地域差があり、継続して精度管理を徹底する必要がある。
追跡調査の結果、確定肺がんは８１人（原発性７４人、転移性７人）で、過去最高となり、確定がん率
は０．１４％で、前年度よりも０．０３ポイントも増加した。肺がん疑いの症例は今後も定期的にフォローす
る方針である。
Ｘ線受診者総数５３，２０８人のうち経年受診者は３６，９０７人、経年受診率６９．４％である。
喀痰検査の対象となる高危険群所属者は７，１５５人（１３．４％）で、そのうち喀痰検査を受診した者は

２，５６６人、Ｘ線検査受診者の４．８％であった。そのうち要精検者は４人、要精検率０．１６％で、がんが２
名発見された。
経年受診者のがん発見率は０．０５７％、非経年受診者のがん発見率は０．２０９％で、非経年受診者の方が

３．６７倍高かった。また、高危険群所属者７，１５５人のうちがんが１０人発見され、がん発見率０．１４０％、非
高危険群所属者４６，０５３人のうちがんが４５人発見され、がん発見率０．０９８％で、高危険群所属者の方が
１．４３倍高かった。
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〈経年受診者の状況〉
※経年受診者＝昨年度も肺がん検診を受診した者
（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 経年受診者数（％）

男 女 計 男 女 計

Ｈ２４ １９，５９７ ３０，７７９ ５０，３７６ １２，９４５ （６６．１％） ２０，４７０ （６６．５％） ３３，４１５ （６６．３％）

Ｈ２５ １９，８３６ ３０，７３３ ５０，５６９ １３，０６５ （６５．９％） ２０，５７４ （６６．９％） ３３，６３９ （６６．５％）

Ｈ２６ ２１，００８ ３２，２００ ５３，２０８ １４，４６２ （６８．８％） ２２，４４５ （６９．７％） ３６，９０７ （６９．４％）

（２） がん発見率の推移

年 度
経 年 受 診 者 非 経 年 受 診 者 発見率倍率

（非経年／経年）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｈ２４ ３３，４１５ １５ ０．０４５ １６，９６１ ２０ ０．１１８ ２．６３

Ｈ２５ ３３，６３９ １９ ０．０５６ １６，９３０ ２６ ０．１５４ ２．７２

Ｈ２６ ３６，９０７ ２１ ０．０５７ １６，３０１ ３４ ０．２０９ ３．６７

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん
がん発見率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診 ８７６ ８５．１ ３１ ０．１１１ ０．１３２ ０．０９３ ０．１０８

施 設 検 診 １，１４５ ８９．９ ２４ ０．０９５ ０．０９８ ０．１８２ ０．０４９

計 ２，０２１ ８７．８ ５５ ０．１０３ ０．１０９ ０．１１５ ０．０８７

〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 ８，３２９ ２３１ ２．７７ ２０３ ８７．９ ９ １１ ０．１３２

中 部 ８，５８６ ２７６ ３．２１ ２１２ ７６．８ １３ ８ ０．０９３

西 部 １１，０７９ ５２２ ４．７１ ４６１ ８８．３ １７ １２ ０．１０８

計 ２７，９９４ １，０２９ ３．６８ ８７６ ８５．１ ３９ ３１ ０．１１１

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 １６，３９３ ７５２ ４．５９ ６９７ ９２．７ ３０ １６ ０．０９８

中 部 ２，７４６ １４６ ５．３２ １１２ ７６．７ ２ ５ ０．１８２

西 部 ６，０７５ ３７６ ６．１９ ３３６ ８９．４ ３ ３ ０．０４９

計 ２５，２１４ １，２７４ ５．０５ １，１４５ ８９．９ ３５ ２４ ０．０９５

２７



２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
１）昭和６２年から平成２６年までの２７年間における発見肺がんは１，２２０人（発見率１０万対７７人）であっ
た。発見方法は胸部Ⅹ線１，１１９人（９１．７％）、喀痰細胞診５５人、両者４４人、不明２人で、近年、喀痰
細胞診から発見される肺がんの割合は激減しているが、平成２６年度は２人の発見があった。平均年
齢は７２．０歳、男性７２２人、女性４９８人で、近年の傾向として女性肺がんの増加が著しい。臨床病期は

〈高危険群所属者の状況〉
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として次のいずれかの条件に該

当する者
①年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
②６か月以内に血痰のあった者

（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 高危険群所属者数（率）

男 女 計 男 女 計

Ｈ２４ １９，５９７ ３０，７７９ ５０，３７６ ６，８２３ （３４．８%） ３７８ （１．２%） ７，２０１ （１４．３%）

Ｈ２５ １９，８３６ ３０，７３３ ５０，５６９ ６，７８７ （３４．２%） ４２２ （１．４%） ７，２０９ （１４．３%）

Ｈ２６ ２１，００８ ３２，２００ ５３，２０８ ６，７５１ （３２．１%） ４０４ （１．３%） ７，１５５ （１３．４%）

（２） がん発見率の推移

年度
高危険群所属者 非高危険群所属者 発見率倍率

（高危険／非高危険）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｈ２４ ７，２０１ １０ ０．１３９ ４３，１７５ ２５ ０．０５８ ２．４０

Ｈ２５ ７，２０９ １４ ０．１９４ ４３，３６０ ３１ ０．０７１ ２．７２

Ｈ２６ ７，１５５ １０ ０．１４０ ４６，０５３ ４５ ０．０９８ １．４３

〈喀痰細胞診の実施状況〉
※喀痰細胞診対象者＝Ｘ線検査受診者における高危険群所属者
（１） 結果の推移

年度
Ｘ線検査受診者中
高危険群所属者

喀痰検査受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 がん がん発見率

Ｈ２４ ７，２０１ ２，８１８ １ ０．０４ １ １ ０．０３５

Ｈ２５ ７，２０９ ２，６１０ ２ ０．０８ ０ ０ ０．０００

Ｈ２６ ７，１５５ ２，５６６ ４ ０．１６ ３ ２ ０．０７８

〈発見がん患者の状況〉
（１） 要精検カテゴリー別患者数（人）

年 度 全 体 Ｘ線のみ要精検 喀痰のみ要精検 ともに要精検

Ｈ２４ ３５ ３４ １ ０

Ｈ２５ ４５ ４５ ０ ０

Ｈ２６ ５５ ５３ ２ ０

２８



Ⅰ期が７０１人（５７．５％）で過半数を占め、７６６人（６２．８％）に手術が行われた。予後調査では全例（１，２２０
人）の累積生存率は５生率４９．０％、１０生率３３．２％であり、手術例では５生率６８．５％、１０生率４９．３％
であった。臨床病期ⅠＡ期の５生率は７６．６％、１０生率は５７．４％と良好な結果を示した。

２）平成２６年度調査結果
原発性肺がん７４人が発見され、発見率は人口１０万対１３９人であった。７２人（９７．３％）が胸部Ⅹ線
で、２人（２．７％）が喀痰細胞診で発見された。原発性肺がんの平均年齢は７４．４歳、女性は２９例
（３９．２％）、臨床病期はⅠ期４９人（６６．２％）、腺癌は５４人（７３．０％）と引き続き高率であった。手術
症例は５４人（７３．０％）と多く、術後病期Ⅰ期の肺がんが４３人（７９．６％）、腺癌が４８人（８８．９％）と
多数を占めた。腫瘍径は平均２６．７㎜と前年より１．６㎜小さく、２０㎜以下は３１人（４１．９％）で、前年
度よりは９．１ポイント増加した。転移性肺腫瘍は７人で、原発巣は乳癌５人、甲状腺癌１人、大腸
癌１人であった。
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（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分 ２１ 年 度 ２２ 年 度 ２３ 年 度 ２４ 年 度 ２５ 年 度 ２６ 年 度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １８８，１８６ １８８，１８６ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６

受 診 者 数（人） Ｂ ４６，２４７ ４５，４８２ ４８，５１３ ５０，３７６ ５０，５６９ ５３，２０８

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２４．６ ２４．２ ２５．５ ２６．４ ２６．５ ２７．９

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４４，１２５ ４３，４７８ ４６，０４６ ４７，９１６ ４８，２２４ ５０，９０５

要 精 検 者 数（人） Ｅ ２，１２２ ２，００４ ２，４６７ ２，４６０ ２，３４５ ２，３０３

指標：許容値３．０％以下
要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ４．５９ ４．４１ ５．０９ ４．８８ ４．６４ ４．３３

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ １，８８８ １，７６７ ２，２０８ ２，２０１ ２，０６２ ２，０２１

指標：目標値９０％以上
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８９．０ ８８．２ ８９．５ ８９．５ ８７．９ ８７．８

精密検査結果

肺 が ん の 者（人） Ｉ ３１（８７） ５０（６７） ４４（７０） ３５（５８） ４５（６８） ５５（７４）

指標：許容値０．０３％以上
肺がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．０７ ０．１１ ０．０９ ０．０７ ０．０９ ０．１０

指標：許容値１．３％以上
陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １．５ ２．５ １．８ １．４ １．９ ２．４

確定調査結果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ４９ ６９ ６１ ５４ ６２ ８１

上記のうち原発性肺がん数（人） Ｍ ４１ ６５ ５５ ４９ ５８ ７４

確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．０９ ０．１４ ０．１１ ０．１０ ０．１１ ０．１４

＊１ 精密検査結果中の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
＊４ 確定がん数は、確定調査結果、がんと確定された数を計上
＊５ 要精密検査者数（Ｅ）、精検受診者数（Ｇ）、肺がんの者（Ｉ）、確定がん数（Ｌ）については、Ｅ判定者数

を計上。
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（２） 平成２６年度肺がん検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）
ａ．Ⅹ線検査結果

年 齢
対象者数

胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査 エックス線フィルム読影結果

一次検診
受診者数

受診率
（％）

経年受診者数
再掲※

経年受診
者 割 合
（％）

要精検者数 異常認めず
要精検率
（％）

a b c＝b／a d e＝d／b f g＝f／b

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，１５８ ４，０４８ ７４１ １，２８６３４．３３１．８３２．７ ２３７ ４５０３２．０３５．０ ２４ ２２ ７１７ １，２６４３．２４１．７１２．２７

４５～４９歳 ２，３２６ ３，８５３ ５３７ １，１０４２３．１２８．７２６．６ ２６３ ５５１４９．０４９．９ ２１ １４ ５１６ １，０９０３．９１１．２７２．１３

５０～５４歳 ３，０５８ ４，９７４ ６５９ １，３８１２１．６２７．８２５．４ ３０５ ７２８４６．３５２．７ １４ ２３ ６４５ １，３５８２．１２１．６７１．８１

５５～５９歳 ４，９０８ ８，１８９ １，０１７ ２，１９２２０．７２６．８２４．５ ５４７ １，２６９５３．８５７．９ ４４ ７６ ９７３ ２，１１６４．３３３．４７３．７４

６０～６４歳 ９，８５４ １３，７９７ ２，７７１ ４，５６５２８．１３３．１３１．０ １，５９９ ２，９３１５７．７６４．２ １１９ １６２ ２，６５２ ４，４０３４．２９３．５５３．８３

６５～６９歳 １１，０６１ １４，５７４ ４，６６０ ６，４０９４２．１４４．０４３．２ ３，２２９ ４，７３６６９．３７３．９ ２３９ ２２８ ４，４２１ ６，１８１５．１３３．５６４．２２

７０～７４歳 １１，５８８ １６，０４９ ４，２６０ ５，９４１３６．８３７．０３６．９ ３，２６５ ４，５５６７６．６７６．７ ２３５ ２４１ ４，０２５ ５，７００５．５２４．０６４．６７

７５～７９歳 １１，７９７ １７，６７２ ３，２１９ ４，５８８２７．３２６．０２６．５ ２，５３８ ３，６４１７８．８７９．４ １８３ ２０３ ３，０３６ ４，３８５５．６８４．４２４．９４

８０歳以上 １５，５５８ ３５，０９２ ３，１４４ ４，７３４２０．２１３．５１５．６ ２，４７９ ３，５８３７８．８７５．７ ２００ ２５２ ２，９４４ ４，４８２６．３６５．３２５．７４

計 ７２，３０８ １１８，２４８２１，００８３２，２００２９．１２７．２２７．９１４，４６２２２，４４５６８．８６９．７１，０７９１，２２１１９，９２９３０，９７９５．１４３．７９４．３２

合 計 １９０，５５６ ５３，２０８ ２７．９ ３６，９０７ ６９．４ ２，３００ ５０，９０８ ４．３２

※経年受診者：昨年度も肺がん検診を受診した者

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢
Ｘ線検査受診者中
高危険群所属者

喀痰細胞診
受 診 者 数

喀痰細胞診結果

要精検者数 精 検 不 要 要精検率（％）
h i j＝i／h

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 １９ １０ ２４ １０ ０ ０ ２４ １０ ０．００ ０．００

４５～４９歳 １９ １ ３３ １ ０ ０ ３３ １ ０．００ ０．００

５０～５４歳 １８１ ２５ ６３ １３ ０ ０ ６３ １３ ０．００ ０．００

５５～５９歳 ３７１ ５３ １３４ １６ ０ ０ １３４ １６ ０．００ ０．００

６０～６４歳 １，０８５ ８１ ３７６ ３１ ０ ０ ３７６ ３１ ０．００ ０．００

６５～６９歳 １，８５２ ９９ ６４０ ４８ １ １ ６３９ ４７ ０．１６ ２．０８

７０～７４歳 １，４５９ ６９ ５４７ ３５ １ ０ ５４６ ３５ ０．１８ ０．００

７５～７９歳 ９４１ ３１ ３１２ ２３ ０ ０ ３１２ ２３ ０．００ ０．００

８０歳以上 ８２４ ３５ ２４３ １７ １ ０ ２４２ １７ ０．４１ ０．００

計 ６，７５１ ４０４ ２，３７２ １９４ ３ １ ２，３６９ １９３ ０．１３ ０．５２

合 計 ７，１５５ ２，５６６ ４ ２，５６２ ０．１６
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として次のいずれかの条件に該当する者

①年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
②６か月以内に血痰のあった者
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
要精検者数

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果
肺がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

k l m＝l／k n o＝n／b p＝n／k

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ２４ ２２ ２２ ２０ ９１．７９０．９９１．３ １６ １２ ６ ８ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 ２１ １４ １８ １２ ８５．７８５．７８５．７ ９ ８ ９ ４ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 １４ ２３ １０ ２２ ７１．４９５．７８６．５ ２ １２ ７ ８ ０ １ １ １ ０．１５２０．０７２０．０９８ ７．１ ４．３ ５．４

５５～５９歳 ４４ ７６ ３７ ６８ ８４．１８９．５８７．５ ２１ ３５ １６ ３０ ０ ２ ０ １ ０．００００．０４６０．０３１ ０．０ １．３ ０．８

６０～６４歳 １１９ １６２ ９６ １４９ ８０．７９２．０８７．２ ４８ ７１ ３８ ７４ ７ ３ ３ １ ０．１０８０．０２２０．０５５ ２．５ ０．６ １．４

６５～６９歳 ２４０ ２２８ １９４ ２１５ ８０．８９４．３８７．４ １０１ ９２ ８５ １１０ ３ １０ ５ ３ ０．１０７０．０４７０．０７２ ２．１ １．３ １．７

７０～７４歳 ２３６ ２４１ ２０２ ２２７ ８５．６９４．２８９．９ ８５ １０７ １０９ １０９ ３ ６ ５ ５ ０．１１７０．０８４０．０９８ ２．１ ２．１ ２．１

７５～７９歳 １８３ ２０３ １５６ １８７ ８５．２９２．１８８．９ ６１ ８１ ８３ ８９ ７ ９ ５ ８ ０．１５５０．１７４０．１６７ ２．７ ３．９ ３．４

８０歳以上 ２０１ ２５２ １７３ ２１３ ８６．１８４．５８５．２ ６１ ８８ ８４ １１３ １６ ７ １２ ５ ０．３８２０．１０６０．２１６ ６．０ ２．０ ３．８

計 １，０８２ １，２２１ ９０８ １，１１３ ８３．９９１．２８７．８ ４０４ ５０６ ４３７ ５４５ ３６ ３８ ３１ ２４ ０．１４８０．０７５０．１０３ ２．９ ２．０ ２．４

合 計 ２，３０３ ２，０２１ ８７．８ ９１０ ９８２ ７４ ５５ ０．１０３ ２．４

Ｘ線のみ要精検 ２，２９９ ２，０１８ ８７．８ ９１０ ９８１ ７４ ５３ ２．３

喀痰のみ要精検 ３ ２ ６６．７ ０ ０ ０ ２ ６６．７

Ｘ線＋喀痰要精検 １ １ １００．０ ０ １ ０ ０ ０．０

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

胸部エックス線検査 エックス線フィルム読影結果 Ｘ線検査受診
者中高危険群
所 属 者

受診者数 経年受診者数再掲 要精検者数 異常認めず 要精検率（％）
a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女

保 健 事 業 団 １０，１２９ １６，９９７ ７，２６７ １２，３３４ ４５８ ５３４ ９，６７１ １６，４６３４．５２３．１４３．６６ ３，２２２ １２２

中国労働衛生協会 ３４１ ５２７ ２６４ ４０５ １１ ２４ ３３０ ５０３３．２３４．５５４．０３ ３３ ０

病 院 ３，６２２ ４，９００ ２，３０２ ３，１４１ ２１０ ２２０ ３，４１２ ４，６８０５．８０４．４９５．０５ １，０８２ ９４

診 療 所 ６，９１６ ９，７７６ ４，６２９ ６，５６５ ４００ ４４３ ６，５１６ ９，３３３５．７８４．５３５．０５ ２，４１４ １８８

計 ２１，００８ ３２，２００ １４，４６２ ２２，４４５ １，０７９ １，２２１ １９，９２９ ３０，９７９５．１４３．７９４．３２ ６，７５１ ４０４

合 計 ５３，２０８ ３６，９０７ ２，３００ ５０，９０８ ４．３２ ７，１５５

３２



精密検査結果

肺がん
2.7％

異常認めず
45.0％

その他疾病
48.6％

肺がん疑い
3.7％

ｂ．精密検査結果

一次検診機関

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

j′ k′＝j′／h′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／h′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保 健 事 業 団 ３７０ ４７９ ８０．４ ８９．７ ８５．４ １４８ ２２６ １８８ ２１９ １５ ２２ １９ １２ ０．１８８０．０７１０．１１４ ４．１ ２．２ ３．１

中国労働衛生協会 ８ １９ ７２．７ ７９．２ ７７．１ ３ ７ ４ １１ １ １ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 １７３ ２０２ ８２．０ ９１．８ ８７．０ ９０ ７６ ７４ １１５ ３ ７ ６ ４ ０．１６６０．０８２０．１１７ ２．８ １．８ ２．３

診 療 所 ３５７ ４１３ ８９．３ ９３．２ ９１．３ １６３ １９７ １７１ ２００ １７ ８ ６ ８ ０．０８７０．０８２０．０８４ １．５ １．８ １．７

計 ９０８ １，１１３ ８３．９ ９１．２ ８７．８ ４０４ ５０６ ４３７ ５４５ ３６ ３８ ３１ ２４ ０．１４８０．０７５０．１０３ ２．９ ２．０ ２．４

合 計 ２，０２１ ８７．８ ９１０ ９８２ ７４ ５５ ０．１０３ ２．４

一次検診機関

喀痰細胞診
受診者数

喀痰細胞診結果 Ｘ線・喀
痰細胞診
と も に
要 精 検

一次検診総合結果

要精検者数 精検不要 要精検率
（％）

要精検者数 要精検率
（％）

d′ e′ f′＝e′／d′ g′ h′＝（b′＋e′）－g′ i′＝h′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ９４１ ９０ ２ ０ ９３９ ９０ ０．２１ ０．００ ０ ０ ４６０ ５３４ ４．５４ ３．１４ ３．６６

中国労働衛生協会 ２２ ０ ０ ０ ２２ ０ ０．００ ０．００ ０ ０ １１ ２４ ３．２３ ４．５５ ４．０３

病 院 ４５０ ３４ １ １ ４４９ ３３ ０．２２ ２．９４ ０ １ ２１１ ２２０ ５．８３ ４．４９ ５．０６

診 療 所 ９５９ ７０ ０ ０ ９５９ ７０ ０．００ ０．００ ０ ０ ４００ ４４３ ５．７８ ４．５３ ５．０５

計 ２，３７２ １９４ ３ １ ２，３６９ １９３ ０．１３ ０．５２ ０ １ １，０８２ １，２２１ ５．１５ ３．７９ ４．３３

合 計 ２，５６６ ４ ２，５６２ ０．１６ １ ２，３０３ ４．３３

３３
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％
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A
B

C
D
＝
B＋
C
E＝
D
／A

F
G

H
＝
F＋
G
I＝
H
／D

J
K
＝
J／
H

L
M

N
O

P＝
M＋
N＋
O
Q
＝
O
／D
R＝
O
／H

鳥
取
市

５７
，４
３３

３，
６２
２

１５
，０
６２

１８
，６
８４

３２
．５

１０
８

６８
１

７８
９

４．
２２

７３
７

９３
．４

３４
５

３４
１

３４
１７

３９
２

０．
０９
１

２．
２

米
子
市

４２
，４
４２

４，
０４
６

４，
７５
３

８，
７９
９

２０
．７

１７
７

２９
７

４７
４

５．
３９

４３
４

９１
．６

２０
０

２１
４

１１
９

２３
４

０．
１０
２

１．
９

倉
吉
市

１７
，７
００

１，
５２
２

１，
５３
３

３，
０５
５

１７
．３

４２
７５

１１
７

３．
８３

９９
８４
．６

４２
４８

３
６

５７
０．
１９
６

５．
１

境
港
市

１１
，３
０７

１，
８２
７

２６
１

２，
０８
８

１８
．５

８９
１２

１０
１

４．
８４

９１
９０
．１

３４
５４

１
２

５７
０．
０９
６

２．
０

岩
美
町

４，
８４
４

１，
２５
９

２７
２

１，
５３
１

３１
．６

３２
１２

４４
２．
８７

３５
７９
．５

１３
１９

１
２

２２
０．
１３
１

４．
５

八
頭
町

６，
５３
４

２，
６５
６

２９
３

２，
９４
９

４５
．１

６３
２１

８４
２．
８５

６８
８１
．０

３０
３１

４
３

３８
０．
１０
２

３．
６

若
桜
町

１，
７７
６

３８
７

２２
５

６１
２

３４
．５

１５
１３

２８
４．
５８

２５
８９
．３

８
１４

０
３

１７
０．
４９
０

１０
．７

智
頭
町

３，
２６
３

４０
５

５４
１

９４
６

２９
．０

１３
２５

３８
４．
０２

３５
９２
．１

１９
１４

０
２

１６
０．
２１
１

５．
３

湯
梨
浜
町

５，
９６
４

１，
７７
４

６４
０

２，
４１
４

４０
．５

４０
３１

７１
２．
９４

６０
８４
．５

３９
１７

３
１

２１
０．
０４
１

１．
４

三
朝
町

２，
７６
７

９９
０

１１
５

１，
１０
５

３９
．９

４０
７

４７
４．
２５

４１
８７
．２

１２
２５

１
３

２９
０．
２７
１

６．
４

北
栄
町

５，
７２
９

１，
８２
８

３３
７

２，
１６
５

３７
．８

６２
１７

７９
３．
６５

６４
８１
．０

３０
３１

２
１

３４
０．
０４
６

１．
３

琴
浦
町

７，
２２
１

２，
４７
２

１２
１

２，
５９
３

３５
．９

９２
１６

１０
８

４．
１７

６０
５５
．６

２８
２４

６
２

３２
０．
０７
７

１．
９

南
部
町

４，
２２
１

６１
０

１，
０６
１

１，
６７
１

３９
．６

５０
６７

１１
７

７．
００

９５
８１
．２

４１
５１

１
２

５４
０．
１２
０

１．
７

伯
耆
町

４，
５３
３

１，
５２
０

０
１，
５２
０

３３
．５

５５
０

５５
３．
６２

４７
８５
．５

２２
２４

１
０

２５
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

９９
５

１９
２

０
１９
２

１９
．３

５
０

５
２．
６０

４
８０
．０

１
３

０
０

３
０．
００
０

０．
０

大
山
町

７，
５０
３

１，
２４
０

０
１，
２４
０

１６
．５

７２
０

７２
５．
８１

６４
８８
．９

２２
３９

２
１

４２
０．
０８
１

１．
４

日
南
町

２，
９６
６

５４
７

０
５４
７

１８
．４

１９
０

１９
３．
４７

１８
９４
．７

９
６

２
１

９
０．
１８
３

５．
３

日
野
町

１，
７８
３

３４
２

０
３４
２

１９
．２

２４
０

２４
７．
０２

２１
８７
．５

７
１３

１
０

１４
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
５７
５

７５
５

０
７５
５

４７
．９

３１
０

３１
４．
１１

２３
７４
．２

８
１４

１
０

１５
０．
００
０

０．
０

合
計
１９
０，
５５
６
２７
，９
９４

２５
，２
１４

５３
，２
０８

２７
．９

１，
０２
９

１，
２７
４

２，
３０
３

４．
３３

２，
０２
１

８７
．８

９１
０

９８
２

７４
５５

１，
１１
１

０．
１０
３

２．
４

東
部

７３
，８
５０

８，
３２
９

１６
，３
９３

２４
，７
２２

３３
．５

２３
１

７５
２

９８
３

３．
９８

９０
０

９１
．６

４１
５

４１
９

３９
２７

４８
５

０．
１０
９

２．
７

中
部

３９
，３
８１

８，
５８
６

２，
７４
６

１１
，３
３２

２８
．８

２７
６

１４
６

４２
２

３．
７２

３２
４

７６
．８

１５
１

１４
５

１５
１３

１７
３

０．
１１
５

３．
１

西
部

７７
，３
２５

１１
，０
７９

６，
０７
５

１７
，１
５４

２２
．２

５２
２

３７
６

８９
８

５．
２３

７９
７

８８
．８

３４
４

４１
８

２０
１５

４５
３

０．
０８
７

１．
７

３４



（３） 平成２６年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について
肺がん確定診断（原発性１２２０、転移性１４０） １，３６０例
他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、悪性中皮腫１、その他５） １２例

総 計 １，３７２例

１）肺がん確定診断
（単位：例）

６２年 ６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年 平成８年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８ ３８

転移性肺腫瘍 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５ ４

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３ ４２

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ２６年度集計〕
胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２４５例 �

�
��
１，１１９例（９１．７％）

Ｄのみ ０例 �
�
��

７２例（９７．３％）
Ｅのみ ８７４例 Ｅのみ ７２例

（E１：６１例、E２：１１例）
細 胞 診 Ｄのみ ２０例 �

�
��

５５例（４．５％）
Ｄのみ ２例 �

�
��

２例（２．７％）
Ｅのみ ３５例 Ｅのみ ０例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １０例 �
�
�
�
�
�
�

４４例（３．６％）

Ｄ＋Ｄ ０例 �
�
�
�
�
�
�

０例（０．０％）
Ｄ＋Ｅ ９例 Ｄ＋Ｅ ０例
Ｅ＋Ｄ ６例 Ｅ＋Ｄ ０例
Ｅ＋Ｅ １９例 Ｅ＋Ｅ ０例
不明 ２例 ２例（０．２％） 不明 ０例 ０例（０．０％）

計 １，２２０例 計 ７４例

平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年

原発性肺癌 ５３ ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２

転移性肺腫瘍 ２ ７ ７ ６ ７ ６ ３ ２ ５ ６

合 計 ５５ ４７ ４８ ４８ ３７ ５４ ６８ ５２ ６２ ６８

平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 合計

原発性肺癌 ４８ ５２ ４１ ６５ ５５ ４９ ５８ ７４ １，２２０

転移性肺腫瘍 ７ ３ ８ ４ ６ ５ ４ ７ １４０

合 計 ５５ ５５ ４９ ６９ ６１ ５４ ６２ ８１ １，３６０

３５



３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５（４．５４％） ６５２（８７．５％） ６ ３７
Ｓ６３ ３８，４４５ ６５（０．１７％） ６０（９２．３％） ２２ ５７
Ｈ１ ５２，４７３ １１７（０．２２％） １０７（９１．５％） １８ ３４
Ｈ２ ６８，３７４ １５３（０．２２％） １３２（８６．３％） ３２ ４９
Ｈ３ ７０，１８９ ９５（０．１４％） ８９（９３．７％） ３６ ５１
Ｈ４ ６９，９０９ １３３（０．１９％） １１１（８３．５％） ３７ ５３
Ｈ５ ６９，０２７ １３３（０．１９％） ９８（７２．９％） ４１ ５９
Ｈ６ ６６，３１６ １０３（０．１６％） ８９（８６．４％） ２２ ３３
Ｈ７ ６５，２２６ １６２（０．２５％） １３５（８３．３％） ３８ ５８
Ｈ８ ６４，１６９ １１４（０．１８％） ９１（７９．８％） ３８ ５９
Ｈ９ ６７，０９２ １５２（０．２３％） １２３（８０．９％） ５３ ７９
Ｈ１０ ６４，５４０ １３７（０．２１％） １１１（８１．０％） ４０ ６２
Ｈ１１ ６４，８４５ １６９（０．２６％） １４２（８４．０％） ４１ ６４
Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１（０．４９％） ２４２（７７．８％） ４２ ６７
Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６（０．３４％） １５２（７０．４％） ３０ ４８
Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３（０．５４％） ２７１（７９．０％） ４８ ７５
Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０（１．０１％） ４８９（７６．４％） ６５ １０２
Ｈ１６ ６０，１１３ １，７９１（２．９８％） １，４３３（８０．０％） ５０ ８３
Ｈ１７ ５１，０２０ １，６５９（３．２５％） １，４０９（８４．９％） ５７ １１２
Ｈ１８ ４９，２９６ １，７８０（３．６１％） １，５０５（８４．６％） ６２ １２６
Ｈ１９ ４９，８０６ １，９４０（３．９０％） １，６５６（８５．４％） ４８ ９６
Ｈ２０ ４６，０１５ ２，０４１（４．４４％） １，７９９（８８．１％） ５２ １１３
Ｈ２１ ４６，２４７ ２，１２２（４．５９％） １，８８８（８９．０％） ４１ ８９
Ｈ２２ ４５，４８２ ２，００４（４．４１％） １，７６７（８８．２％） ６５ １４２
Ｈ２３ ４８，５１３ ２，４６７（５．０９％） ２，２０８（８９．５％） ５５ １１３
Ｈ２４ ５０，３７６ ２，４６０（４．８８％） ２，２０１（８９．５％） ４９ ９７
Ｈ２５ ５０，５６９ ２，３４５（４．６４％） ２，０６２（８８．０％） ５８ １１５
Ｈ２６ ５３，２０８ ２，３０３（４．３３％） ２，０２１（８７．８％） ７４ １３９
計 １，５８０，４０３ ２６，７００（１．６９％） ２３，０４３（８６．３％） １，２２０ ７７

４）原発性肺癌（１，２２０例）
（１） 年齢・性別 〔Ｈ２６年度集計〕
区分 原発性肺癌 比率（％） 区分 原発性肺癌 比率（％）
～５９歳 ７８例 ６．４ ～５９歳 ３例 ４．１

６０～６９歳 ３６８ ３０．２ ６０～６９歳 ２０ ２７．０
７０～７９歳 ５６２ ４６．０ ７０～７９歳 ２７ ３６．５
８０～ ２１２ １７．４ ８０～ ２４ ３２．４
計 １，２２０ １００．０ 計 ７４ １００．０

平均年齢＝７２．０
男：女＝７２２例：４９８例

平均年齢＝７４．４
男：女＝４５例：２９例

（２） 原発性肺癌の臨床病期と組織型
ａ．病期分類 〔Ｈ２６年度集計〕
臨床病期 （％） 臨床病期 （％）
０ccult ２例 ０ccult ０例
ⅠＡ ５０９（４１．８） ⅠＡ ３９（５２．７）��

�
４９
（６６．２％）ⅠＢ １９２ ⅠＢ １０

ⅡＡ ４７ ⅡＡ ６
ⅡＢ ６６ ⅡＢ ０
ⅢＡ １４８ ⅢＡ ２
ⅢＢ ７４ ⅢＢ １
Ⅳ １４９ Ⅳ １１
不明 ３３ 不明 ５
計 １，２２０ 計 ７４

３６



ｂ．組織型 〔Ｈ２６年度集計〕
組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 ２７３例 扁平上皮癌 ５例
腺 癌 ７４６（６１．０） 腺 癌 ５４（７３．０）
大 細 胞 癌 １７ 大 細 胞 癌 １
小 細 胞 癌 ７２ 小 細 胞 癌 ７
腺扁平上皮癌 １２ 腺扁平上皮癌 ０
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
カルチノイド １ カルチノイド ０
不 明 １００ 不 明 ７

計 １，２２２＊ 計 ７４
＊２例：扁平上皮癌と腺癌、腺癌と大細胞癌の同時多発癌を含む

（３） 原発性肺癌の手術症例
（７６６例、手術率：６２．８％）
ａ．臨床病期、術後病期
臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ２例 ０ccult ２例
ⅠＡ ４４６（５８．２） ⅠＡ ３９３（５１．３）
ⅠＢ １５５ ⅠＢ １７１
ⅡＡ ３０ ⅡＡ ３６
ⅡＢ ４０ ⅡＢ ４８
ⅢＡ ７２ ⅢＡ ７６
ⅢＢ １４ ⅢＢ ２３
Ⅳ ７ Ⅳ １７
計 ７６６ 計 ７６６

〔Ｈ２６年度集計〕
原発性肺癌の手術症例
（５４例、手術率：７３．０％）

臨床病期（％） 術後病期（％）
０ccult ０例 ０ccult ０例
ⅠＡ ３８（７０．４） ⅠＡ ３５（６４．８）�

�
�
４３
（７９．６％）ⅠＢ １０ ⅠＢ ８

ⅡＡ ５ ⅡＡ ６
ⅡＢ ０ ⅡＢ ３
ⅢＡ １ ⅢＡ ２
ⅢＢ ０ ⅢＢ ０
Ⅳ ０ Ⅳ ０
計 ５４ 計 ５４

ｂ．組織型分類 〔２６年度集計〕
組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １５３例 扁平上皮癌 ３例
腺 癌 ５６０（７３．１） 腺 癌 ４８（８８．９）
大 細 胞 癌 １３ 大 細 胞 癌 ０
小 細 胞 癌 ９ 小 細 胞 癌 ２
腺扁平上皮癌 １３ 腺扁平上皮癌 ０
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
カルチノイド １ カルチノイド ０
不 明 １６ 不 明 １

計 ７６６ 計 ５４

３７



（４） 腫瘍径

腫瘍径
（㎜）

Ｈ１０年度
（％）

Ｈ１１年度
（％）

Ｈ１２年度
（％）

Ｈ１３年度
（％）

Ｈ１４年度
（％）

Ｈ１５年度
（％）

Ｈ１６年度
（％）

Ｈ１７年度
（％）

Ｈ１８年度
（％）

Ｈ１９年度
（％）

０～１０ １ ２ １ ０ ２ １ ２ ４ ２ ４

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７）１１（３６．７）１７（３５．４） １１ １７（３４．７） １１ ２６（４１．９）１４（３１．８）

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３ １０ １６（２８．６） １５ １８

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２） １２ １１ １０ ５

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８ ４ ４ ２ ３

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３ ５ ６ ４ １

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ５ ３ ３

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８

平均 ３７．１㎜ ２７．９㎜ ３２．２㎜ ３３．５㎜ ２８．８㎜ ３８．７㎜ ２９．６㎜ ３０．６㎜ ２６．０㎜ ２４．６㎜

最高９０㎜ ７０㎜ ８０㎜ １００㎜ ８５㎜ １４５㎜ ７０㎜ ８５㎜ ５９㎜ ５７㎜

腫瘍径
（㎜）

Ｈ２０年度
（％）

Ｈ２１年度
（％）

Ｈ２２年度
（％）

Ｈ２３年度
（％）

Ｈ２４年度
（％）

Ｈ２５年度
（％）

Ｈ２６年度
（％）

０～１０ ３ ２ ２ １ ４ ３ ３

１１～２０ ２１（４０．４） １０ １３ １６（２９．１）１４（２８．６） １６ ２８（３７．８）

２１～３０ ６ １３（３１．７） ２６（４０） １６（２９．１） １３ ２０（３４．５） ２１

３１～４０ １４ ８ １５ ６ ８ ８ ７

４１～５０ ５ ６ ６ ４ ６ ５ ６

５１～ １ ２ ２ １１ ２ ６ ５

不明 ２ ０ １ １ ２ ０ ４

計 ５２ ４１ ６５ ５５ ４９ ５８ ７４

平均 ２６．１㎜ ２５．９㎜ ２９．４㎜ ３３．２㎜ ２８．４ ２８．３㎜ ２６．７

最高７１㎜ ６８㎜ ８０㎜ ９０㎜ １００㎜ ６０㎜ ７０㎜

５）転移性肺腫瘍（１４０例）
大 腸 癌：３１例 乳 癌：１８例 前立腺癌：１３例 甲状腺癌：１１例 腎 臓 癌：１１例
肝 臓 癌：９例 胃 癌：６例 子 宮 癌：５例 胆 管 癌：４例 膵 臓 癌：４例
尿 管 管：４例 胆のう癌：３例 肺 癌：２例 食 道 癌：２例 卵 巣 癌：２例
膀 胱 癌：２例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 肛 門 癌：１例 顎下腺癌：１例
咽 頭 癌：１例 後腹膜腫瘍：１例 不 明：７例
〔Ｈ２６年度集計〕（７例）
乳 癌：５例 甲状腺癌：１例 大 腸 癌：１例
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６）平成２６年度原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較

施 設 検 診 車 検 診
受診者数 ２５，２１４名 ２７，９９４名

要精検数
１，２７４名（５．０％）

東部：７５２名（４．６％）
中部：１４６名（５．３％）
西部：３７６名（６．２％）

１，０２９名（３．７％）
東部：２３１名（２．８％）
中部：２７６名（３．２％）
西部：５２２名（４．７％）

確定者数 ３６名（０．１４３％）
（東部２８、中部５、西部３）

３８名（０．１３６％）
（東部１１、中部１３、西部１４）

発見方法
Ｅ１判定 ３３名
Ｅ２判定 ２名
喀痰Ｄ判定 １名

Ｅ１判定 ２８名
Ｅ２判定 ９名
喀痰Ｄ判定 １名

年 齢 ７５．８歳 ７３．７歳
性 差 男２０名、女１６名 男２５名、女１３名

臨床病期
ⅠＡ １９名、ⅠＢ ７名
ⅡＡ ２名、ⅡＢ ０名
ⅢＡ ２名，ⅢＢ １名
Ⅳ ４名、不明 １例

ⅠＡ ２０名、ⅠＢ ３名
ⅡＡ ４名、ⅡＢ ０名
ⅢＡ ０名、ⅢＢ ０名
Ⅳ ７名、不明 ４名

組 織 型
扁平上皮２名、腺癌２８名

大細胞癌１名、小細胞癌２名
不明３名

扁平上皮癌３名、腺癌２６名
大細胞癌０名、小細胞癌５名、

不明４名

手 術 あり２８名、なし７名、不明１例 あり２６名、なし１２名
腫 瘍 径 ２３．２㎜ ２９．８㎜

平成２６年度肺がん検診で発見された肺がん症例の特徴

１．受診者数は昨年より２，６３９名増加し、受診率は２７．９％と昨年より１．４ポイント増加した。要精検率
は４．３３％（－０．３１％）と減少、精検受診率は８７．８％（－０．１％）と減少した。肺がんは５５名（＋１０
名）発見され、がん発見率は０．１０３％（＋０．０１４％）、陽性反応適中度２．４％（＋０．５％）と昨年を上
回り、引き続き高値であった。
２．予後調査では原発性肺がん７４例、転移性肺腫瘍７例、合計８１例の肺がん確定診断を得て、過去最
高であった。最終報告で７４名あった肺がん疑いは、その後の予後調査により肺がんが２６名発見され、
肺がん疑いのままが３４名、現在なお調査中が４名という結果となった。これら併せて３８名は今後２
年間フォローを続ける予定である。
３．発見された原発性肺がんの７４例中７２例（９７．３％）が胸部Ｘ線のみで発見され、喀痰細胞診により
発見された肺がんは２例（２．７％）のみであった。
４．原発性肺がんの平均年齢は７４．４歳、女性肺がんは２９例（３９．２％）、臨床病期はⅠ期４９例（６６．２％）、
腺癌は５４例（７３．０％）と引き続き高率であった。平成２６年度は特に８０歳以上の高齢者の肺がんの発
見が２４例（３２．４％）増加した。
５．手術症例の割合は５４例（７３．０％）と多く、術後病期Ⅰ期の肺がんが４３例（７９．６％）、腺癌が４８例
（８８．９％）と多数を占めた。
６．腫瘍径は平均２６．７㎜（－１．４㎜）と昨年より小型となった。１１―２０㎜が２８例（３７．８％）と最多で、
２０㎜以下は３１例（４１．９％）で、前年より９．１ポイント増加した。
７．転移性肺腫瘍は７例で、原発巣は乳癌５例、甲状腺癌１例、大腸癌１例であった。
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７）肺癌検診の受診率・精検率・がん発見率の推移 ８）検診で発見された肺癌の推移

９）検診発見肺癌の予後
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P＝0.038

―検診区分別の予後―

（月）

車検診（n＝379）
5y：58.7％

施設検診（n＝232）
5y：69.5％

１０）原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較（平成１６年度～平成２６年度）

施 設 検 診 車 検 診 Ｐ値

症 例 数 ２３２ ３７９

年 齢 ７２．１（４２―８７）歳 ７３．０（５２―９２）歳 ０．２１

性 差 男性；１０９：女性；１２３ 男性；２２２：女性；１５７ ０．００７５

組 織 型
腺癌；１６９、扁平上皮癌；２３、

小細胞癌；１３、その他；２６、不明１
腺癌；２６５、扁平上皮癌；５４、
小細胞癌；２１、その他；３９

０．４９

腫 瘍 径 ２７．２（３―１００）㎜ ２９．１（５―８５）㎜ ０．１３

臨 床 病 期
IA；１１９、IB；４０、IIA；８、

IIB；６、IIIA１９、IIIB；９、IV；２９、
不明；１

IA；１７８、IB；５６、IIA；１７、
IIB；１５、IIIA；３６、IIIB；２５、IV；４５、

不明；４
０．４３

手 術 有 無 あり；１６４、なし；６６、不明２ あり；２５８、なし；１２１ ０．４５

東・中・西部別 東；１７７、中；３３、西；２２ 東；１０２、中；１２５、西；１５２ ＜０．０００１

４１
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施設検診発見肺がんの性別年次推移
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初期の東部地区での
女性肺がんが多い
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0
0 16014012010080604020

P＝0.099

（月）

東部　5y：61.6％
中部　5y：62.8％
西部　5y：63.5％

１１）原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較（平成１６年度～平成２６年度）

Ｑ１：対象者に性差はあるか？
施設検診 車 検 診

男 性 女 性 男 性 女 性

平成２６年度 １０，５７８ １４，６７６ １０，４７０ １７，５２４

平成２５年度 ９，６３４ １３，３８１ １０，２０１ １７，３５２

平成２４年度 ９，０２２ １２，７６０ １０，５９０ １８，０３０

平成２３年度 ７，８９０ １１，５３４ １０，７２８ １８，３６４

計 ３７，１３４ ５２，３５１ ４１，９８９ ８８，７９４

（５８．５％） （６７．９％）

Ａ：差はない、むしろ車検診に女性の割合が多い

Ｑ２：東・中・西部で差はあるか？

Ａ：差はない
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（月）

東部（n＝279）

施設（177）
車（102）

中部（n＝158）

施設（33）
車（125）

西部（n＝174）

施設（22）
車（152）

東・中・西部の肺がん確定者（施設vs車検診の比較）性差と手術の有無

性差 施設検診 車検診 Ｐ 手術の有無 施設検診 車検診 Ｐ

東 部
男 性 ７４ ６３

０．００２
あり １２３ ６５

０．３２
女 性 １０３ ３９ なし ５２ ３７

中 部
男 性 ２１ ７６

０．９２
あり ２７ ９０

０．３６
女 性 １２ ４９ なし ６ ３５

西 部
男 性 １４ ８２

０．５３
あり １４ １０３

０．８９
女 性 ８ ７０ なし ８ ４９

不明２
＊東部の施設検診に女性が多い ＊東部の車検診に手術なしが多い
＊西部の車検診に女性が多い ＊中部の施設検診に手術ありが多い
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まとめ
１．施設検診で発見された肺がんは車検診で発見された肺がんよりも予後が良い
２．施設検診で発見された肺がんには女性が多く、手術を受ける割合が高い
３．施設検診で発見された肺がんは東部に多く、女性の割合が高い
４．車検診で発見された肺がんは、東部で手術の割合が低く、西部では女性の割合が高い
５．東部・中部・西部で発見された肺がんの予後には差がない
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〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診（視触診、マンモグラフィ併用）

区 分 受診者数（％） 要精検者数 要精検率（％）

車 検 診
（医師雇上、保健事業団、中国労働衛生協会）

８，４０６
（４４．３％）

５３２ ６．３３

施 設 検 診
（病院、診療所）

１０，５５３
（５５．７％）

８６１ ８．１６

計
１８，９５９
（１００％）

１，３９３ ７．３５

（２） 精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

車 検 診 ４７６ ８９．５ ２６ ０．３１

施 設 検 診 ８０７ ９３．７ ６６ ０．６３

計 １，２８３ ９２．１ ９２ ０．４９

４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成２６年度の対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として市町村が把握している人
数）は１１８，２４８人で、受診者数は１８，９５９人、受診率１６．０％で前年度より０．２ポイント増加した。２年合
わせた平成２６年度の最終受診率は３０．５％であった。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法は４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数４９，４３５人、受診者数１４，８１２人、受診率３０．０％で、
全国平均（平成２５年度）２５．３％に比べ高い。
要精検者数１，３９３人、要精検率７．３５％で前年度より０．４５ポイント上昇した。精検受診者数１，２８３人、
精検受診率は９２．１％で、前年度より０．５ポイント上昇した。
精検の結果、乳がん９２人、がん発見率（がん／受診者数）０．４９％、陽性反応適中度（がん／要精検者
数）６．６０％であり、患者数で１８人、がん発見率は０．０９ポイント増加した。国の目標値との比較では検
診受診率は到達できていないものの、要精検率、精検受診率、検診発見がん率、陽性反応適中度では、
いずれも達成できていた。圏域別では中部地区の検診受診率が東西部に比較してわずかに低く、さら
なる受診勧奨が必要であると考えられる。
なお、視触診のみ受診者数は９人で、そのうち、要精検者数は１人だが、この者は精検を受診され
ていなかった。
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２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
平成２６年度に発見された乳がんまたは乳がん疑い９７例について確定調査を行った結果、確定乳がん

９０例であった。このうち非浸潤癌は１３例であった。平均年齢は６２．３歳で、６０代、７０代の患者数が上昇
した。早期癌の割合は７１．１％であり、早期癌患者の比率が前年度より上昇した。StageⅢの患者は初
回検診あるいは受診間隔のあいた患者であり、定期的受診をさらに勧めていく必要性がある。

〈圏域別結果〉
（１） 視触診・マンモグラフィー併用

区 分 対象者数 受診者数
受診率
（％）

要精検
者 数

要精検率
（％）

精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

東 部 ４５，８３３ ７，４８３ １６．３３ ５３４ ７．１４ ４９５ ９２．７ ３６ ０．４８

中 部 ２３，９０２ ３，４３２ １４．３６ ３０１ ８．７７ ２７１ ９０．０ １１ ０．３２

西 部 ４８，５１３ ８，０４４ １６．５８ ５５８ ６．９４ ５１７ ９２．７ ４５ ０．５６

計 １１８，２４８ １８，９５９ １６．０３ １，３９３ ７．３５ １，２８３ ９２．１ ９２ ０．４９

（２） 視触診のみ（参考）

区 分 対象者数 受診者数
受診率
（％）

要精検
者 数

要精検率
（％）

精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

東 部 ４５，８３３ ０ ０．００ ０ ０．００ ０ ０．０ ０ ０．００

中 部 ２３，９０２ ９ ０．０４ １ １１．１１ ０ ０．０ ０ ０．００

西 部 ４８，５１３ ０ ０．００ ０ ０．００ ０ ０．０ ０ ０．００

計 １１８，２４８ ９ ０．０１ １ １１．１１ ０ ０．０ ０ ０．００
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受診率・精検受診率の推移

受診率 精検受診率
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16.0
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0.1

10.0
％

要精検率・乳がん発見率・確定がん率の推移

H21

6.90

0.36

0.40

8.01

0.39

H25 H26H24H23H22

乳がん発見率 確定がん率要精検率

8.11

0.29 0.37

0.40

7.49

0.38

0.44

7.37

0.41

0.49

7.35

0.470.30

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移
区 分 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １１８，６７６ １１８，６７６ １１８，２４８ １１８，２４８ １１８，２４８ １１８，２４８
受 診 者 数（人） Ｂ １９，２７８ １７，７２６ １８，１９４ １７，８１８ １８，７１５ １８，９５９

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２７．７ ３０．１ ２９．３ ２９．２ ２９．６ ３０．５
１６．２ １４．９ １５．４ １５．１ １５．８ １６．０

一次検診結果
異 常 認 め ず（人） Ｄ １７，７３４ １６，２８８ １６，８３２ １６，８３２ １７，４２３ １７，５６６
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，５４４ １，４３８ １，３６２ １，３１４ １，２９２ １，３９３

指標 １１．０％以下
要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．０１ ８．１１ ７．４９ ７．３７ ６．９０ ７．３５

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ １，４２７ １，３２７ １，２７５ １，２１１ １，１８４ １，２８３
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ９２．４ ９２．３ ９３．６ ９２．２ ９１．６ ９２．１

精密検査結果

乳 が ん の 者（人） Ｉ ５７（１） ７０（２） ７２（３） ７８（１） ７４（２） ９２（５）

指標 ０．２３％以上
乳がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．３０ ０．３９ ０．４０ ０．４４ ０．４０ ０．４９

指標 ２．５％以上
陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ３．６９ ４．８７ ５．２９ ５．９４ ５．７３ ６．６０

確定調査結果 確 定 が ん 数（人） Ｌ ５６ ６５ ６９（７０） ７３ ６７ ９０
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２９ ０．３７ ０．３８ ０．４１ ０．３６ ０．４７

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
＊４ 平成１９年度報告より、視触診のみの受診者数を除く受診結果を計上
＊５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上。平成２０年度報告よ

り視・マンモ併用検診で発見された数。（ ）内の数値は、視触診のみ検診で発見された数を含んだ数。

（２） 平成２６年度乳がん検診（視触診及びマンモグラフィ併用）
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢 対象者数 一次検診受診者数
受診率
（％）

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％）
a b c＝b／a d e＝d／b f g＝f／b h i＝h／b j k＝j／b

４０～４４歳 ４，０４８ ２，４６１ ６０．８ ２６４ ２，１９７ １０．７３ ６６ ２．６８ １６９ ６．８７ ２９ １．１８
４５～４９歳 ３，８５３ １，８４９ ４８．０ ２０６ １，６４３ １１．１４ ４０ ２．１６ １４１ ７．６３ ２５ １．３５
５０～５４歳 ４，９７４ ２，２０２ ４４．３ １７７ ２，０２５ ８．０４ ３１ １．４１ １３２ ５．９９ １４ ０．６４
５５～５９歳 ８，１８９ ２，１６３ ２６．４ １７３ １，９９０ ８．００ ２５ １．１６ １３０ ６．０１ １８ ０．８３
６０～６４歳 １３，７９７ ３，２５７ ２３．６ １８６ ３，０７１ ５．７１ ３０ ０．９２ １４１ ４．３３ １５ ０．４６
６５～６９歳 １４，５７４ ２，８８０ １９．８ １５８ ２，７２２ ５．４９ ３４ １．１８ １０９ ３．７８ １５ ０．５２
７０～７４歳 １６，０４９ ２，３８４ １４．９ １４２ ２，２４２ ５．９６ ３７ １．５５ ９３ ３．９０ １２ ０．５０
７５～７９歳 １８，２３１ １，１５０ ６．３ ５３ １，０９７ ４．６１ １７ １．４８ ３２ ２．７８ ４ ０．３５
８０歳以上 ３４，５３３ ６１３ １．８ ３４ ５７９ ５．５５ ８ １．３１ ２０ ３．２６ ６ ０．９８
計 １１８，２４８ １８，９５９ １６．０ １，３９３ １７，５６６ ７．３５ ２８８ １．５２ ９６７ ５．１０ １３８ ０．７３
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精密検査結果

乳がん
7.2％

異常認めず
50.5％

その他の疾病
41.9％

乳がん疑い
0.4％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

l m＝l／d n o＝n／b p＝n／d

４０～４４歳 ２４１ ９１．３ １１７ １２１ ０ ３ ０．１２ １．１４

４５～４９歳 １９１ ９２．７ ８４ ９５ ０ １２ ０．６５ ５．８３

５０～５４歳 １６０ ９０．４ ６９ ８１ ２ ８ ０．３６ ４．５２

５５～５９歳 １６１ ９３．１ ８３ ６３ １ １４ ０．６５ ８．０９

６０～６４歳 １７１ ９１．９ ８８ ６４ １ １８ ０．５５ ９．６８

６５～６９歳 １４７ ９３．０ ８３ ５３ ０ １１ ０．３８ ６．９６

７０～７４歳 １３３ ９３．７ ７９ ３９ １ １４ ０．５９ ９．８６

７５～７９歳 ４９ ９２．５ ３０ １４ ０ ５ ０．４３ ９．４３

８０歳以上 ３０ ８８．２ １５ ８ ０ ７ １．１４ ２０．５９

計 １，２８３ ９２．１ ６４８ ５３８ ５ ９２ ０．４９ ６．６０

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診
受診者数

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率
（％） 要精検者数 要精検率

（％） 要精検者数 要精検率
（％）

a′ b′ c′＝b′／a′ d′ e′＝d′／a′ f′ g′＝f′／a′ h′ i′＝h′／a′

保健事業団 ８，３６６ ５２７ ７，８３９ ６．３０ ７９ ０．９４ ４１８ ５．００ ３０ ０．３６

病 院 ８，４３０ ６８９ ７，７４１ ８．１７ １８３ ２．１７ ４１９ ４．９７ ８７ １．０３

診 療 所 ２，１２３ １７２ １，９５１ ８．１０ ２５ １．１８ １２６ ５．９３ ２１ ０．９９

そ の 他 ４０ ５ ３５ １２．５０ １ ２．５０ ４ １０．００ ０ ０．００

計 １８，９５９ １，３９３ １７，５６６ ７．３５ ２８８ １．５２ ９６７ ５．１０ １３８ ０．７３

ｂ．精密検査結果

一次検診機関
精密検査
受診者数

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

j′ k′＝j′／b′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／b′

保健事業団 ４７３ ８９．８ ２５２ １９１ ４ ２６ ０．３１ ４．９３

病 院 ６５０ ９４．３ ３１８ ２７０ １ ６１ ０．７２ ８．８５

診 療 所 １５７ ９１．３ ７７ ７５ ０ ５ ０．２４ ２．９１

そ の 他 ３ ６０．０ １ ２ ０ ０ ０．００ ０．００

計 １，２８３ ９２．１ ６４８ ５３８ ５ ９２ ０．４９ ６．６０
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３３
．３

八
頭
町

３，
９１
８

７３
４

１５
０

８８
４

２２
．６

４８
１４

６２
７．
０１

５７
９１
．９

２７
２３

０
７

３０
０．
７９

１１
．３

若
桜
町

１，
０７
１

１６
６

３３
１９
９

１８
．６

１１
２

１３
６．
５３

１２
９２
．３

６
６

０
０

６
０．
００

０．
０

智
頭
町

１，
９４
９

１３
７

１８
９

３２
６

１６
．７

７
１１

１８
５．
５２

１７
９４
．４

９
６

０
２

８
０．
６１

１１
．１

湯
梨
浜
町

３，
５６
６

５３
７

１５
０

６８
７

１９
．３

３１
２３

５４
７．
８６

４８
８８
．９

２６
２０

０
２

２２
０．
２９

３．
７

三
朝
町

１，
６６
６

２５
１

１４
２６
５

１５
．９

１８
４

２２
８．
３０

２１
９５
．５

１４
６

０
１

７
０．
３８

４．
５

北
栄
町

３，
４０
４

５２
１

５９
５８
０

１７
．０

３０
９

３９
６．
７２

３７
９４
．９

２６
１０

０
１

１１
０．
１７

２．
６

琴
浦
町

４，
３７
５

６７
４

１７
２

８４
６

１９
．３

４６
３１

７７
９．
１０

７０
９０
．９

３５
３１

０
４

３５
０．
４７

５．
２

南
部
町

２，
５６
７

３１
８

３７
６

６９
４

２７
．０

２０
２３

４３
６．
２０

２８
６５
．１

１５
１１

０
２

１３
０．
２９

４．
７

伯
耆
町

２，
７９
８

２７
２

１７
２

４４
４

１５
．９

８
１１

１９
４．
２８

１６
８４
．２

９
５

０
２

７
０．
４５

１０
．５

日
吉
津
村

６３
３

１０
２

８６
１８
８

２９
．７

４
９

１３
６．
９１

１３
１０
０．
０

９
３

１
０

４
０．
００

０．
０

大
山
町

４，
４８
３

２５
６

２０
３

４５
９

１０
．２

１２
１６

２８
６．
１０

２７
９６
．４

１５
１１

０
１

１２
０．
２２

３．
６

日
南
町

１，
７７
３

２０
２

２１
２２
３

１２
．６

８
５

１３
５．
８３

１２
９２
．３

７
２

０
３

５
１．
３５

２３
．１

日
野
町

１，
０９
６

１４
８

０
１４
８

１３
．５

４
０

４
２．
７０

４
１０
０．
０

２
２

０
０

２
０．
００

０．
０

江
府
町

９６
８

０
１９
４

１９
４

２０
．０

０
９

９
４．
６４

９
１０
０．
０

５
４

０
０

４
０．
００

０．
０

合
計
１１
８，
２４
８

８，
４０
６

１０
，５
５３

１８
，９
５９

１６
．０

５３
２

８６
１

１，
３９
３

７．
３５

１，
２８
３

９２
．１

６４
８

５３
８

５
９２

６３
５

０．
４９

６．
６

東
部

４５
，８
３３

３，
４３
３

４，
０５
０

７，
４８
３

１６
．３

２４
１

２９
３

５３
４

７．
１４

４９
５

９２
．７

２５
８

１９
７

４
３６

２３
７

０．
４８

６．
７

中
部

２３
，９
０２

２，
４９
６

９３
６

３，
４３
２

１４
．４

１７
１

１３
０

３０
１

８．
７７

２７
１

９０
．０

１５
５

１０
５

０
１１

１１
６

０．
３２

３．
７

西
部

４８
，５
１３

２，
４７
７

５，
５６
７

８，
０４
４

１６
．６

１２
０

４３
８

５５
８

６．
９４

５１
７

９２
．７

２３
５

２３
６

１
４５

２８
２

０．
５６

８．
１

４９



【参考】
平成２６年度乳がん検診（視触診のみ）
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 一 次 検 診
受 診 者 数

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

４０ ～ ４４ 歳 ４ １ ３ ２５．００
４５ ～ ４９ 歳 ２ ０ ２ ０．００
５０ ～ ５４ 歳 １ ０ １ ０．００
５５ ～ ５９ 歳 ０ ０ ０ ０．００
６０ ～ ６４ 歳 １ ０ １ ０．００
６５ ～ ６９ 歳 ０ ０ ０ ０．００
７０ ～ ７４ 歳 ０ ０ ０ ０．００
７５ ～ ７９ 歳 １ ０ １ ０．００
８０ 歳 以 上 ０ ０ ０ ０．００

計 ９ １ ８ １１．１１

２）検診機関別
ａ．一次検診結果

検 診 機 関 一 次 検 診
受 診 者 数

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

保健事業団 ０ ０ ０ ０．００
病 院 ３ １ ２ ３３．３３
診 療 所 ６ ０ ６ ０．００
そ の 他 ０ ０ ０ ０．００

計 ９ １ ８ １１．１１
※要精検者１名は精密検査未受診
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7 41 42

検診発見乳癌９０例中７例が視触診のみで発見されている。
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（３） 平成２６年度検診発見乳がん確定調査結果
１）登録届け出数 ９７

組織学的に確定された乳癌 ９０
鳥取市 ２３例 米子市 ２９例 倉吉市 ３例 境港市 ７例
岩美町 ５例 智頭町 ２例 八頭町 ７例 湯梨浜町 ２例 琴浦町 ４例
北栄町 １例 南部町 ２例 伯耆町 ２例 日南町 ３例

２）年齢構成 平均年齢：６２．３歳

３）触診とMMGの結果

４）病期分類

５）組織型
非浸潤癌 １３例 浸潤性乳管癌 ６９例 特殊型 ８例

５１
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30
20
10

40
50

70
60
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（％）
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90

初回 ２年以内 ３年以上

Ⅲ
Ⅱ

Ⅳ

Ⅰ
Tis

0

30

20

10

60
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40

非触知 触知

乳房切除
乳房温存

0

30

20

10

60

40

50

非触知 触知

郭清なし
郭清

化学療法単独（T-mab） １１例

内分泌療法 ５５例

化学＋内分泌 １９例

薬物療法なし ５例

放射線治療 ４７例

６）検診歴と病期

７）手術術式

リンパ節転移：あり１６例 なし７４例
８）薬物治療

まとめ
１．平成２６年度の確定乳癌は現時点で９０例で前年度に比較して約２５％の増加がみられた。７０代、６０
代の患者の増加が顕著であった。
２．非浸潤癌は１３例、StageⅠが５１例で、早期癌の比率は７１．１％であった。前年度の６２．５％と比較
して早期癌比率の上昇を認めた。
３．乳癌患者の中で触診で要精査となった症例は４８例（５３．３％）であり、触診のみで発見された乳
癌は７例（７．８％）であった。触診のみで発見される乳癌の比率は前年度とほぼ同等であった。
４．検診歴と早期乳癌の発見率に関しては、２年以内の経年受診の患者で最も早期癌の比率が高
かった。
５．術式、リンパ節郭清に関しては、非触知乳癌と触知乳癌で有意な差を認めなかった。
６．検診発見癌で内分泌療法を受けた割合は７４例（８２．２％）で高い値であった。化学療法は３０例
（３３．３％）で行われており、昨年（３７．５％）とほぼ同様であった。

５２



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成２６年度の対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式に
より算定した推計数）は１９０，５５６人で、このうち受診者数は５７，５０２人、受診率は３０．２％で、前年度に
比べ受診者数１，９４６人、受診率は１．０ポイント増加した。平成２０年度以降、無料クーポン補助事業が行
われたことにより、受診者数、受診率とも上昇傾向にある。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法が４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数８２，８００人、受診者数３１，６５８人、受診率３８．２％で、
全国平均（平成２５年度）受診率１９．２％に比較し高い。
このうち要精検者数は５，２８０人、要精検率９．２％で、平成２５年度より０．６ポイント減少となったが、
プロセス指標の目標値である７．０％を上回っている。要精検者のうち精密検査を受診したのは４，０４９人、
精検受診率は７６．７％（前年度比０．６ポイント減）で、プロセス指標の目標値９０％は下回るが許容値の
７０％以上は維持されている。また、精検の結果、大腸がんであった者が１５６人で、がん発見率は
０．２７％（前年度比０．０１ポイント増）、陽性反応適中度は３．０％（前年度比０．３ポイント増）であり、い
ずれもプロセス指標の許容値は上回っている。

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（％） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

地 域 検 診
（保健事業団・ファルコ・中国労働衛生協会）

２２，４９４
（３９．１％）

１，６９０ ７．５ ７．５ ７．１ ８．１

施 設 検 診
（病院・診療所）

３５，００８
（６０．９％）

３，５９０ １０．３ ９．３ １３．２ １０．６

計
５７，５０２
（１００％）

５，２８０ ９．２ ８．７ ８．６ １０．０

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

地 域 検 診 １，２４８ ７３．８ ６０ ０．２６７ ０．３３１ ０．２４０ ０．２１７

施 設 検 診 ２，８０１ ７８．０ ９６ ０．２７４ ０．２７４ ０．２５１ ０．２７９

計 ４，０４９ ７６．７ １５６ ０．２７１ ０．２９３ ０．２４３ ０．２６２

５３



２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
検診で発見された大腸がん及びがん疑い１６６例について確定調査を行った結果、確定癌１５５例（地域
検診５７例、施設検診９８例）、腺腫９例、個人情報提供不可のため調査が出来なかったものが１例、が
んでなかったものが１例であった。そのうち早期がんは９４例、早期癌率は６０．６％であった。
調査の結果は、以下のとおりで、例年と同様な傾向であった。

（１） 性及び年齢では男女とも６０歳以上からがんが多く発見され、７０歳代が一番多く、今年は特に８０
歳以上の割合が増加した。４０歳代からがんが３例発見され、内訳はＳ状結腸Isp SM癌、進行癌２
例であった。

（２） 部位では「Ｒ」と「Ｓ」が６６．５％、肉眼分類では「２」３４．８％であった。早期癌９４例の肉眼分
類では「Ip」「Isp」が４５．８％であった。例年通りの結果であった。

（３） 大きさは、内視鏡治療が増えたことにより、２０㎜以下の小さい癌が６割であった。
（４） Dukes分類は「Ａ」が７２．９％、組織型分類は「Well」が５２．９％、「Mod」が３８．７％であった。
（５） 治療方法は外科手術が３０例（１９．４％）、内視鏡下手術４８例（３１．０％）、内視鏡治療は７３例（４７．１％）
であった。例年通りの結果であった。

（６） 逐年検診発見進行大腸がんは１４例（東部９例、中部２例、西部３例）であった。
各地区で症例検討を行って頂き、問題点等について検討して頂く。

〈圏域別結果〉
（１） 地域検診

区 分 受 診 者 数 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 ８，１６７ ６１３ ７．５ ４５０ ７３．４ ０ ２７ ０．３３１

中 部 ８，３３５ ５９２ ７．１ ４２７ ７２．１ ０ ２０ ０．２４０

西 部 ５，９９２ ４８５ ８．１ ３７１ ７６．５ ３ １３ ０．２１７

計 ２２，４９４ １，６９０ ７．５ １，２４８ ７３．８ ３ ６０ ０．２６７

（２） 施設検診

区 分 受 診 者 数 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 １６，０８６ １，５０４ ９．３ １，１８８ ７９．０ ２ ４４ ０．２７４

中 部 ２，７９４ ３７０ １３．２ ２７２ ７３．５ ０ ７ ０．２５１

西 部 １６，１２８ １，７１６ １０．６ １，３４１ ７８．１ ５ ４５ ０．２７９

計 ３５，００８ ３，５９０ １０．３ ２，８０１ ７８．０ ７ ９６ ０．２７４

５４
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76.7

9.2

30.2

0.10

0.40

0.30

0.20

％
大腸がん発見率・確定がん率の推移

0.27
0.25

0.27

0.27

0.27
0.25

0.26

0.27 0.27

0.26 0.27

0.27

大腸がん発見率
H25 H26H24H23H22H21

確定がん率

（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １８８，１８６ １８８，１８６ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６

受 診 者 数（人） Ｂ ４８，９４９ ４９，３７４ ５２，１９２ ５４，３６２ ５５，５５６ ５７，５０２

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２６．０ ２６．２ ２７．４ ２８．５ ２９．２ ３０．２

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４４，７８０ ４５，５９８ ４７，８８５ ４９，６９３ ５０，１００ ５２，２２２

要 精 検 者 数（人） Ｅ ４，１６９ ３，７７６ ４，３０７ ４，６６９ ５，４５６ ５，２８０
要 精 検 率
指標：許容値７．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．５２ ７．６５ ８．２５ ８．５９ ９．８２ ９．１８

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ３，１７８ ２，８４８ ３，３４０ ３，５８８ ４，１５１ ４，０４９
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７６．２ ７５．４ ７７．５ ７６．８ ７６．１ ７６．７

精密検査結果

大腸がんの者（人） Ｉ １３４（８） １３３（５） １３１（９） １４９（４） １４６（９） １５６（１０）
大腸がん発見率
指標：許容値０．１３％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２７ ０．２７ ０．２５ ０．２７ ０．２６ ０．２７
陽性反応適中度
指標：許容値１．９％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ３．２ ３．５ ３．０ ３．２ ２．７ ３．０

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ １３４ １３２ １３１ １４２ １４８ １５５

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２７ ０．２７ ０．２５ ０．２６ ０．２７ ０．２７

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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（２） 平成２６年度大腸がん検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数

一 次 検 診
受 診 者 数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，１５８ ４，０４８ ９５７ １，８７６ ４４．３ ４６．３ ４５．６ ５８ １２１ ８９９ １，７５５ ６．１ ６．４ ６．３

４５～４９歳 ２，３２６ ３，８５３ ７４９ １，６０４ ３２．２ ４１．６ ３８．１ ４３ １１０ ７０６ １，４９４ ５．７ ６．９ ６．５

５０～５４歳 ３，０５８ ４，９７４ ８７７ １，９９０ ２８．７ ４０．０ ３５．７ ５８ １２２ ８１９ １，８６８ ６．６ ６．１ ６．３

５５～５９歳 ４，９０８ ８，１８９ １，２４０ ２，８９５ ２５．３ ３５．４ ３１．６ ９４ １９３ １，１４６ ２，７０２ ７．６ ６．７ ６．９

６０～６４歳 ９，８５４ １３，７９７ ３，０４４ ５，１１０ ３０．９ ３７．０ ３４．５ ３０２ ３５５ ２，７４２ ４，７５５ ９．９ ６．９ ８．１

６５～６９歳 １１，０６１ １４，５７４ ４，６５９ ６，６０３ ４２．１ ４５．３ ４３．９ ４６７ ４９３ ４，１９２ ６，１１０ １０．０ ７．５ ８．５

７０～７４歳 １１，５８８ １６，０４９ ４，３１８ ６，０９８ ３７．３ ３８．０ ３７．７ ５２１ ５０５ ３，７９７ ５，５９３ １２．１ ８．３ ９．９

７５～７９歳 １１，７９７ １７，６７２ ３，２６７ ４，６８５ ２７．７ ２６．５ ２７．０ ４１９ ４７２ ２，８４８ ４，２１３ １２．８ １０．１ １１．２

８０歳以上 １５，５５８ ３５，０９２ ３，１２２ ４，４０８ ２０．１ １２．６ １４．９ ４４６ ５０１ ２，６７６ ３，９０７ １４．３ １１．４ １２．６

計 ７２，３０８ １１８，２４８ ２２，２３３ ３５，２６９ ３０．７ ２９．８ ３０．２ ２，４０８ ２，８７２ １９，８２５ ３２，３９７ １０．８ ８．１ ９．２

合 計 １９０，５５６ ５７，５０２ ３０．２ ５，２８０ ５２，２２２ ９．２

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精密検査結果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ４１ ８５ ７０．７ ７０．２ ７０．４ １９ ５３ ２１ ３１ ０ ０ １ １ ０．１０４０．０５３０．０７１ １．７ ０．８ １．１

４５～４９歳 ３１ ８０ ７２．１ ７２．７ ７２．５ １５ ４２ １６ ３６ ０ ０ ０ ２ ０．００００．１２５０．０８５ ０．０ １．８ １．３

５０～５４歳 ３５ ８５ ６０．３ ６９．７ ６６．７ １１ ４０ ２３ ４２ ０ ０ １ ３ ０．１１４０．１５１０．１４０ １．７ ２．５ ２．２

５５～５９歳 ７２ １４８ ７６．６ ７６．７ ７６．７ １９ ７６ ４８ ７１ ０ ０ ５ １ ０．４０３０．０３５０．１４５ ５．３ ０．５ ２．１

６０～６４歳 ２２６ ２８４ ７４．８ ８０．０ ７７．６ ４９ １２２ １６７ １４６ ２ ０ ８ １６ ０．２６３０．３１３０．２９４ ２．６ ４．５ ３．７

６５～６９歳 ３５４ ３９９ ７５．８ ８０．９ ７８．４ ８１ １６７ ２５７ ２２５ １ １ １５ ６ ０．３２２０．０９１０．１８６ ３．２ １．２ ２．２

７０～７４歳 ４１７ ４１４ ８０．０ ８２．０ ８１．０ １０８ １６４ ２８８ ２３２ ０ １ ２１ １７ ０．４８６０．２７９０．３６５ ４．０ ３．４ ３．７

７５～７９歳 ３４０ ３７６ ８１．１ ７９．７ ８０．４ ７３ １５０ ２５４ ２０９ ０ ３ １３ １４ ０．３９８０．２９９０．３４０ ３．１ ３．０ ３．０

８０歳以上 ３３０ ３３２ ７４．０ ６６．３ ６９．９ ８５ １２７ ２２９ １８７ １ １ １５ １７ ０．４８００．３８６０．４２５ ３．４ ３．４ ３．４

計 １，８４６２，２０３ ７６．７ ７６．７ ７６．７ ４６０ ９４１ １，３０３１，１７９ ４ ６ ７９ ７７ ０．３５５０．２１８０．２７１ ３．３ ２．７ ３．０

合 計 ４，０４９ ７６．７ １，４０１ ２，４８２ １０ １５６ ０．２７１ ３．０
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精密検査結果 その他の疾病の内訳

大腸がん疑い
0.2％

大腸がん
3.9％

異常認めず
34.6％

その他の疾病
61.3％

その他　15.4％

クローン病　0.04％ ポリープ（腺腫）
51.9％潰瘍性大腸炎　0.3％

大腸憩室　11.9％

ポリープ（不明）
13.9％

ポリープ（非腺腫）
6.6％

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′
男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ８，３５９ １３，２８１ ７２７ ９２４ ７，６３２ １２，３５７ ８．７ ７．０ ７．６

フ ァ ル コ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０ ０．０

中国労働衛生協会 ３４９ ５０５ １８ ２１ ３３１ ４８４ ５．２ ４．２ ４．６

地 域 検 診 小 計 ８，７０８ １３，７８６ ７４５ ９４５ ７，９６３ １２，８４１ ８．６ ６．９ ７．５

病 院 ４，１５５ ６，１０６ ５６０ ６００ ３，５９５ ５，５０６ １３．５ ９．８ １１．３

診 療 所 ９，３７０ １５，３７７ １，１０３ １，３２７ ８，２６７ １４，０５０ １１．８ ８．６ ９．８

施 設 検 診 小 計 １３，５２５ ２１，４８３ １，６６３ １，９２７ １１，８６２ １９，５５６ １２．３ ９．０ １０．３

計 ２２，２３３ ３５，２６９ ２，４０８ ２，８７２ １９，８２５ ３２，３９７ １０．８ ８．１ ９．２

合 計 ５７，５０２ ５，２８０ ５２，２２２ ９．２

ｂ．精密検査結果

一次検
診機関

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／b′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ５２７ ６８９ ７２．５ ７４．６ ７３．７ １３４ ２８５ ３６７ ３６７ １ ２ ２５ ３５ ０．２９９０．２６４０．２７７ ３．４ ３．８ ３．６

中国労働衛生協会 １６ １６ ８８．９ ７６．２ ８２．１ ５ １１ １１ ５ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

地域検診小計 ５４３ ７０５ ７２．９ ７４．６ ７３．８ １３９ ２９６ ３７８ ３７２ １ ２ ２５ ３５ ０．２８７０．２５４０．２６７ ３．４ ３．７ ３．６

病 院 ４３６ ４５４ ７７．９ ７５．７ ７６．７ １０５ ２００ ３１８ ２４９ １ １ １２ ４ ０．２８９０．０６６０．１５６ ２．１ ０．７ １．４

診 療 所 ８６７１，０４４ ７８．６ ７８．７ ７８．６ ２１６ ４４５ ６０７ ５５８ ２ ３ ４２ ３８ ０．４４８０．２４７０．３２３ ３．８ ２．９ ３．３

施設検診小計 １，３０３１，４９８ ７８．４ ７７．７ ７８．０ ３２１ ６４５ ９２５ ８０７ ３ ４ ５４ ４２ ０．３９９０．１９６０．２７４ ３．２ ２．２ ２．７

計 １，８４６２，２０３ ７６．７ ７６．７ ７６．７ ４６０ ９４１ １，３０３１，１７９ ４ ６ ７９ ７７ ０．３５５０．２１８０．２７１ ３．３ ２．７ ３．０

合 計 ４，０４９ ７６．７ １，４０１ ２，４８２ １０ １５６ ０．２７１ ３．０
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０
１２
，２
６３

１２
，２
６３

２８
．９

０
１，
２６
２

１，
２６
２

１０
．３

９８
８

７８
．３

３４
７

６０
４

３
３４

６４
１

０．
２７
７

２．
７

倉
吉
市

１７
，７
００

１，
５３
５

１，
６６
７

３，
２０
２

１８
．１

９８
２３
６

３３
４

１０
．４

２４
８

７４
．３

８２
１５
７

０
９

１６
６

０．
２８
１

２．
７

境
港
市

１１
，３
０７

９５
９

２，
３５
４

３，
３１
３

２９
．３

１０
３

２４
５

３４
８

１０
．５

２９
７

８５
．３

８５
１９
８

２
１２

２１
２

０．
３６
２

３．
４

岩
美
町

４，
８４
４

１，
２４
５

４４
６

１，
６９
１

３４
．９

１０
５

６
１１
１

６．
６

１０
６

９５
．５

４０
６１

０
５

６６
０．
２９
６

４．
５

八
頭
町

６，
５３
４

２，
５４
４

３２
５

２，
８６
９

４３
．９

１６
７

３６
２０
３

７．
１

１５
１

７４
．４

６５
７９

０
７

８６
０．
２４
４

３．
４

若
桜
町

１，
７７
６

３６
９

３２
０

６８
９

３８
．８

２６
２２

４８
７．
０

４６
９５
．８

８
３５

０
３

３８
０．
４３
５

６．
３

智
頭
町

３，
２６
３

２０
３

９４
５

１，
１４
８

３５
．２

２１
７６

９７
８．
４

７７
７９
．４

２３
５１

２
１

５４
０．
０８
７

１．
０

湯
梨
浜
町

５，
９６
４

１，
４９
３

６２
０

２，
１１
３

３５
．４

１０
５

７９
１８
４

８．
７

１５
０

８１
．５

６０
８６

０
４

９０
０．
１８
９

２．
２

三
朝
町

２，
７６
７

６６
０

１４
９

８０
９

２９
．２

４３
１３

５６
６．
９

４３
７６
．８

１２
３０

０
１

３１
０．
１２
４

１．
８

北
栄
町

５，
７２
９

２，
３８
２

２３
７

２，
６１
９

４５
．７

１８
０

３０
２１
０

８．
０

１３
２

６２
．９

４２
８１

０
９

９０
０．
３４
４

４．
３

琴
浦
町

７，
２２
１

２，
２６
５

１２
１

２，
３８
６

３３
．０

１６
６

１２
１７
８

７．
５

１２
６

７０
．８

３３
８９

０
４

９３
０．
１６
８

２．
２

南
部
町

４，
２２
１

５６
２

１，
０１
０

１，
５７
２

３７
．２

３９
１７
２

２１
１

１３
．４

１３
７

６４
．９

５２
８２

０
３

８５
０．
１９
１

１．
４

伯
耆
町

４，
５３
３

１，
４０
１

０
１，
４０
１

３０
．９

１０
２

０
１０
２

７．
３

７１
６９
．６

２８
３９

１
３

４３
０．
２１
４

２．
９

日
吉
津
村

９９
５

２８
２

１８
６

４６
８

４７
．０

２５
１２

３７
７．
９

２８
７５
．７

１１
１６

０
１

１７
０．
２１
４

２．
７

大
山
町

７，
５０
３

１，
０７
８

２４
１

１，
３１
９

１７
．６

８２
２１

１０
３

７．
８

７５
７２
．８

３２
３９

０
４

４３
０．
３０
３

３．
９

日
南
町

２，
９６
６

５９
２

７４
６６
６

２２
．５

６５
４

６９
１０
．４

６６
９５
．７

２３
４２

１
０

４３
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
７８
３

４３
１

０
４３
１

２４
．２

３７
０

３７
８．
６

２２
５９
．５

５
１５

１
１

１７
０．
２３
２

２．
７

江
府
町

１，
５７
５

６８
７

０
６８
７

４３
．６

３２
０

３２
４．
７

２８
８７
．５

１４
１４

０
０

１４
０．
００
０

０．
０

合
計
１９
０，
５５
６
２２
，４
９４

３５
，０
０８

５７
，５
０２

３０
．２

１，
６９
０

３，
５９
０

５，
２８
０

９．
２

４，
０４
９

７６
．７

１，
４０
１

２，
４８
２

１０
１５
６

２，
６４
８

０．
２７
１

３．
０

東
部

７３
，８
５０

８，
１６
７

１６
，０
８６

２４
，２
５３

３２
．８

６１
３

１，
５０
４

２，
１１
７

８．
７

１，
６３
８

７７
．４

５７
５

９９
０

２
７１

１，
０６
３

０．
２９
３

３．
４

中
部

３９
，３
８１

８，
３３
５

２，
７９
４

１１
，１
２９

２８
．３

５９
２

３７
０

９６
２

８．
６

６９
９

７２
．７

２２
９

４４
３

０
２７

４７
０

０．
２４
３

２．
８

西
部

７７
，３
２５

５，
９９
２

１６
，１
２８

２２
，１
２０

２８
．６

４８
５

１，
７１
６

２，
２０
１

１０
．０

１，
７１
２

７７
．８

５９
７

１，
０４
９

８
５８

１，
１１
５

０．
２６
２

２．
６

５８



（３） 平成２６年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果
表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 ２７ ２０ １６ ６３ ４６ ７ ５０ １０３ ７３ ２７ ６６ １６６

確 定 癌 ２５ １８ １４ ５７ ４５ ７ ４６ ９８ ７０ ２５ ６０ １５５

腺 腫 ２ ２ ２ ６ ０ ０ ３ ３ ２ ２ ５ ９

そ の 他 ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２ １ ０ １ ２

※その他：個人情報提供不可１件、非癌１件
腺腫のケースも含め、組織診断が判明する前に、報告票を提出してしまっている。

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ ０ ０ ２ ３ ８ ４ １ ６ ２４

女 １ ０ ２ ０ ７ ３ ６ ８ ６ ３３

計 １ ０ ２ ２ １０ １１ １０ ９ １２ ５７

施

設

男 ０ ０ １ ３ ７ ９ １３ １１ １１ ５５

女 ０ ２ １ １ ８ ３ １０ ６ １２ ４３

計 ０ ２ ２ ４ １５ １２ ２３ １７ ２３ ９８

計
男 ０ ０ １ ５ １０ １７ １７ １２ １７ ７９

女 １ ２ ３ １ １５ ６ １６ １４ １８ ７６

総 計 １ ２ ４ ６ ２５ ２３ ３３ ２６ ３５ １５５

※４０代 ３名内訳（Ｓ状結腸Isp SM癌、Ｓ状結腸２型SS（A）、直腸２型MP）
８０歳以上の割合が増加

表３ 部 位

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ ４ ５ ４ １３ １０ １ ２０ ３１ ４４（２８．４）

Ｓ １３ ５ ７ ２５ １８ ４ １２ ３４ ５９（３８．１）

Ｄ ０ １ ０ １ ２ ０ １ ３ ４（ ２．６）

Ｔ １ １ ２ ４ ３ ０ ２ ５ ９（ ５．８）

Ａ ５ ５ １ １１ １０ １ ８ １９ ３０（１９．４）

Ｃ ２ １ ０ ３ ２ １ ２ ５ ８（ ５．２）

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １（ ０．６）

計 ２５ １８ １４ ５７ ４５ ７ ４６ ９８ １５５

５９



表４ 大きさ

大きさ
（㎜）

地 域 施 設
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ７ ４ ４ １５ １０ ４ ８ ２２ ３７（２３．９）

１１～２０ １０ ８ ８ ２６ １５ ３ １２ ３０ ５６（３６．１）

２１～５０ ６ ６ ２ １４ １４ ０ １５ ２９ ４３（２７．７）

５１～ ２ ０ ０ ２ ６ ０ ６ １２ １４（ ９．０）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ５ ５（ ３．２）

計 ２５ １８ １４ ５７ ４５ ７ ４６ ９８ １５５

表５ 肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

０ ４０ ５４ ９４（６０．６）

１ ２ ４ ６（ ３．９）

２ １５ ３９ ５４（３４．８）

３ ０ ０ ０

４ ０ ０ ０

５ ０ ０ ０

不明 ０ １ １（ ０．６）

計 ５７ ９８ １５５

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

Ⅰｐ ８ ９ １７（１８．１）

Ⅰsp １０ １６ ２６（２７．７）

Ⅰｓ ５ １２ １７（１８．１）

Ⅱａ １０ １２ ２２（２３．４）

Ⅱａ＋Ⅱｃ ４ ４ ８（ ８．５）

Ⅱｂ ０ ０ ０

Ⅱｃ １ １ ２（ ２．１）

Ⅲ ０ ０ ０

その他 ２ ０ ２（ ２．１）

不明 ０ ０ ０

計 ４０ ５４ ９４

表７ 深達度

深達度
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

m １３ ９ ３ ２０ ５ １９ ６９（４４．５）

sm ６ ３ ６ ５ ２ ３ ２５（１６．１）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小計 １９ １２ ９ ２５ ７ ２２ ９４（６０．６）

mp ０ ２ ２ ６ ０ ６ １６（１０．３）

ss ５ ４ ３ １１ ０ １０ ３３（２１．３）

se １ ０ ０ ３ ０ ３ ７（ ４．５）

si ０ ０ ０ ０ ０ １ １（ ０．６）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ４ ４（ ２．６）

計 ２５ １８ １４ ４５ ７ ４６ １５５

６０



表８ Dukes分類

Dukes分類
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Ａ １８ １５ １０ ３４ ７ ２９ １１３（７２．９）

Ｂ ３ ０ ０ ４ ０ ３ １０（ ６．５）

Ｃ ４ ２ ４ ４ ０ ７ ２１（１３．５）

Ｄ ０ ０ ０ ２ ０ ３ ５（ ３．２）

不明 ０ １ ０ １ ０ ４ ６（ ３．９）

計 ２５ １８ １４ ４５ ７ ４６ １５５

表９ 組織型分類

組織型
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Wel １５ １１ ４ ２４ ５ ２３ ８２（５２．９）

Mod ８ ６ ９ １９ １ １７ ６０（３８．７）

Por ０ ０ ０ ０ ０ １ １（ ０．６）

Muc １ ０ ０ ０ ０ １ ２（ １．３）

その他 ０ ０ １ ０ ０ １ ２（ １．３）

不明 １ １ ０ ２ １ ３ ８（ ５．２）

計 ２５ １８ １４ ４５ ７ ４６ １５５

※その他：pap，carcinoid

表１０ 治療法

治療方法
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

外 科 手 術 ２ ４ ５ ７ １ １１ ３０（１９．４）

内視鏡下手術 ９ ５ ５ １７ ０ １２ ４８（３１．０）

内視鏡治療 １４ ９ ４ ２１ ６ １９ ７３（４７．１）

その他不明 ０ ０ ０ ０ ０ ４ ４（ ２．６）

計 ２５ １８ １４ ４５ ７ ４６ １５５

６１



表１１ 平成２６年度逐年検診発見進行癌

検診
方式

地区 №
年
令

性 部 位 大きさ 深達度 肉眼型 組織型 便潜血 stage
前年度検査結果

検診方式 便潜血 精密結果

地域
検診

東部

１ ７６ 女性 盲腸 ３０㎜ SS（A） ２ Mod ＋＋ Ⅲｂ 地 域 －＋ 未 受 診

２ ８６ 男性 横行結腸 ５３㎜ SS（A） ２ Mod ＋－ Ⅱ 地 域 －－

３ ６７ 男性 Ｓ状結腸 ３４㎜ SS（A） ２ Mod ＋＋ Ⅱ 地 域 －＋ 未 受 診

４ ６３ 男性 Ｓ状結腸 ３０㎜ SS（A） ２ Well ＋＋ Ⅱ 地 域 －－

５ ８３ 女性 直腸 ３１㎜ SS（A） ２ Mod ＋＋ Ⅲａ 地 域 －－

中部
６ ８９ 女性 直腸 ２０㎜ MP ２ Mod ＋＋ Ⅰ 地 域 －－

７ ６８ 男性 S状結腸 １３㎜ SS（A） １ Well ＋＋ Ⅲａ 地 域 －－

施設
検診

東部

８ ６３ 男性 上行結腸 ５０㎜ MP Well ＋＋ Ⅰ 施 設 ＋＋
早期陥凹型癌
Ｈ２６．１０月
外科手術

９ ７７ 男性 直腸 １８㎜ MP ２ Mod ＋＋ Ⅲａ 施 設 －－

１０ ８７ 女性 Ｓ状結腸 １８㎜ SS（A） ２ Mod ＋＋ Ⅱ 施 設 －＋ 未 受 診

１１ ７４ 女性 上行結腸 ４８㎜ SE ２ Mod ＋＋ Ⅲａ 施 設 －－

西部

１２ ８２ 女性 直腸 ５０㎜ SI １ ＋＋ 施 設 －－

１３ ７２ 男性 直腸 ３５㎜ SS（A） １ Mod ＋＋ Ⅱ 施 設 －－

１４ ８０ 女性 上行結腸 ２６㎜ MP ２ Well ＋＋ Ⅰ 地 域 －－
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年 度 検 診 事 業 実 施 方 法

Ｈ７～９ 肝臓がん検診（単県）
・基本健診と同時実施
・３年間のうち１年間のみ全市町村が実施

Ｈ１０～１３ 肝臓がん検診（単県）
・原則、基本健診と同時実施。単独も可
・希望市町村のみ。複数年にわたる継続実施も可
・定期検査開始

Ｈ１４
肝炎ウイルス検査（国庫）

・基本健診と同時実施（Ｈ１８までの緊急対策）
・節目検診（４０―７０歳の５歳刻み）＋節目外（要指導者等）

肝臓がん検診（単県） ・Ｈ１０―１３と同様

Ｈ１５～１６

肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

肝臓がん検診（単県）
・肝炎ウイルス対象外の者を対象とする補完的検診に
・検査内容を肝炎ウイルス検査に統一
・検診事業はＨ１６で廃止（定期検査は継続）

Ｈ１７～１８ 肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

Ｈ１９～ 肝炎ウイルス検査（国庫）
・節目検診（４０歳のみ＋未受診者）＋節目外（要指導者等）

・Ｈ２３年より節目検診（４０歳以上の５歳刻み）に個別受診勧奨

区 分
健康指導
対 象 者
（人）

定期検査
受診者数
（人）

定期検査結果（人・％）

慢性肝炎 肝 硬 変 肝臓がん がん疑い

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 １，７２０ ８７５
１３９

（１５．９）
８

（０．９）
５

（０．６）
３

（０．３）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 ８４４ ４０７
２００

（４９．１）
１８

（４．４）
７

（１．７）
６

（１．５）
※肝臓がんと報告された中には、過去の定期検査で「がん」と報告されたものも含まれている。

６．肝 臓 が ん 検 診

１．鳥取県における肝臓がん検診事業の沿革

２．肝臓がん検診実績
１）平成２６年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
平成２６年度は１９市町村で実施し、対象者数２０２，３２２人のうち、受診者数は８，３２１人で、受診率は

４．１％で、平成２５年度と同率であった。平成２３年度より国が４０歳以上５歳刻みの方を対象にした
無料クーポン券事業を導入したこと等により受診者数は年々増加傾向である。
検査の結果、HBs抗原のみ陽性者は１２４人、HCV抗体のみ陽性者は２６人で、HBs抗原陽性率

１．５％で、HCV抗体陽性率０．３％であった。
要精検者１５０人のうち精検受診者は９７人であり、精検受診率は６４．７％で、平成２５年度に比べ７．４
ポイントの減であった。精検受診者９７人のうち、肝臓がん２、がん発見率は０．０２％であった。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について（県事業の
肝臓がん対策事業）
平成１０年度から実施している、検診で発見された肝炎ウイルス陽性者に対する定期検査は１５市
町村で実施された。結果は以下のとおりである。
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３）平成７年度から平成２６年度の２０年間を集計すると、平成７～９年度の検診時において市町村か
ら報告があった対象者数１９２，３１５人に対し、受診者総数１４１，２６７人、推計受診率７３．５％である。そ
のうちHBs抗原陽性者は３，２５７人（陽性率２．３１％）、HCV抗体陽性者は３，６７０人（陽性率２．６０％）
であった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
（１） 平成２６年度肝炎ウイルス検査からは肝臓がん確定は２名だった。また、肝臓がん検診により発
見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓癌が４名、
Ｃ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓癌が３名であった。

（２） 平成７～２５年度肝臓がん検診発見がん患者のうち、２７例が確定癌であり、そのうち２３例は死亡、
生存中の４例のうち、２例は再発、２例は再発されていない。また、平成１０～２５年度定期検査確
定がんが１３９例で、そのうち９５例（他病死を含む）が死亡である。
がんと診断されてから１０年以上生存されている方は、非常に稀であり、肝炎ウイルス検査で陽
性の方を早期に発見し、定期検査をきちんと受診していただくことが重要である。
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（１） 肝炎ウイルス検査受診者数等の推移
１）一次検診

年 度 受 診 者 数 HBs陽性者 HBs陽性率 HCV陽性者 HCV陽性率
Ｈ２４ ４，７７７ ８３ １．７ ２３ ０．５
Ｈ２５ ８，１２６ １４８ １．８ ３５ ０．４
Ｈ２６ ８，３２１ １２４ １．５ ２６ ０．３

※各陽性者数にはＢ型、Ｃ型ともに陽性である者が含まれるため、各陽性者数の合計は下段の要精検者数に一致しない。

２）精密検査
年 度 要精検者数 精検受診者数 精検受診率 が ん がん発見率
Ｈ２４ １０５ ５９ ５６．２ ０ ０．００
Ｈ２５ １８３ １３２ ７２．１ １ ０．０１
Ｈ２６ １５０ ９７ ６４．７ ２ ０．０２

※がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

３）年齢階級別受診状況

区 分 平成２６年度 平成７～２６年度
受 診 者 数 HBs陽性率 HCV陽性率 受 診 者 数 HBs陽性率 HCV陽性率

４０～４４歳 １，２７７ ０．８ ０．２ １２，４６８ ２．２９ ０．７０
４５～４９歳 ６７８ １．０ ０．３ １０，２８２ ３．２６ １．３６
５０～５４歳 ６７６ １．０ ０．０ １２，０２２ ３．３１ １．６４
５５～５９歳 ８９８ １．４ ０．２ １５，１２４ ２．７７ ２．１７
６０～６４歳 １，５１４ ２．２ ０．５ ２５，０６６ ２．３１ ２．７０
６５～６９歳 １，５９４ ２．１ ０．２ ２６，６０７ ２．２２ ３．０９
７０～７４歳 １，０８１ １．４ ０．５ ２２，５６７ １．７７ ３．４４
７５～７９歳 ２７６ ０．４ １．１ ９，７５６ １．５１ ３．８７
８０歳以上 ３２７ １．２ ０．６ ７，３７５ １．３８ ３．５８
計 ８，３２１ １．５ ０．３ １４１，２６７ ２．３１ ２．６０

（２） 平成２６年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

a b c d e＝（b＋d）／a f＝（c＋d）／a

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ４７１ ８０６ ４６４ ８０１ ５ ５ ２ ０ ０ ０ １．１ ０．６ ０．８ ０．４ ０．０ ０．２

４５～４９歳 ２３０ ４４８ ２２７ ４４２ ２ ５ １ １ ０ ０ ０．９ １．１ １．０ ０．４ ０．２ ０．３

５０～５４歳 ２４２ ４３４ ２３８ ４３１ ４ ３ ０ ０ ０ ０ １．７ ０．７ １．０ ０．０ ０．０ ０．０

５５～５９歳 ３１８ ５８０ ３０９ ５７４ ７ ６ ２ ０ ０ ０ ２．２ １．０ １．４ ０．６ ０．０ ０．２

６０～６４歳 ６８０ ８３４ ６６０ ８１４ １５ １８ ５ ２ ０ ０ ２．２ ２．２ ２．２ ０．７ ０．２ ０．５

６５～６９歳 ７９４ ８００ ７７６ ７８１ １５ １９ ３ ０ ０ ０ １．９ ２．４ ２．１ ０．４ ０．０ ０．２

７０～７４歳 ５３３ ５４８ ５２５ ５３６ ７ ８ １ ４ ０ ０ １．３ １．５ １．４ ０．２ ０．７ ０．５

７５～７９歳 １２９ １４７ １２８ １４４ １ ０ ０ ３ ０ ０ ０．８ ０．０ ０．４ ０．０ ２．０ １．１

８０歳以上 １０８ ２１９ １０５ ２１６ ２ ２ １ １ ０ ０ １．９ ０．９ １．２ ０．９ ０．５ ０．６

計 ３，５０５ ４，８１６ ３，４３２ ４，７３９ ５８ ６６ １５ １１ ０ ０ １．７ １．４ １．５ ０．４ ０．２ ０．３

合 計 ８，３２１ ８，１７１ １２４ ２６ ０ １．５ ０．３
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０
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．０
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は
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転
出
、
死
亡
、
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中
の
者
及
び
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師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
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め
た
者
を
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す
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が
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は
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の
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３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

a′ b′ c′ d′ e′＝（b′＋d′）／a′ f′＝（c′＋d′）／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

直 営 ７１ ８１ ７１ ８１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

保 健 事 業 団 ８９２１，４２８ ８７４１，４０４ １５ ２２ ３ ２ ０ ０ １．７ １．５ １．６ ０．３ ０．１ ０．２

中国労働衛生協会 ６７ ８１ ６５ ８１ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ３．０ ０．０ １．４ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 ５７３ ７４７ ５６２ ７３９ ９ ６ ２ ２ ０ ０ １．６ ０．８ １．１ ０．３ ０．３ ０．３

診 療 所 １，９０２２，４７９１，８６０２，４３４ ３２ ３８ １０ ７ ０ ０ １．７ １．５ １．６ ０．５ ０．３ ０．４

計 ３，５０５４，８１６３，４３２４，７３９ ５８ ６６ １５ １１ ０ ０ １．７ １．４ １．５ ０．４ ０．２ ０．３

合 計 ８，３２１ ８，１７１ １２４ ２６ ０ １．５ ０．３

６７
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′
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男
女

男
女
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女
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女
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女
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女
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女

男
女
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０
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０
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０
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３
３

３
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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４
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療
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２１
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２２

４
０

５
６
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１

１
０
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０
０

０
０

０
０
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６
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０
１

０
０
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０
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１
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１
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０
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０
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０
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０
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０
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０

０
０
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０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２７
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１１
２３

４
０

１０
８

０
１

１
０

１
２
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１

０
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０
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０
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１
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９
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１
０
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０
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０
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０
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０
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０
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００
０

０．
０４
２

合
計

Ｂ
型
陽
性

７９
５４

４
１６

１
１

１
０

１
１

Ｃ
型
陽
性

１８
２

１
９

０
０

３
２

１
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

９７
５６

５
２５

１
１

４
２

２
１

０．
０２
４

※
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「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

※
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発
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は
、
平
成
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年
度
報
告
か
ら
「
が
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」
の
者
の
み
を
計
上

６８



４
）
平
成
２６
年
度
健
康
増
進
事
業
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
受
診
状
況

実
施
市
町
村
数
＝
１９

市
町

村
名

対
象
者
数

Ａ

受
診

者
数

陽
性

者
数

精
密
検
査
結
果
別

人
員

集
団
検
診

Ｂ

医
療
機
関

Ｃ

計

D
＝
B
＋
C

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ

／Ａ

H
B
s抗
原

の
み
陽
性

Ｆ

HC
V抗
体

の
み
陽
性

Ｇ

HB
s抗
原

HC
V抗
体

と
も
に
陽
性

Ｈ

H
B
s抗
原

陽
性
率

（
％
）

Ⅰ＝
（F
＋H
）／D

HC
V抗
体

陽
性
率

（
％
）

Ｊ＝
（Ｇ
＋Ｈ
）／Ｄ

精
検

受
診
者
数

Ｋ

精
検

受
診
率

（
％
）

L＝
k／（
F＋
G＋
H）

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

Ｍ

そ
の
他

の
疾
病

Ｎ

が
ん
疑
い

Ｏ

が
ん

Ｐ

有
所
見
者

Q＝
N＋
O＋
P

が
ん

発
見
率

（
％
）

R＝
P／
D

鳥
取
市

４８
，８
３６

７４
１

２
，０
２２

２
，７
６３

５
．７

４０
６

０
１
．４

０
．２

３２
６９
．６

１５
１５

１
１

１７
０
．０
３６

米
子
市

７０
，５
４７

０
２
，４
３２

２
，４
３２

３
．４

３７
９

０
１
．５

０
．４

３５
７６
．１

２３
１１

１
０

１２
０
．０
００

倉
吉
市

１８
，６
７５

１９
３

３３
９

５３
２

２
．８

７
５

０
１
．３

０
．９

７
５８
．３

３
４

０
０

４
０
．０
００

境
港
市

６
，９
７７

１０
７

３０
３

４１
０

５
．９

１０
４

０
２
．４

１
．０

９
６４
．３

５
２

１
１

４
０
．２
４４

岩
美
町

４
，８
５４

９８
０

９８
２
．０

２
０

０
２
．０

０
．０

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

八
頭
町

１０
，６
４１

４１
８

１０
１

５１
９

４
．９

７
０

０
１
．３

０
．０

５
７１
．４

５
０

０
０

０
０
．０
００

若
桜
町

１
，０
８８

３７
５２

８９
８
．２

４
０

０
４
．５

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

智
頭
町

３
，４
７０

４１
２４

６５
１
．９

１
０

０
１
．５

０
．０

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

湯
梨
浜
町

５
，４
８６

１４
３

５７
２０
０

３
．６

３
０

０
１
．５

０
．０

３
１０
０
．０

１
２

０
０

２
０
．０
００

三
朝
町

２
，７
６７

８８
４４

１３
２

４
．８

１
０

０
０
．８

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

北
栄
町

６
，９
８８

１０
９

４６
１５
５

２
．２

１
１

０
０
．６

０
．６

２
１０
０
．０

１
０

１
０

１
０
．０
００

琴
浦
町

２
，１
５２

１２
６

１２
１

２４
７

１１
．５

２
１

０
０
．８

０
．４

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

南
部
町

４
，０
６０

６６
８５

１５
１

３
．７

４
０

０
２
．６

０
．０

２
５０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

伯
耆
町

４
，５
３３

２０
０

０
２０
０

４
．４

４
０

０
２
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
吉
津
村

４０
６

０
６

１５
．０

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

大
山
町

５
，４
７３

１４
６

０
１４
６

２
．７

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
南
町

２
，３
７７

２４
７５

９９
４
．２

１
０

０
１
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
野
町

１
，７
８３

７
０

７
０
．４

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，５
７５

７０
０

７０
４
．４

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

合
計

２０
２
，３
２２

２
，６
２０

５
，７
０１

８
，３
２１

４
．１

１２
４

２６
０

１
．５

０
．３

９７
６４
．７

５６
３５

４
２

４１
０
．０
２４

東
部

６８
，８
８９

１
，３
３５

２
，１
９９

３
，５
３４

５
．１

５４
６

０
１
．５

０
．２

３９
６５
．０

２１
１６

１
１

１８
０
．０
２８

中
部

３６
，０
６８

６５
９

６０
７

１
，２
６６

３
．５

１４
７

０
１
．１

０
．６

１２
５７
．１

５
６

１
０

７
０
．０
００

西
部

９７
，３
６５

６２
６

２
，８
９５

３
，５
２１

３
．６

５６
１３

０
１
．６

０
．４

４６
６６
．７

３０
１３

２
１

１６
０
．０
２８
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女
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女
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女
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女
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０

０
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０

０
０
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「
そ
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、
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、
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中
の
者
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師
が
他
の
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罹
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等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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（４） 平成７～２６年度肝臓がん検診結果

年齢

一次検診
受診者数
ａ

HBs抗原陽性 HCV抗体陽性

陽性者数
ｂ

陽性率（％）
ｃ＝ｂ／ａ

陽性者数
ｄ

陽性率（％）
ｅ＝ｄ／ａ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ４，０４２ ８，４２６ １１５ １７０ ２．８５ ２．０２ ２．２９ ３９ ４８ ０．９６ ０．５７ ０．７０

４５～４９歳 ３，１９９ ７，０８３ １２４ ２１１ ３．８８ ２．９８ ３．２６ ４０ １００ １．２５ １．４１ １．３６

５０～５４歳 ３，４７３ ８，５４９ １３９ ２５９ ４．００ ３．０３ ３．３１ ４１ １５６ １．１８ １．８２ １．６４

５５～５９歳 ４，４４６ １０，６７８ １２７ ２９２ ２．８６ ２．７３ ２．７７ ７９ ２４９ １．７８ ２．３３ ２．１７

６０～６４歳 ９，３２６ １５，７４０ ２６５ ３１５ ２．８４ ２．００ ２．３１ ２０７ ４７０ ２．２２ ２．９９ ２．７０

６５～６９歳 １０，８６９ １５，７３８ ２７７ ３１５ ２．５５ ２．００ ２．２２ ３０３ ５１９ ２．７９ ３．３０ ３．０９

７０～７４歳 ９，２２１ １３，３４６ １７２ ２２７ １．８７ １．７０ １．７７ ３１０ ４６７ ３．３６ ３．５０ ３．４４

７５～７９歳 ３，７６８ ５，９８８ ６５ ８２ １．７３ １．３７ １．５１ １５０ ２２８ ３．９８ ３．８１ ３．８７

８０歳以上 ２，７１０ ４，６６５ ３３ ６９ １．２２ １．４８ １．３８ １１３ １５１ ４．１７ ３．２４ ３．５８

計 ５１，０５４ ９０，２１３ １，３１７ １，９４０ ２．５８ ２．１５ ２．３１ １，２８２ ２，３８８ ２．５１ ２．６５ ２．６０

合 計 １４１，２６７ ３，２５７ ２．３１ ３，６７０ ２．６０

（５）肝臓がん検診及び定期検査による発見がん患者追跡調査結果について
１）平成２６年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査による発見がんまたはがん疑い

No 年齢 性 診断 初 回 治 療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP

１ ６１ 女 癌なし 無 Ｂ ３
２ ７４ 女 肝癌 TAE １５．３．２６ ２ 個 S４５ ７２×７２ 腫瘤 有 Ｃ ３１０６
３ ７７ 女 癌なし Ｃ ２．５
４ ６１ 男 癌なし Ｃ
５ ７３ 女 癌なし Ｃ １９．３
６ ８６ 女 肝癌 治療なし ＞４個 S２４５７８ ６８×６０ 腫瘤 有 Ｃ １４２１９

２）平成２６年度定期検査による発見がんまたはがん疑い

No 年齢 性 診断 初 回 治 療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP PIVKA

１ ６７ 男 肝癌 切除 １４．５．２７ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 無 Ｂ ３．０ １４
２ ６６ 女 肝癌 T／R １４．９．１０ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｂ ３２．０
３ ７３ 男 肝癌治療後 T／R １４．４．１６ ２ 個 S４５ １０×１７ 無 Ｂ ３．０ ２６
４ ７７ 女 肝癌 TAE １２．１０．１７ ２ 個 S６ ７×１４ 腫瘤 有 Ｃ １１９．１
５ ７８ 女 肝内胆管癌 切除 １５．１２．１７ 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 Ｃ ２．１ ９７９９
６ ８９ 女 肝癌 調査中 Ｂ １．７ １６
７ ８９ 女 調査中 Ｃ
８ ６７ 男 癌なし Ｃ
９ ７８ 男 肝癌 TAE １１．６．１２ ＞４個 S３４５６７８ 50×５０ 腫瘤 有 Ｃ ８３９．０ ３１４４
１０ ６６ 女 肝血管腫 Ｃ ２．２ １３
１１ ７５ 男 肝血管腫 Ｃ ０．８ １６
１２ ８０ 女 癌なし Ｂ １５．０ １７９３２
１３ ６０ 女 癌なし Ｂ ４．４ １３
１４ ６１ 女 癌なし Ｂ ２．１ １３
１５ ７９ 女 癌なし Ｃ １．３ ３２１７６
１６ ９０ 男 癌なし Ｃ １．８ １４５８８
１７ ７２ 男 肝癌 ２５年度報告済 Ｂ
１８ ８０ 男 肝癌 １９年度報告済 Ｃ
１９ ７９ 女 肝癌 ２４年度報告済 Ｃ
２０ ７９ 女 肝癌 ２３年度報告済 Ｃ
２１ ８６ 女 肝癌 １６年度報告済 Ｃ

７１



２）平成１０年度～平成２５年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

No. 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ 再発、６年１１か月後死亡
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６ ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３ 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ １２年１１か月後他病死
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１ 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５ ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１ ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９ 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８ ２ 個 S５／６，４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１ 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ８年８か月後死亡
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７ ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年２か月後死亡
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５ 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８ 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年４か月後死亡
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４ ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年８か月後死亡
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年５か月後死亡
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８ 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ７年９か月後他病死
２０ ７０ 女 ０１．７．２ Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５ 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ ３年８か月後再発
２３ ７６ 女 T／P ０１．８．１ 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年３か月後死亡
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６ 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
２５ ７５ 女 T／P ０２．３．４ 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ５年１か月後他病死
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 T／P ０２．１０．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後他病死
２８ ７９ 女 TAE ０１．６．２７ ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６ 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ 再発、２年５か月後死亡
３１ ７８ 女 T／R ０２．９．２４ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年３か月後他病死
３２ ７５ 男 切除 ０３．６．３ 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ ４年後再発
３３ ７６ 男 切除 ０４．３．１０ ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
３４ ７６ 男 MCT ０３．８．１４ 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、９年８か月後死亡
３５ ８３ 男 PEIT ０３．５．３０ 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年８か月後死亡
３６ ８０ 男 RFA ０４．８．３ ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ ３年１０か月後死亡
３７ ９１ 女 未治療 ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ ２か月後死亡
３８ ７４ 女 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後死亡
３９ ７５ 女 TAE ０３．１０． 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年２か月後死亡
４０ ７９ 男 RFA ０４．３．１５ 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年４か月後死亡
４１ ５６ 男 RFA ０４．４．７ 単 発 S７／８ ２３×２６ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
４２ ７８ 女 TAE ０４．５．１９ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 不明 Ｃ 再発、７年３か月後死亡
４３ ７５ 男 TAI ０５．１．６ ３ 個 S５６８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１年３か月後死亡
４４ ６８ 男 切除 ０４．９．１３ 単 発 S６ ３０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、８年２か月後死亡
４５ ７２ 女 T／R ０４．１０． ２ 個 S８６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ／Ｃ 再発、１年５か月後死亡
４６ ６２ 男 TAE ０３．４． 不 明 不明 不明 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年後死亡
４７ ８６ 女 TAE ０４．６． 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ５か月後死亡
４８ ７３ 男 切除 ００．３． 単 発 不明 １０×１０ 不明 有 Ｂ 再発、６年後死亡
４９ ７６ 男 切除 ０５．５．１２ 単 発 S７／８ ９０×８０ 腫瘤 無 Ｂ ４年３か月後再発
５０ ６４ 男 TAE ０９．１． 単 発 S５ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年３か月後死亡
５１ ７３ 女 未治療 ＞４個 S２７８ ７×７ 腫瘤 有 Ｃ ４年１０か月後死亡
５２ ７５ 男 切除 ０６．３．２９ 単 発 S７／８ ４３×２５ 浸潤 無 Ｃ 再発、３年１０か月後死亡
５３ ７４ 男 RFA ０４．９．６ 単 発 S７ １８×１８ 腫瘤 有 Ｃ ５年５か月後死亡
５４ ７５ 男 T／R ０５．８． ２ 個 S６７ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年２か月後死亡
５５ ８７ 女 未治療 単 発 S２ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ４年後他病死
５６ ８９ 女 T／P ０５．１２． 単 発 S２ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ４年１か月後他病死
５７ ８２ 女 T／R ０５．１０． 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ １年９か月後他病死
５８ ７７ 女 切除 ０４．１１．７ ２ 個 S６８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１１か月後再発
５９ ５９ 女 RFA ０６．１． 単 発 S５ １３×１２ 腫瘤 無 Ｂ／Ｃ 再発、７年７か月後死亡
６０ ６７ 女 RFA ０４．４． 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ６年３か月後再発
６１ ６８ 男 肝癌否定 （単 発 S６ １３×１３） 無 Ｂ 生存中
６２ ６９ 男 TAE ０７．１１．１４ ２ 個 S５７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
６３ ７９ 男 TAE ０６．１１． 多 発 両葉 ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １年１０か月後死亡
６４ ８７ 女 Ｔ／Ｒ ０６．１１．１５ 単 発 S４ １６×２３ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年４か月後死亡
６５ ７９ 男 T／R ０６．１１．２０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１０か月後他病死
６６ ８２ 女 TAE ０６．３．１４ 単 発 S８ ３５×３５ 腫瘤 Ｃ 再発、７年３か月後死亡
６７ ６９ 男 切除 ０６．９．２６ ２ 個 S６７ ２２×２０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
６８ ７２ 女 TAE ０６．５．１８ 単 発 S６ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年１０か月後死亡
６９ ８１ 女 切除 ９７．３．２４ 単 発 S８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１２年１１か月後死亡
７０ ８０ 男 T／R ０６．８．３１ ＞４個 S８４ ３１×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、６年１か月後死亡
７１ ７３ 女 TAE ０６．２．２１ ＞４個 S８５３ ３７×３１ 腫瘤 有 Ｃ １年６か月後死亡
７２ ６４ 男 切除 ０７．１．１２ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後再発
７３ ８２ 女 TAE ０６．９．６ 単 発 S１ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１年後死亡
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７４ ８０ 男 RFA ０２．９． 単 発 S８ 腫瘤 有 Ｃ 再発、９年６か月後死亡
７５ ６３ 女 Ｔ／Ｒ ０７．５．８ 単 発 S８ １６×１６ Ｂ ７年１か月後再発
７６ ７３ 男 M／R ０３．８．５ ＞４個 S３４８ １５×１５ 無 Ｂ 再発、８年後死亡
７７ ７３ 男 切除 ０５．３．１４ 単 発 S４５ ４２×２８ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年後死亡
７８ ７４ 男 切除 ０６．１２．２１ 単 発 S４５８ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、８年１０か月後死亡
７９ ６０ 女 RFA ０７．７． 単 発 S７ １７×１２ 腫瘤 有 Ｃ ３年４か月後再発
８０ ８７ 女 未治療 単 発 S６ ６６×５６ 腫瘤 無 Ｃ ２年７か月後他病死
８１ ８０ 女 TAE ０３．３． 単 発 S２／３ ２０×２０ Ｃ 再発、８年７か月後死亡
８２ ７７ 女 TAE ０８．１０．７ 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年後死亡
８３ ７０ 男 RFA 単 発 S５ １２×１２ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
８４ ７７ 女 TAE ０９．３．２４ ２ 個 S５８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １年３か月後肝不全死
８５ ８４ 女 T／P ０９．９．７ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後肝不全死
８６ ７２ 女 TAE ０９．１２．１８ ＞４個 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年２か月後死亡
８７ ７９ 女 TAE １０．１１．１８ ２ 個 S８／３ ４０×３５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後再発
８８ ８９ 男 TAE ０９．１０．６ ＞４個 ２０×２０ 腫瘤 Ｃ ３年９か月後死亡
８９ ７６ 女 T／R ０８．５．１２ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ５年２か月後再発
９０ ７６ 女 T／R ０９．７．２２ ２ 個 S３／５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １年７か月後死亡
９１ ７９ 男 Ｔ／Ｒ １０．３．２５ 単 発 S７ ２３×２３ 有 Ｃ ２年１１ヶ月後他病死
９２ ８５ 女 切除 １０．３ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年後死亡
９３ ６６ 男 TAE ０９．７ ＞４個 S１ 浸潤 有 Ｂ １年１０か月後死亡
９４ ７３ 女 切除 ０９．１０．２０ 単 発 S５ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
９５ ６８ 女 切除 ０９．８．２１ ＞４個 S３４８ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ 生存中
９６ ７５ 男 TAE ０８．１ ＞４個 S２４５８ ３８×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年３か月後死亡
９７ ７８ 男 精査中 Ｃ
９８ ７５ 男 TAE ０７．２．１１ 単 発 S６ 無 Ｂ ７か月後再発
９９ ６６ 男 TAE １１．１．２０ ２ 個 Ｓ５／６ １２×１２ 腫瘤 Ｃ 無再発生存中
１００ ８０ 女 RFA １０．１１．０９ 単 発 S６～７ １８×１８ 腫瘤 無 Ｃ ３年８か月後再発
１０１ ６４ 女 TAE １０．１１ 単 発 S６ ５×５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年１か月後死亡
１０２ ７５ 女 切除 ０８．７．３０ 無 Ｃ 無再発生存中
１０３ ７５ 男 TAE １０．１２．０８ ＞４個 S２／５／６／７／８ ２０×１７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年５か月後死亡
１０４ ６９ 女 RFA １０．４ 単 発 S６ １８×１８ 無 Ｃ ３年１０か月後再発
１０５ ７９ 男 TAI ０９．１０．２６ ２ 個 S７／８ １８×１５ 腫瘤 Ｃ ２年８か月後死亡
１０６ ７１ 女 切除 ０７．８．１７ 単 発 S２～３ ６０×６０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年５か月後死亡
１０７ ８５ 女 RFA １０．７ ２ 個 S４／７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年４か月後他病死
１０８ ８４ 女 RFA ０９．１０．３０ 単 発 S８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
１０９ ６５ 男 T／R １０．３． 単 発 S５ ２４×２４ 有 Ｂ 再発、４年１１か月後死亡
１１０ ５７ 女 切除 １１．１．１８ 単 発 S６ ４０×２５ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
１１１ ７８ 女 肝癌否定 単 発 S５ ５×５ 有 Ｃ ５か月後腫瘤消失
１１２ ８７ 男 RFA １１．４．７ 単 発 S５ １５×１６ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
１１３ ６７ 男 肝がん否定 Ｃ
１１４ ７７ 女 RFA １１．７ 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後再発
１１５ ９２ 女 TAE １１．１０．４ 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年５か月後死亡
１１６ ７８ 女 Ｔ／Ｒ １０．３．２４ 単 発 S２／３ １９×１８ 腫瘤 有 Ｃ ９か月後再発
１１７ ７６ 男 切除 １１．７．２６ 単 発 S７ ８０×７５ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
１１８ ７５ 男 RFA １１．７ 単 発 S６ １４×１４ 腫瘤 有 Ｂ ３年２か月後再発
１１９ ８４ 男 転移性肝癌（肺大細胞癌） Ｂ ５か月後死亡
１２０ ７５ 男 RFA １３．１０．２ 単 発 S７ １５×１４ 腫瘤 有 Ｂ １年１１か月後再発
１２１ ７５ 男 切除 １１．６． 有 Ｂ ４年０か月後他病死
１２２ ７０ 女 PEI １２．５．９ 単 発 S４ ２７×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、８か月後死亡
１２３ ８３ 男 TAE １１．８．３０ 単 発 S６ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ ２年７か月後再発
１２４ ７５ 女 RFA ０８．１０． 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
１２５ ８０ 女 TAE １２．１１．２０ 単 発 S１ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ ２年０か月後再発
１２６ ８６ 男 T／R １３．１１ ３ 個 S１４６ １３×１３ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
１２７ ７８ 女 RFA １２．３．１ 単 発 S４ ８×９ 腫瘤 有 Ｃ １年１０か月後再発
１２８ ８２ 女 RFA １２．３．１４ 単 発 S７ １３×９ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年１０か月後死亡
１２９ ８７ 女 TAE １２．７．６ ２ 個 S３ ２０×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年５か月後死亡
１３０ ８５ 女 RFA １２．２．１３ 単 発 S５ １０×１７ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年８か月後死亡
１３１ ７６ 男 TAE １２．６．２０ ＞４個 S４５６７８ ５５×５２ 腫瘤 有 Ｃ ３年１か月後死亡
１３２ ８１ 女 TAE １０．１１．１０ 単 発 S３ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年６か月後死亡
１３３ ６８ 男 切除 １３．５．２０ 単 発 S５ ３５×３８ 腫瘤 無 B
１３４ ６０ 女 TAE １３．８．２６ 単 発 S３ １８×１５ 腫瘤 有 B 無再発生存中
１３５ ７０ 女 RFA １４．４ 単 発 S１ １４×１４ 腫瘤 無 B 無再発生存中
１３６ ８３ 女 T／R １３．１０ 単 発 S７ ２６×２６ 腫瘤 無 C 無再発生存中
１３７ ８８ 男 TAE １３．１０．３１ ＞４個 S４２７８ ３４×３４ 腫瘤 有 C １年後再発
１３８ ７９ 女 切除 １３．３ 単 発 Ｓ８ ４５×４５ 浸潤 無 C １年３か月後死亡
１３９ ７３ 男 T／R １３．７．２ ＞４個 両葉 ２４×２４ 無 C １年８か月後死亡
１４０ ８０ 女 T／P １３．５．１ 単 発 S５ ３０×３０ 腫瘤 無 C ９か月後再発
１４１ ９４ 男 １２．８．６ C
１４２ ８３ 女 TAE ０７． ＞４個 S１５７ 浸潤 有 C

７３



３）平成７年度～平成２５年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告
No. 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考
１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４ 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡
２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０ 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、２年１か月後死亡
３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３ 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１５年１か月後死亡
４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５ 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡
５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９ ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡
６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５ ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡
７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１ ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 ― 再発、１年１か月後死亡
８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡
９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７ 単 発 S７ １０×９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡
１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７ ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡
１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７ ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４ 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡
１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３ 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡
１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１ 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡
１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５ ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡
１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３ 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 ― 再発、１年５か月後死亡
１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９ 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
１８ ７２ 男 PEIT ０４．８．２ ２ 個 S１，５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年１１か月後死亡
１９ ８３ 男 T／R／P ０５．１０．１７ ２ 個 S１，４ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年１１か月死亡
２０ ６７ 女 切除 ０６．０８．０９ 単 発 S８ ２５×２５ Ｂ 無再発生存中
２１ ７９ 男 T／R ０６．１１． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ３年後再発
２２ ７２ 男 切除 ０８．４．２１ 単 発 右葉 １００×１００ Ｃ ３７日後死亡
２３ ６０ 男 TAE ０８．４． ＞４個 両葉 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ２年６か月後死亡
２４ ６１ 男 動注／放射 １１．１０． ＞４個 骨転移あり Ｂ １０か月後死亡
２５ ７８ 男 切除 １２．４．１９ 単 発 S３ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １年５か月後再発
２６ ７７ 男 切除 １３．１２．１７ 単 発 S４ ５３×５３ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
２７ ７２ 男 TAE １３．１１ ＞４個 S４ ４４×３９ 腫瘤 有 Ｂ １年５か月後死亡
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７．全国がん検診実績との比較

平成２５年度〈※６９歳以下の実績〉 （単位：人 ％）

区 分
平成２５年度実績
（鳥取県）

平成２５年度実績
（全国）

留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） ８２，８００ ２４，５０６，９９５ ○受診者・がん発見＝（鳥取県）「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

（全国）「Ｘ線」のみ

○要精検者・精検受診者＝「Ｘ線」のみの数値

○精検受診者は精検結果未把握の者を除く（以下の部位も同じ）

受診者数（人） ２５，６８７ ２，３６４，４１１

受診率（％） ３１．０ ９．６

受診率順位 ― ―

要精検者数（人） ６９１ ３２１，１１８

要精検率（％） ７．７０ １３．５８

精検受診者数（人） ５４８ ２５９，３０３

精検受診率（％） ７９．３ ８０．８

がんの者（人） ７６ ６，０６６

がん発見率（％） ０．３０ ０．２６

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） ６６，６７２ ２２，０８３，２５８ ○「頸部のみ」の数値

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値を使用

全国 （３，９３３，０４９）＋（４，０２１，４０２）－（１，０１０，６１４）
（２２，０８３，２５８） ＝３１．１

鳥取 （２４，３８３）＋（２４，６９５）－（１３，３５５）
（６８，９２０） ＝５１．８

受診者数（人） ２４，７１６ ３，９３３，０４９

受診率（％） ３７．１（５１．８） （３１．１）

受診率順位 （３）位 ―

要精検者数（人） ３６６ ８７，３９２

要精検率（％） １．４８ ２．２２

精検受診者数（人） ２９９ ６１，６８２

精検受診率（％） ８１．７ ７０．６

がんの者（人） ２５ ２，９６８

がん発見率（％） ０．１０ ０．０８

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） ８２，８００ ２４，６６７，７２７ ○「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀痰のみ」は除く）

※全国は「喀痰のみ」を含めた数値で算定受診者数（人） ２５，２３２ ３，９６１，０４３

受診率（％） ３０．５ １６．１

受診率順位 ４位 ―

要精検者数（人） ９５５ １８２，０６１

要精検率（％） ３．７８ ４．６０

精検受診者数（人） ８４９ １４３，９０６

精検受診率（％） ８８．９ ７９．０

がんの者（人） １５ ４，４０８

がん発見率（％） ０．０６ ０．１１

７５



区 分
平成２５年度実績
（鳥取県）

平成２５年度実績
（全国）

留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） ４９，４３５ １４，６７９，１０９ ○「視触診方式及びマンモグラフィ」の併用者を計上

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値を使用

全国 （２，０７２，９３５）＋（２，０３０，２５８）－（３５３，１６７）
（１４，６７９，１０９） ＝２５．３

鳥取 （１４，６１７）＋（１３，９８１）－（１，４９８）
（５０，８６２） ＝５３．３

受診者数（人） １４，６６６ ２，０７２，９３５

受診率（％） ２９．７（５３．３） （２５．３）

受診率順位 （２）位 ―

要精検者数（人） １，１０８ １９５，０６０

要精検率（％） ７．５５ ９．４１

精検受診者数（人） １，０１２ １６５，７６５

精検受診率（％） ９１．３ ８５．０

がんの者（人） ５９ ８，０３９

がん発見率（％） ０．４０ ０．３９

大
腸
が
ん
検
診

対象者数（人） ８２，８００ ２４，９５０，５５３

受診者数（人） ３０，０９９ ４，７８０，８８８

受診率（％） ３６．４ １９．２

受診率順位 ３位 ―

要精検者数（人） ２，５２２ ６５０，２２９

要精検率（％） ８．３８ １３．６０

精検受診者数（人） １，８９３ ４２８，８６３

精検受診率（％） ７５．１ ６６．０

がんの者（人） ６５ ２０，２８２

がん発見率（％） ０．２２ ０．４２

（出典）鳥取県数値＝鳥取県健康対策協議会各がん検診専門委員会資料
全国数値＝地域保健・健康増進事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・健康増進事業
報告」に記載された数値とは異なる場合がある。
２ 受診率順位は厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値と比較した順位
３ 全国の精検受診者は国が発表していないため、次により算定

精検受診者＝「要精検者－（未受診者＋精検結果未把握の者）」
４ 要精検者数等については、平成２０年度分から翌年度集計となったため、空欄としている
５ 平成２５年度から全国数値は、６９才以下の実績が公表されていることから、鳥取県数値も６９才以下の実績で比較し
ている。

７６



厚生労働省「今後のわが国におけるがん検診事業評価の在り方について」報告書
がん検診事業の評価に関する委員会（平成２０年３月）による

プロセス指標と本県実績との比較
平成２６年度実績

胃 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２５．８％ ３２．６％
要精検率［Ｘ線のみ］ 許容値 １１．０％以下 ８．６％ ○ ７．７％ ○

精検受診率［Ｘ線のみ］ 許容値 ７０％以上 ８３．４％ ○ ８０．７％ ○目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．１１％以上 ０．３６％ ○ ０．２２％ ○ ［Ｘ線］０．１３６％ ［内視鏡］０．２８６％
陽性反応的中度［Ｘ線のみ］ 許容値 １．０％以上 ２．１％ ○ １．８％ ○

肺 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２７．９％ ３３．０％
要精検率 許容値 ３．０％以下 ４．３％ ３．６％

精検受診率 許容値 ７０％以上 ８７．８％ ○ ８７．４％ ○目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．０３％以上 ０．１０％ ○ ０．０５％ ○
陽性反応的中度 許容値 １．３％以上 ２．４％ ○ １．５％ ○

大 腸 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ３０．２％ ３８．２％
要精検率 許容値 ７．０％以下 ９．２％ ７．６％

精検受診率 許容値 ７０％以上 ７６．７％ ○ ７６．２％ ○目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．１３％以上 ０．２７％ ○ ０．１９％ ○
陽性反応的中度 許容値 １．９％以上 ３．０％ ○ ２．４％ ○

子 宮 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２３．１％ ３９．３％
要精検率 許容値 １．４％以下 １．１５％ ○ １．３６％ ○

精検受診率 許容値 ７０％以上 ８１．１％ ○ ８１．７％ ○目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．０５％以上 ０．０７％ ○ ０．０９％ ○
陽性反応的中度 許容値 ４．０％以上 ６．４％ ○ ６．５％ ○

乳 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 １６．０％ ３０．０％
要精検率 許容値 １１．０％以下 ７．３５％ ○ ７．８６％ ○

精検受診率 許容値 ８０％以上 ９２．１％ ◎ ９２．０％ ◎目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．２３％以上 ０．４９％ ○ ０．４５％ ○
陽性反応的中度 許容値 ２．５％以上 ６．６０％ ○ ５．６７％ ○
※乳がんと子宮がんの受診率の下段（ ）は、国指標は隔年検診であるので比較のため算定
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Ⅲ．平成２７年度各がん検診従事者講習会及び
症例研究会開催状況



平
成
２７
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症

例
研
究
会

平
成
２８
年
２
月
６
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

倉
吉
市

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

１３
９名

演
題
：「
胃
が
ん
診
療
に
お
け
る
最
近
の
話
題
」

講
師
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院
副
院
長

池
口
正
英
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
生
協
病
院

宮
﨑
慎
一
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

木
下
英
人
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

向
山
智
之
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
検
討
会

平
成
２８
年
２
月
１４
日
（
日
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

５１
名
演
題
：「
H
PV
検
査
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
」

講
師
：
北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
生
殖
内
分
泌
・
腫
瘍
学
分
野

教
授

櫻
木
範
明
先
生

症
例
提
示
５
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症

例
研
究
会

平
成
２８
年
２
月
２７
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

８９
名

演
題
：「
肺
が
ん
検
診
に
お
け
る
胸
部
Ⅹ
線
読
影
の
注
意
点
に
つ
い
て
―
症
例
か
ら
学
ぶ
―
」

講
師
：
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
健
康
づ
く
り
財
団
附
属
病
院
院
長

西
井
研
治
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

澄
川

崇
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

大
野
貴
志
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医
附
属
病
院
胸
部
外
科

窪
内
康
晃
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
第

２２
回
烏
取
県
検
診

発
見
乳
が
ん
症
例

検
討
会

平
成
２７
年
８
月
２２
日
（
土
）

午
後
３
時
３０
分
～
午
後
６
時

米
子
市

鳥
取
県
西
部
医
師

会
館

７１
名
演
題
：「
乳
が
ん
検
診
―
視
触
診
と
自
己
検
診
指
導
―
」

講
師
：
公
益
財
団
法
人

鳥
取
県
保
健
事
業
団
参
与

湯
村
正
仁
先
生

症
例
検
討

東
部
―
２
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

山
口
由
美
先
生

中
部
―
１
例
：
野
島
病
院

林
英
一
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医
学
部

廣
岡
保
明
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

平
成
２７
年
９
月
６
日
（
日
）

午
後
２
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分
倉
吉
市

鳥
取
県
中
部
医
師

会
館

７４
名
演
題
：「
大
腸
腫
瘍
の
内
視
鏡
診
断
と
治
療
」

講
師
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院
内
科
内
視
鏡
室
長

柳
谷
淳
志
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

岡
本

勝
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

林
暁
洋
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医
附
属
病
院
第
二
内
科

八
島
一
夫
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

平
成
２８
年
２
月
２０
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

米
子
市

鳥
取
県
西
部
医
師

会
館

９９
名
演
題
：「
肝
癌
診
療
―
最
近
の
話
題
―
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
二
内
科
診
療
科
群
助
教

的
野
智
光
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

満
田
朱
理
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

永
原
天
和
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

西
向
栄
治
先
生
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 平成２８年２月６日（土） 午後４時～午後６時
場 所 倉吉交流プラザ

東・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取生協病院 宮 﨑 慎 一
７０歳代、男性
既往歴：１０歳代 虫垂炎手術、５０歳 胆嚢炎にて胆摘
検診歴：平成２４年の胃がん検診（車検診）では異常なし。平成２５年胃がん検診（内視鏡）にて胃体

下部大彎に陥凹性病変を指摘される。
経 過：近医での生検でGroup５、adenocarcinoma（por、sig）であり、精査加療目的に当院紹介。

病変は胃体下部大彎の褪色調の陥凹性病変であり、深達度はMと考えられた。しかし２×
３㎝大の未分化型癌であり、手術適応と考え消化器外科に紹介。平成２６年１月、腹腔鏡下
幽門側胃切除を施行。病理結果はM、Gre、Type ０-IIc、２２×３１㎜、sig、pT１a、ly０、v０、
pN０、pPM０、pDM０、Stage IAであった。再発なく２年が経過している。

考 察：平成２４年のフィルムを見直すと、病変は胃体下部大弯のごく淡いバリウム斑として指摘可
能であった。しかし病変を指摘できるのは１枚のみであり、検診での拾い上げは困難で
あったかもしれない。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 木 下 英 人
６０歳代、女性
既往歴：骨粗鬆症、腰椎圧迫骨折、虫垂炎
検診歴：平成２６年６月の胃がん検診では、異常は指摘されなかった。

平成２７年８月、胃がん検診で異常を指摘。
経 過：上記精査目的に当院受診。特に自覚症状はなし。上部消化管内視鏡検査にて、胃体中部後

壁にⅡc病変を認めた。生検、病理組織学的検査で、Group５、signet-ring cell carcinoma
の所見であった。
造影ＣＴでは遠隔転移やリンパ節転移の所見は認めず、手術適応と考え、消化器外科に紹
介した。平成２７年１１月、腹腔鏡下幽門側胃切除術を施行した。
切除標本の病理結果は、Adenocarcinoma、sig、M、ly０、v０、PM-、DM-、pStage１Aで
あった。術後経過は良好である。

考 察：平成２５年、２６年の検診画像では、はっきりと病変部は指摘できなかった。継続した検診に
より、早期の段階で治療につながった一例であった。読影の際には、注意深い観察を心が
ける必要があると考えられた。
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〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 向 山 智 之
７８歳、男性
主 訴：胃癌検診で異常を指摘
既往歴：特記なし
現病歴：平成２３年車検診で異常なし

平成２４年車検診で「食道粘膜異常」を指摘され、近医で上部消化管内視鏡検査行われるが
異常なし。
平成２５年車検診で異常なし。
平成２６年車検診で「前庭部欠損様」を指摘される。

経 過：上部消化管内視鏡検査で約３０㎜大の１型腫瘍を認め、粘液型腺癌と診断。幽門側胃切除を
行った。

病 理：T４a、SE、２８×２７㎜、Muc、por、ly１、v１、N１、P０、H０、M０
StageIIIA

検 討：平成２５年の胃レントゲンを遡及的に検討したが、病変の指摘は困難であった。病理結果か
ら非常に悪性度の高い腫瘍であり、急速に腫瘍が増大した可能性が考えられた。
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２．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成２８年２月１４日（日） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県健康会館

症例検討：鳥取大学医学部産科婦人科 大石徹郎講師の進行により、施設検診５例の症例検討が行わ
れた。

検討内容：
鳥取大学医学部産科婦人科 野中道子助教より下記の５症例が提示された。２６年度から施設検診に
おいても液状化検体が全面的に導入された。
症例１は２４年度検診で扁平上皮系の異常（ASC-US～LSIL）を指摘されて経過観察となった後に腺
系病変を生じたもの、症例２は２６年度検診ではじめて腺異型（AGC）を指摘されたもので、いずれ
も最終組織診断は上皮内腺癌に軽度～高度異形成を伴っていた。症例３は２４年度検診で異常を認めな
かったが、２６年度に浸潤子宮頸癌の診断に至った。症例４は同様に２３年度検診では異常を認めず、２６
年度検診で浸潤子宮頸癌が発見された。症例５は子宮内膜癌と卵巣癌との重複癌であり、内膜細胞診
が契機となって診断に至った。
腺系の異常は扁平上皮系の異常に比して細胞診やコルポ診による診断が難しく、注意が必要である。
前回受診（異常なし）から２年後、３年後の浸潤頸癌発見例については、細胞診断上の見逃しは標本
の見直しによっても指摘できず、毎年受診の重要性が示唆されるものであった。また、検体採取器具
や検体処理法の特性を再確認する必要性について、参加者の間で認識が共有された。
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平成２７年度 子宮がん検診症例検討会提出症例

症例 年齢 市町
村名 検診月日 一次検診機関 一次検診結果 精密検査

機 関

精密検査結果
治 療
機関名組 織 診 断 進行期

分 類 ＴNM分類

症例
１ ２８歳 米子市

Ｈ２４．９．１３ 母と子の長田産科
婦人科クリニック
（住民）

直接塗抹 ASC-US

Ｈ２４．１０．９ 母と子の長田産科
婦人科クリニック
（診療）

直接塗抹 ASC-US
Ｈ２５．１．２６ 直接塗抹 ASC-US
Ｈ２５．４．２７ 直接塗抹 ASC-US
Ｈ２５．８．３ 直接塗抹 ASC-US
Ｈ２５．１１．１６ 直接塗抹 ASC-US
Ｈ２６．４．５ 直接塗抹 LSIL
Ｈ２６．７．５ 直接塗抹 LSIL

Ｈ２６．１０．２ 母と子の長田産科
婦人科クリニック
（住民）

液状 HSIL（中等度
異形成）
HPV（＋）１８型、
その他

鳥取大学医
学部附属病
院

Adenocarci-
noma in situ

pTisNxMx 鳥取大学
医学部附
属病院

症例
２ ３６歳 米子市

Ｈ２６．１２．８ 母と子の長田産科
婦人科クリニック

液状 AGC
HPV（＋）１８型

鳥取大学医
学部附属病
院

Adenocarci-
noma in situ

TisNxMx 鳥取大学
医学部附
属病院

症例
３ ３８歳 米子市

Ｈ２４．１２．８ 脇田ウイメンズヘ
ルスケアセンター

直接塗抹 NILM
Ｈ２６．１２．５ 液状 ASC-H

HPV（＋）１６型
鳥取大学医
学部附属病
院

Squamous cell
carcinoma

ⅠB１期 pT１b１N０M０ 鳥取大学
医学部附
属病院

症例
４ ４０歳 米子市

Ｈ２３．１０．２７ 中曽産婦人科医院 直接塗抹 NILM

Ｈ２６．１０．２７ 母と子の長田産科
婦人科クリニック

液状 SCC
HPV（＋）１６型

鳥取大学医
学部附属病
院

non - keratiniz-
ing Squamous
cell carcinoma

ⅠB２期 T１b２NxM０ 鳥取大学
医学部附
属病院

症例
５ ３９歳 米子市

Ｈ２３．１０．１１ 脇田ウイメンズヘ
ルスケアセンター

直接塗抹 頸部：NILM
体部：なし

Ｈ２４．１０．２０ 直接塗抹 頸部：NILM
体部：なし

Ｈ２５．１１．２ 液状 頸部：NILM
体部：なし

重複癌

Ｈ２６．９．８ 液状 頸部：AGC
HPV（－）

体部：陽性

鳥取大学医
学部附属病
院

Endometrioid
adenocarci-
noma（G３）
卵巣癌（明細胞
腺癌）

ⅠA期
ⅢC期

pT１aN０M０
pT２cN１M０

鳥取大学
医学部附
属病院
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３．肺がん検診症例研究会

日 時 平成２８年２月２７日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 澄 川 崇
症 例：６１歳、男性
主 訴：特になし（胸部異常陰影）
既往歴：胃潰瘍
生活歴：喫煙 ２０本／日×４０年
常用薬：なし
現病歴：毎年肺がん検診を受けていたが異常を指摘されたことはなかった。X年の検診で左上肺野

の結節影を指摘され当院を受診。
臨床経過：CTで左上葉に１９㎜大のspiculaを伴う結節影を認め、CTガイド下肺生検で扁平上皮癌と

診断した。cT１bN１M０、stageIIAとして左上葉切除術を施行されたが、術後診断としては
pT２aN２M０、stageIIIAであった。そのため術後補助化学療法を行い、現在は経過観察中
である。

考 察：後から検診の胸部単純X線を見直すとＸ-２年とＸ-１年とを比較すると左上肺野にわずか
に濃度上昇が認められ、結果的にみればE判定にしても良かった症例であると考えられる。
比較読影の重要性が再認識された１例と考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 大 野 貴 志
「喀痰細胞診で発見された両側肺門部早期肺癌の一例」
症 例：６０歳代、男性。
主 訴：検診異常。（喀痰細胞診 D判定）
現病歴：平成２４年、検診にて、胸部レントゲン、喀痰細胞診を施行されたが、異常を指摘されな

かった。
平成２６年８月、検診にて、胸部レントゲンで喀痰細胞診でD判定を指摘され、当院受診さ
れた。胸部レントゲンは異常を指摘されなかった。

既往歴：慢性肺気腫、気管支喘息
家族歴：特記すべきことなし
生活歴：喫煙 ４０本×５０年
血液検査：特記すべき所見なかった。腫瘍マーカーも、CEA ３．７ ng／mL、SCC １．１ ng／mL、

CYFRA ０．８ng／mL、ProGRP ３０．７ng／mL、NSE １２．４ng／mLと正常であった。
呼吸機能検査：VC ３．６０L、%VC １０２．７%、FEV１．０ ２．５５L、FEV１．０% ７０．８%
臨床経過：初診時のレントゲンで、肺癌を疑う異常影は指摘できなかった。胸部ＣＴでも、肺癌を

疑う異常影は指摘できなかった。３回の気管支鏡検査にて、右B７、左B３、左B６に隆起性
病変を認め、細胞診にて、すべてclassⅤ（扁平上皮癌）と診断された。全身検索を行い、
c-T１aN０M０と診断した。右S７区域切除術を行い、呼吸機能改善後、左上大区切除術とS６
区域切除術を同時に行う方針とした。（全て断端の術中迅速病理診断併用）
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まず、右S７ウェッジ切除術を行ったが、断端に癌陽性であったため、断端の癌陰性を確
認後、右S７スリーブ切除術を行った。術後１ヶ月で呼吸機能は、VC ２．７５L、%VC
７８．６%、FEV１．０ １．９５ L、FEV１．０% ７０．９%まで低下していたが、術後２ヶ月でVC
２．９２L、%VC ８３．３%、FEV１．０ ２．２０ L、FEV１．０% ７５．３%まで改善した。左上大区切
除術と左S６ウェッジ切除術を行った。術後経過は良好。最終病理診断では、すべての病
変が、Squamous cell carcinoma in situであった。当院外来にて経過観察中で、日常生活、
農業に特に問題はない。

本症例についての考察：
本症例は、胸部レントゲンを振り返ってみても、異常を指摘することは困難であった。ま
た、胸部CTでも異常を指摘することは困難であり、画像で異常を指摘することは不可能
であった。喀痰細胞診が陽性であり、気管支鏡を行い、診断に至った。喀痰細胞診による
肺癌発見率は必ずしも高くないが、肺門部早期肺癌の発見に不可欠な検査であることを再
認識した。

結 語：喀痰細胞診で発見された両側肺門部早期肺癌の一例を呈示した。
喀痰細胞診は、肺門部早期肺癌の発見に不可欠な検査であるが、検討を重ね、精度を高め
ていくことが重要である。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院胸部外科 窪 内 康 晃
症 例：７０歳代、女性
主 訴：なし（胸部異常陰影）
既往歴：Kartagener’s syndrome（内臓逆位）
現病歴：毎年、市の車検診を受診していたが、これまで（H２２年以降）C判定のみが続いていた。

H２６年１０月、検診の胸部X線検査でE１判定を指摘され、当院を受診した。
生活歴：喫煙歴なし、飲酒歴なし
臨床経過：胸部Ｘ線検査では右上肺野に２×１㎝大の淡い腫瘤陰影を認めた。胸部CTで右上葉S１

に２５×２３×２２㎜の辺縁不整な腫瘤陰影を認めた。気管支鏡下肺生検でAdenocarcinomaと
診断、PET-CTで腫瘍部位のみに早期相８．３９、後期相１１．２１の高度集積を認めた。術前
３DCTでは右肺血管は左肺血管の鏡面像の所見を示していた。右上葉肺癌cT１bN０M０ IA
の診断で胸腔鏡下右上葉切除＋ND２a-１を施行した。病理診断はInvasive adenocarcinoma、
acinar-predominant（９０%）、 lepidic（１０%）pl１、G２、Ly１、V１、PLC（－）、pm０、R０、
pN２#５（１／５）pT２aN２M０IIIAであり、術後補助化学療法を行い、現在術後１年経過する
が、無再発生存中である。

考 察：Kartagener’s syndromeと肺癌の合併は少なく、本邦では２０例ほどの学会報告がされてい
る。内臓逆位を伴う場合、胸腔内の解剖学的位置関係が通常と異なるため手術難易度が高
くなる。そのため、術前の３DCTが有用であると考えられる。また、内臓逆位の場合、胸
部レントゲンの診断率が低下すると言われており、それに対しては画像を左右反転するな
どの工夫が有用と考えられた。本症例では４年前の胸部レントゲンでも腫瘍が確認できる
が、C判定となっており、内臓逆位に注意が奪われた可能性がある。その後もC判定が続
き一度も精査がされなかったことは反省すべき点であった。

８５



４．乳がん検診症例研究会

日 時 平成２７年８月２２日（土） 午後３時３０分～午後６時
場 所 鳥取県西部医師会館

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 山 口 由 美
「平成２５年度検診発見乳癌東部地区症例」
症例１：６４歳、女性。

経年受診者で２年前に受診歴あり。左乳房の硬さを自覚していた。視触診で左乳房の硬結
を指摘されるが、MMGは異常を指摘されなかった。MMGは比較読影で変化なしと判断
されたが、後に検討すると左M領域の乳腺濃度は対側と比較して高かった（FAD）。US
では左C領域に２１×１１×１０㎜の不整な低エコー性腫瘤を認め、生検で乳癌と診断された。
CTではリンパ節転移や他臓器転移は認めず、乳房温存術（Bp＋SN）を施行した。乳癌
は乳管内成分が主体で浸潤径は０．３㎝であった。本例は精査時にC-C領域の撮影を加える
ことで、FADの存在はより明瞭となっており、検診時は１方向撮影であるが、２方向撮影
を行うことで病変が同定できた可能性がある。

症例２：６６歳、女性。
２０００年頃より左乳房腫瘤に対してフォローが行われており、６回の細胞診が施行されてい
た。腫瘤の大きさ、性状に変化がないため２年前に検診を受診。その際、要精査となった
が、過去の画像と比較して変化がないため、異常なしとされていた。今回の検診は視触診
は異常なし、MMGで左M領域の不整形腫瘤のためカテゴリー３とされていた。USでは左
C＝Dに９．９×８．８×８．８㎜の不整形低エコー性腫瘤を指摘され、細胞診で乳癌と診断された。
CTではリンパ節転移や他臓器転移は認めず、乳房温存術（Bp＋SN）を施行した。浸潤
径は０．９×０．８㎝であった。比較読影で変化を認めない腫瘤影は嚢胞や良性腫瘤の事が多く、
毎回要精査になることで患者の負担につながる場合もある。変化のない腫瘤影をどのよう
に扱っていくべきか検討する必要がある。

〔中部症例〕 提出者：野島病院 林 英 一
「検診マンモグラフィーで指摘されなかった乳がん症例」
症 例：６２歳、女性。

平成２７年６月の乳がん検診で、右Ｃ領域の１㎝大の腫瘤を指摘されたが、マンモグラ
フィーは異常なしであった。７月当院受診。再度マンモグラフィーを撮影したが、やはり
異常所見は認められなかった。
エコーでは１㎝の腫瘤あり、細胞診はClass Vであった。
乳がんの診断にて温存手術を施行。
病理結果：硬癌 n０ 組織学的grade１ Tripple negative
マンモグラフィーに映りにくい乳がんとして、①１㎝以下の浸潤癌、②若い人の浸潤癌
③石灰化や構築の乱れを伴わない非浸潤癌等があげられ、一定の頻度で存在する。正常乳
腺組織との濃度差が乏しい乳がんは、雪中の兎の如く発見しにくい。
今後、乳がん検診はマンモグラフィー単独検診に移行していくが、こういった、マンモグ
ラフィーに映らない乳がんをどうするか、重要な問題であると考える。
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〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部保健学科病態検査学講座 廣 岡 保 明
「視触診・マンモグラフィーで異常なく、超音波検査で発見された乳癌の一例」
症 例：６０歳代、女性。

平成２５年度の検診マンモグラフィー（以下、MMG）および視触診で異常なかったが、一
次検診施設で同時に施行された超音波検査（以下、エコー）で左乳房CD領域に５㎜、D／
W＞０．７、辺縁不整な低エコー腫瘤を認め、要精査と判定され、精密検査施設（当院）を
受診された。当院外来では、視触診、MMGともに異常なかったが、エコーで左乳房CD領
域に５㎜、腫瘤内部に微細石灰化、前方境界線断裂（＋）の低エコー腫瘤が見られ、カテ
ゴリー４と判定された。同部よりの穿刺吸引細胞診で陽性（悪性細胞＋）と判定され、組
織型は乳頭腺管癌＞硬癌が疑われた。手術は左乳房温存療法（T１、 No、 Mo、 StageI、
Pap-tub.ca.、ER＋、PR＋、Her２（１＋）、MIB-１：１６%）が施行された。術後は内分泌療
法施行中。
今回のように、MMGで写らない（わかりにくい）乳癌は、（１）微少な乳癌、（２）高濃度
乳房、（３）MMGの見落とし、（４）MMGの撮影範囲外、などが考えられる。
今後、MMGを読影するときの注意点として重要と思われる。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 平成２７年９月６日（日） 午後２時３０分～午後４時３０分
場 所 鳥取県中部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 岡 本 勝
症 例：６１歳、女性
主 訴：なし
家族歴：父、膵癌
喫煙 なし、飲酒 なし
既往歴：特記事項なし
常用薬：なし
現病歴：平成２７年７月、検診便潜血陽性 ラテックス法。１回目１μg／ml、２回目２６７μg／ml
内視鏡所見：上行結腸に３０㎜大の顆粒集簇の丈の低い隆起性病変あり。LST-G顆粒均一型、粘膜下

層深部浸潤はないと判断し、ESDを施行した。
病 理 結 果：Adenocarcinoma in adenoma、tub１、M、ly０、v０、pHM０、pVM０、Stage０、Cur

（EA）
検 討：LST-G顆粒均一型は分割EMRの適応であるが、治療医前の内視鏡所見から癌の存在を正

確に判断することは難しく、正しい病理組織診断のためにESDを施行した。癌の組織量
は１０%程度であり、分割切除では診断を誤る可能性がある。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 林 暁 洋
症 例：７１歳、女性
主 訴：便潜血陽性
既往歴：膝関節炎
現病歴：毎年、大腸がん検診（便潜血検査）を受けているが、陰性だった。平成２７年の大腸がん検

診で要精査（＋４６０、－）となり、２月１６日当科受診となった。
身体所見：特記すべき所見なし
検査所見：３月１３日に下部消化管内視鏡検査（CS）を行った。上行結腸に３㎜大のⅠsポリープと

憩室を認めた。横行結腸に５㎜超のⅡa病変を認め、その口側に約１５㎜のⅡa病変を認めた。
そのⅡa病変はやや陥凹様のLST-NGで、NBI観察で不整な微小血管は認めたが、血管の太
さ／分布が比較的均一（広島分類 C１type）で、SM深部浸潤癌は否定的と考え、内視鏡的
粘膜切除術（EMR）を試みた。生理食塩水による局注で浮揚し、non-lifting signは陰性だっ
たが、スネアリングがうまくいかず、その日は治療を中止した。３月２７日に再びCSを
行った。EMRを試み、スネアリングがうまくいき、一括切除を行った。クリップで縫縮
し、終了した。

病理診断：Adenocarcinoma、 well differentiated tubular type、M、ly０、v０、pHM０、pVM０
検 討：毎年便潜血検査を受けており、初めて要精査となり、M癌を指摘して治癒切除に至った。

NBI観察、non-lifting sign、脱気・送気による腫瘍の硬さの評価などで手術が必要なSM浸
潤癌を否定している。横行結腸に残存病変があり、６ヶ月後にCS再検予定である。
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〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院第二内科 八 島 一 夫
症 例：４７歳、女性
主 訴：便潜血、血便
現病歴：元来貧血があり、近医にて鉄剤が投与されていた。

２０XX年５月頃より排便後に鮮血が混じるようになり、肛門痛を自覚。
市販の痔薬にて対応していた。
２０XX年９月初旬検診便潜血にて陽性を指摘される。
２０XX年９月中旬に血便もあり、便潜血も陽性のため当科受診。
便狭小化あり。明らかな体重減少なし。

既往歴：５歳扁桃腺手術、貧血にて鉄剤内服。
家族歴：父 脳梗塞、母 子宮筋腫、長男 急性リンパ性白血病
生活歴：飲酒機会飲酒、喫煙 なし（受動喫煙なし）
現 症：軽度貧血、直腸診にて腫瘤触知
検査・治療経過：Rbから肛門管に約３～４㎝大の２型直腸癌を認めた。術前化学放射線療法施行

に腹腔鏡補助下直腸切除術、右側側方郭清を行った。
病理所見：Rb＞P、Type３,、Adenocarcinoma、tub２、MP、scirrhous、INFb、ly０、v０、N１、

StageIIIa
検 討：リスクファクターの無い若年者においても、血便がある場合は必ず大腸癌を鑑別する必要

がある。また、血便など大腸癌症状がある場合は大腸がん検診ではなく通常診療（大腸内
視鏡検査など）を行うことが重要である。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 平成２８年２月２０日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 満 田 朱 里
「慢性Ｂ型肝炎核酸アナログ投与中に、職場検診にてAFP高値が指摘されていたにも関わらず発
見が遅れてしまった肝細胞癌の１例」
鳥取赤十字病院 内科 満田朱理、岡田智之、松木由佳子、武田洋平、三村賢一、田中久雄
症 例：５１歳 男性
主 訴：なし（肝腫瘤精査）
既往歴：特記すべきことなし
生活歴：飲酒１合未満／day 毎日、喫煙２０本／day×３１年
現病歴：開業医にて慢性Ｂ型肝炎（肝硬変ステージ）でフォロー中、腎機能悪化あり、２００X年９

月当科紹介となる。腎不全に関しては原因不明、血清ALP著明高値もあり骨軟化症が疑
われ、鳥取大学整形外科紹介となる。精査によりアデフォビル（ヘプセラ）によるFanconi
症候群と判明した。その後鳥取大学第二内科にて肝臓はフォローされていた。２００X＋３
年６月当院人間ドック（職場検診）受診される。AFP６３ng／ml（１年前１４ng／ml）と増加
あるもUSでは肝腫瘤は指摘されず、前医フォロー中とのことで、精査の通知がいかな
かった。ドック後、前医の定期USはドックから４カ月後の１０月に施行され、肝腫瘤を指
摘された（ドック前の定期USは２月であった）。

検査所見（Fanconi症候群発症時）：
WBC ３６００／μl、Hb １１．７g／dl、Plt １０．７万／μl、T．bil １．０mg／dl、D．bil ０．３mg／dl、AST
６５IU／l、ALT４９IU／l、LDH１６８IU／l、ALP３２８IU／l、ALP１３１４IU／l（ALP１５％ ALP２
＋３ ８９％ ALP５６％）、γ-GTP１１７ IU／l、TP ７．２g／dl、Alb ４．２g／dl、ChE １９１IU／l、T．
Chol １１２mg／dl、BUN ２０mg／dl、Cr １．５mg／dl、Na１４２ mEq／l、K４．０ mEq／l、Cl １１４
mEq／l、Ca ９．２mg／dl、IP １．９mg／dl、UA ２．１mg／dl、FBS ９１mg／dl、PT ９７％、HBeAg
（＋）、HBeAb（－）、HBV DNA検出せず、Intact-PTH３２pg／ml、Calcitonin２１．０pg／ml、
１，２５-（OH）２ビタミンD１７．４pg／ml、HA１５４ng／ml、P-III-P １．３U／ml、Urinary findings
尿糖４＋ 尿蛋白１．５g／day

画像検査（Fanconi症候群発症時）：
骨シンチ；両側肋骨、右腸骨、両側仙腸関節部、左恥骨・坐骨、右大腿骨頭、右大腿骨大
転子、両側大腿骨遠位、両側脛骨遠位、右腫骨に多発する異常集積。

画像検査（肝腫瘤発見時）：
腹部US；肝左葉に４０㎝弱の低エコーSOLおよび門脈左枝腫瘍塞栓、S７に１５㎜大の高エ
コーSOLを認めた。
ダイナミックMRI；肝S３に４２＊３１㎜大の腫瘤影。肝細胞相で低信号、早期相で濃染し、
平衡相・後期相でwash outされ肝細胞癌（HCC）と診断。門脈浸潤あり（門脈臍部～P２
合流部）。肝S７に１２㎜大の腫瘤影あり、早期相で辺縁に淡い濃染がみられ、こちらもHCC
と診断。
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血管造影検査；CTHA、CTAPにてダイナミックMRIと同様の結果が得られた。
経 過：術前の腫瘍マーカーはAFP２５１ng／ml、PIVKA IIは４３７mAU／mlであった（肝腫瘤が指摘

されるまでPIVKA IIの測定はなかった。）。術前診断はHCC（S２-３、S７、P２合流部浸潤）
stage IV Aであり、肝左葉切除術＋S７部分切除術が施行された。組織型は中分化型HCCで
あった。

術後経過：２００X＋３年１０月２５日肝切除術
２００X＋４年２月 MRIにて多発再発あり
２００X＋４年３月～１２月 計８回４剤併用による肝動注化学療法（TAI）施行。
（繰り返しの治療で肝動脈狭小化）
２００X＋５年７月 切離面近傍の再発をCTガイド下ラジオ波焼灼療法
２００X＋５年９月 右声門癌にて喉頭部分切除
２００X＋５年１２月 右前区域からTAI＋尾状葉枝より肝動脈塞栓術
２００X＋６年１月 TAI施行、肺転移およびL５～S４の骨転移を認める。
２００X＋６年２月～３月 門脈腫瘍栓に対して放射線療法（２Gy×２５＝５０Gy）
２００X＋６年４月 ネクサバール開始し、当科紹介
２００X＋６年６月 永眠される

考 察：慢性Ｂ・Ｃ型肝炎にて定期フォロー中、肝機能が落ち着いているのにも関わらず、AFP
が漸増傾向の時にはUSのみならずダイナミックCTあるいはMRIを施行してみる必要があ
る。また、HCC発見においてAFPのみならずPIVKA IIも測定することは重要である。核
酸アナログ製剤におけるAdefovirまたはTenofovir DF投与例では薬剤性Fanconi症候群の
発症を念頭に常に腎機能や血清Ｐ濃度の推移に留意しなければならない。

結 語：慢性Ｂ型肝炎核酸アナログ投与中に、職場検診にてAFP高値が指摘されていたにも関わ
らず発見が遅れてしまった肝細胞癌の１例を報告した。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 永 原 天 和
「肝炎検査陽性者に対する院内での取り組みについて」
平成２６年６月に電子カルテ上に肝炎検査結果および受診勧奨を表示するシステムを導入した。
調査１：２０１４年６月～２０１５年５月までの１２ヶ月間を対象に、肝炎検査陽性者に対する受診勧奨、

フォローアップ状況を調査した。
調査２：調査１で電子カルテ上の通知のみでは十分な受診勧奨につながっていないことが判明した

ため、診療補助員あるいは紙媒体による医師への直接的な通知を行い、２０１５年６月～２０１５
年１１月までの６ヶ月間を対象に、受診勧奨率やフォローアップ状況の変化を調査した。

結 果
結果１：２０１４年６月～２０１５年５月の肝炎ウイルス検査数は、HBs抗原２，９２２件、HCV抗体２，８６６件

であった。HBs抗原陽性は８４件（２．９%）、HCV抗体陽性は８６件（３．０%）であった。陽性
者１６８例のうち７６例（４５%）は、当院消化器内科あるいはかかりつけ医で既に経過観察さ
れていたが、９２例（５５%）は経過観察されていなかった。肝炎検査陽性者には電子カルテ
上に肝炎検査結果および受診勧奨アイコンが表示されたが、適切に受診勧奨がなされたの
は９２例中４９例（５３%）で、４３例（４７%）は受診勧奨が行われておらずフォローアップ状況
が不明なままだった。

結果２：２０１５年６月より診療補助員あるいは紙媒体による医師への直接的な通知介入を開始した。
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２０１５年６月～２０１５年１１月までの６ヶ月間の肝炎ウイルス検査数は、HBs抗原１，３０３件、
HCV抗体１，２７９件であった。HBs抗原陽性は３１件（２．４%）、HCV抗体陽性は３３件（２．６%）
であった。陽性者６４例のうち３０例（４７%）は、当院消化器内科あるいはかかりつけ医で既
に経過観察されていたが、３４例（５３%）は経過観察されていなかった。この３４例について、
電子カルテ上の表示に加えて診療補助員および紙媒体にて担当医への通知を徹底したとこ
ろ、受診勧奨がなされたのは２９例（８５%）で受診勧奨率は大幅に改善していた。２９例の内
訳は、B型肝炎非活動性キャリアー６例、慢性B型肝炎３例、うち１例は核酸アナログ投
与開始。慢性C型肝炎５例、うち２例はIFNフリー抗ウイルス療法導入。HCV－RNA陰性
３例。またC型肝炎の１例でHCCが発見されRFAを実施した。そのほかの１２例はかかりつ
け医など他院への紹介となった。

結 語：肝炎ウイルス検査陽性であることを電子カルテ上に表示するのみでは約半数が受診勧奨さ
れておらず対策としては不十分であった。診療補助員および紙媒体での通知を加えると適
切に受診勧奨されるようになり有効な対策法であると考えられた。消化器内科受診の結果、
抗ウイルス療法やHCCの治療に結びついた症例が少なからず存在することから、肝炎検
査の結果を必ず受検者に通知し、適切に受診勧奨を行うことが極めて重要である。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 西 向 栄 治
「糖尿病患者では、肝障害、HBc抗体に注意し肝臓がんの早期発見につなげよう」
山陰労災病院 消化器内科 ○西向栄治、岸本幸廣、前田直人、孝田博輝、今本 龍、角田宏明、
向山智之、謝花典子
日本糖尿病学会と日本癌学会により糖尿病と癌に関する提言では、糖尿病患者では大腸癌、肝臓
癌、膵臓癌の発症リスク増加と関連が指摘され、がん検診の受診が推奨されている。２０１２年の鳥取
県肝癌サーベイランス調査で初発肝癌の成因は、全１６１例中、HBVは２９例（１８％）、HCVは６０例
（３７．３％）に対しNBNCは７２例（４４．７％）と増加している。同様に当院の過去３年間（２０１３～２０１５）
の初発肝癌のうちNBNCが割合は、５０％（３４例）、４４％（３４例）、５３％（３６例）と約半数を占めるよ
うになった。２０１５年度の当院初発肝癌全３６例中、NBNCは１９例（５３％）、糖尿病は２８例（７８％）、
HBV既感染は２４例（６７％）に見られ、９例（２５％）が糖尿病でフォローされていたことが判明し
た。糖尿病患者でも、肝障害のある例、HBc抗体陽性者（既感染）は１年に１度以上の腹部超音波
検査や腫瘍マーカーを行った方が良いと考えられる。１例を呈示する。
症 例：７０代女性
主 訴：AFP高値
既往歴：１７年前から近医で糖尿病、肥満、高血圧の加療中
現病歴：人間ドックも毎年受診し、胆汁うっ滞型肝障害を指摘されていた。

HBs抗原、HCV抗体は共に陰性。AFPの上昇を指摘されたが、USでは腫瘍描出不能だっ
た。近医に再度受診し、AFP４８１０、PIVKAII９０４２、USで肝右葉のびまん型肝癌を疑われ
紹介。

採 血：WBC９５００／μl、Hb１１．７g／dl、Plt２３万／μl、AST２９IU／l、ALT１０IU／l、rGTP９４IU／l、TBil
０．５mg／dl、Alb４．５g／dl、ZTT６．７、TTT１．２、Glu ９９mg／dl、HbA１c ６．２％、PT８９％、腫
瘍マーカーAFP５２００ng／ml、PIVKA-II９４８６mAU／ml、HBVs抗原陰性、ｓ抗体陰性、ｃ抗
体陽性１０．８（HBV既感染＋）、HCV抗体陰性

腹部超音波検査：肝右葉 S８に８㎝大のモザイク状腫瘤を指摘。中等度の脂肪肝。
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腹部造影CT：肝S８に径８㎝大のHCC（被膜外伸展、娘結節、P８門脈浸潤）を認めた。腹部血管造
影、門脈CT：HCC（VP１， stage ４A）と診断し、Segmantal TACE（epiADR ５０mg，
lipiodol６ml，Gelpert／㎜）が行われた。
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事業名
東 部 中 部 西 部 合 計

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

胃 が ん １４ ２６ ３４５ ４ １１ ９３ ７ １３ １６８ ２５ ５０ ６０６

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ３ ９ ４０ １２ ８５ １４１ ８ ２１ ７８ ２３ １１５ ２５９

乳 が ん １ ９ ２８ ２ ２２ ５６ １ ４ ３３ ４ ３５ １１７

大腸がん ７ １２ ２５４ ５ ７ １０５ ５ １６ １０９ １７ ３５ ４６８

肝臓がん ４ ９ ２２０ ４ ６ ８３ ６ １３ １４６ １４ ２８ ４４９

合 計 ２９回 ２７回 ２７回 ８３回

７．各地区がん検診症例検討会開催状況
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Ⅳ．各がん検診精密検査医療機関登録について

鳥取県健康対策協議会においては、市町村が実施する各種がん検診の精度管理、向上のため、登録
基準を設け、各がん検診精密検査医療機関の登録を行っております。登録基準については、平成１０年
度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会各がん対策
専門委員会において、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
等が設定され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。
なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受け付けます。ご不明の点がありまし
たら、鳥取県健康対策協議会事務局（☎０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。
申請の届出書は「鳥取県健康対策協議会ホームページ」からダウンロードできます。

記

１．改正の要点
① 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも
のについてのみ登録する。
② 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は
３点とする。
③ 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。
④ 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。
⑤ 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期
次回の更新時期
◎一次検診登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
子宮がん検診実施（一次
検診）医療機関 Ｈ２８．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中

肺がん一次検診医療機関 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中
乳がん一次検診医 Ｈ２７．４．１～Ｈ２９．３．３１ 平成２８年度で廃止
乳がん検診一次検査（乳
房Ｘ線撮影）医療機関 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中

◎精密検査登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期 従事者講習会等
受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ２７．４．１～Ｈ３０．３．３１ Ｈ２９年度中 Ｈ２７．４．１～Ｈ３０．３．３１
子宮がん検診精密検査 Ｈ２７．４．１～Ｈ３０．３．３１ Ｈ２９年度中 Ｈ２７．４．１～Ｈ３０．３．３１
肺がん検診精密検査 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１
乳がん検診精密検査 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１
大腸がん検診精密検査 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１ Ｈ２８年度中 Ｈ２６．４．１～Ｈ２９．３．３１
肝臓がん検診精密検査 Ｈ２８．４．１～Ｈ３１．３．３１ Ｈ３０年度中 Ｈ２８．４．１～Ｈ３１．３．３１
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※「鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録実施要綱」は、平成２８度をもって廃止。
国の「がん予防重点教育及びがん検診実施のための指針」が改正され、平成２８年度の検診から、
マンモグラフィ単独検診が適用され、視触診は推奨されないこととなり、これを受けて、平成２８年
２月４日の「乳がん部会・乳がん対策専門委員会」において、今後の鳥取県の乳がん検診の方向性
について協議した結果、視触診の精度管理は難しい、一次検診医の確保が困難であり、視触診を廃
止する場合には、一次検診医、住民への事前周知が必要である等の意見を踏まえて、平成２９年度か
ら国の指針に沿って、検診項目については、問診及び乳房エックス線検査とする、ということが決
定致しました。
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（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部 ６回／年
西部 ２回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ３点

胃がん内視鏡検診講習会 東部 １回／年 ３点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ３点

消化管研究会 西部 ２２回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できる
こと。
３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間５０例以上あること。
４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送する
こと。
５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。
７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。
８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望
ましい。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん
検診症例検討会

全県 １回／年

鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。
２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。
４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検
診症例検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回
しか受講できなかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たし
たこととする。
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対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肺がん検診従事者講習会 全県 １回／年 １０点

東部地区肺がん検診従事者講習会 東部 １回／年 ２点

東部胸部疾患研究会（年５回） 東部 ５回／年 ２点

胸部疾患研究会・肺がん検診症例検討会（年１２回） 中部 １２回／年 ２点

西部地区肺がん検診胸部Ｘ線勉強会 西部 ５回／年 ２点

日本肺がん学会総会（全国学会・地方会） ― ５点

肺がん検診セミナー（全国学会・地方会） ― ５点

日本肺がん学会中四国地方会（全国学会・地方会） ― ３点

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。
２ 気管支ファイバ－スコープ検査が施行でき、かつBF下細胞診が可能であること。
３ 精検のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に以下に指定する学会及び研究会に参加して、
合計２０点以上を取得すること。
（１） 鳥取県健康対策協議会主催の肺がん検診従事者講習会

１０点（過去３年間に１回参加は必須事項）
（２） 各地区医師会主催の肺がん検診研究会 ２点
（３） 日本肺がん学会総会 ５点
（４） 肺がん検診セミナー ５点
（５） 日本肺がん学会中四国地方会 ３点
８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ま
しい。
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（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診
発見乳がん症例検討会 全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点
日本乳癌検診学会 １回／年 ５点
各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点
日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点
鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点
その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波
検査装置を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、日本乳がん検診精度管理中央機構が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し
ていることが望ましい。
４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。
５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市
町村に送付すること。
６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、
乳がん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めること
とし、できれば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。
また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、
「乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県
乳腺疾患研究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付す
ること。
８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］
１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届
け出ることとし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。
２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像
の提出を求めることができる。
３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。
４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結
果を委員会での審議の資料とする。
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鳥取県乳がん検診一次検査（乳房エックス線撮影）医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、日本乳がん検診精度管理中央機構が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し
ていることが望ましい。
４ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できること。なお、精密検査を全大腸内視鏡検査で行うことが困難な場
合においては、Ｓ状結腸内視鏡検査と注腸エックス線検査（二重造影法）の併用による精密検査を
実施できることが望ましい。
２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できるこ
と。
３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。
４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。
（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。
（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３㎜、大焦点は１㎜以下であることが望まし
い）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望
ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す
ること。
６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す
ること。
８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、
がん登録についても同様であること。
９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが
望ましい。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 全県 １回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県 １回／年 ２点 （島根県開催も対象）

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部 ４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部 ６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部 ２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部 ６回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部 ４回／年 ２点

西部腹部超音波研究会 西部 ２回／年 ２点

肝がん撲滅運動講演会 全県 １回／年 ３点

山陰肝癌治療研究会 全県 １回／年 ３点

（注）上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその都度協議すること
とする。

鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。
３ 精密検査として、血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検査、HCV-RNA
検査及びPIVKAⅡ検査が実施できること。
４ 次の基準にあう超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師が対応できること。
（１） 走査方式は電子コンベックス方式が可能であること。
（２） ２系統以上の距離計測機能を有していること。
（３） ポラロイド撮影装置、プリンターマルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像記
録装置を有していること。

（４） 観察用モニターは、１２インチ以上であること。（携帯型超音波装置は除く。）
※一部携帯型で高機能の装置が出ているため、希望があれば装置を確認し、十分な画像があれば承
認するものとする。

５ 腹部超音波検査の臨床例が年間２００例以上あること。
６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等の受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。
ただし、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。
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あ と が き

鳥取県生活習慣病検診等管理指導協議会では、各部会で検討を重ね、集団検診ばかりではなく施設

検診の精度管理を行ってまいりました。「がん検診実施のための指針」が改正され、胃がん、乳がん

検診について実施方法の見直しをすすめております。他県の動向も踏まえ、より良い検診となるよう

努めてまいります。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書第２２報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。この点において

も参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容となっており

ますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々ご助言を戴きました。厚く御礼申し上げ

ます。

発刊に際し、県医師会事務局の岩垣陽子さん、田中貴裕さんには何時もの様に強力なお手伝いを戴

きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 岡 田 克 夫

１０４



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




